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は じ め に

昭和62年度は,前 年度に引続いて各部において3件 の特別研究を実施 し

たほか,絵 画等の美術品の画像処理などの新しい研究(科 学研究費による) .

に着 丁した。恒例の国際シソポジウムは第11回 を迎え,諸 外国より5人 の

発表名を迎x..「口本 ・東洋美術にd4け る転換期の諸問題1を テー-rに活発

な討議を展開 した。

また,昭 和63年 度は,前 年度からの継続的研究のほかに,新 たに 「日本

近代美術の発達に関する明治後半期の基礎資料集成」(美 術部,4年 計画)

と 「仏教芸能の芸能史的位置づけのための調査研究」(芸 能部,4年 計画)

が発足した。 ま た,プ ラズム法によ る 出土金属遺物の処理法の研究など

(科学研究費による)に も着手 した。

昭和63年 度には国際交流事業が急激に増加し,外 国人発表者8人 を招い

て第12回 国際 シソポジウム 「写真 ・映像などの画像を利用 した美術品調査

法の現状 と将来」を開催 したほか,昭 和61年 度より継続実施 してきた特別

研究 「敦焼文化財保存修復に関する調査研究」に訪中団を派遣し,敦 煙研

究院との間に共同研究を開始するとともに,同 院より5人 の訪日団並びに

2人 の研究員を技術研修のために招 くことができた。日米間ではス ミソニ

アソ研究機構 との間に東 アジア古文化財についての共同研究を行 うための

予備交渉がワシソ トンで行われ,次 年度か らの実施が約束 されるにいたっ

た。さらにカリフォルニア大学バークレー校 との間では両者共催で 「日本

美術の研究の現状」とい うシソポジウムが現地開催された。このほか研究

所が世話役となりIIC(国 際保存科学 者会議)の 日本大会が 「東洋文化財

の保存」 とい うテーマで盛大に開備されたことも忘れがたい。

なお両年度を通じて芸能部長,修 復技術部艮をは じめ永年研究所の発展

に尽力された方hを 送ることになったが,皆 さんの御努力に対 して心から
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の敬意と謝意を表するものである。

終 りに,昭 和63年 度 より着手された研究所新営のための準備作業等のた

め,2年 度合併号となったことをお許 し頂きたい。

平 成 元 年12月

東京国立文化財研究所長

濱 田 隆
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一

1.沿 革

1.設 立 の経 緯

東京国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日 発足したが,そ の前身であ り母体 とな

ったものは,昭 和5年 に創設された政府機関の帝国美術院附属美術研究所である。

このX術 研究所は,大 正13年7月,帝 園奨術院長了・爵故黒田清輝の遺言により英術

奨励事業のために寄附出拍した資金で遺言執行人が選択決定した事業である。すなわ

ち遺言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志にしたがってこの資金で行 うぺ き事

業の選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野伯爵は帝国美術院長福原錬二郎及び東京美

術学校長正木直彦とはかつて諸方面の意見を徴し,ま た,わ が国美術研究の必要に照

らして次の事業を行うこととした。

(1)美 術に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設けること。

② 黒田子爵の作品を陳列して同子爵の功績を記念すること。

(3}前 二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立の上は一切これを政府に寄附すること。

2.年 代別重要事項

昭和 元年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設備され,東 京美術学校長正木

直彦が委員長に就任し,美 術研究所事業については東京美術学校教授矢代幸雄,黒

田子爵作品陳列については東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英

作 ・同藤島武二及び大給近清,建 築造営については東京美術学校教授岡田信一郎,

会計事務については遺言執行人打田伝古を各委員として事務を分掌進行させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を開始した。

同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋 コンクリー ト造,半 地 階2階 建,延 面積

1,192㎡ の建物1棟 を起工した(本 館)。

同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所朋設のため必要な備品 ・図

書 ・写真等の研究資料を設備し,ま た,館 内に黒田子爵記念室を設け,同 子爵の作
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品を陳列 した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に

金15万 円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 に より帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東 京美

術学校正木直彦が同研究所の主事に補せ られた。

同 年10月17日 美術研究所開所式を挙行した。

同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物r美 術研究』を

創刊した。

同 年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向 う

5か 年間毎年5千 円,合 計2万5千Fjを 帝国美術院に寄附 したいとの申出があった。

同 年5月26日 帝国美術院はこの申出を受理した。

明治大正美術史編纂委員会規程を設け,奨 術研究所は明治大正美術史の編纂に関す

る事務を行うことになった。

同9年10月18日

同10年1月28日

同 年411

同 年6月1日

毎年10月18日 を 開所記念日と定めた。

鉄筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の書庫が竣工した。

『日本美術年鑑』の編纂事務を開始した。

勅令第148号 に より美術研究所'1°r制が公布された。

研究資料閲覧規程を制定し,閲 覧事務を聞始した。

同12年6月24日 勅 令第281号 に よりx術 研究fgr'1'C制中改jEの 件が公布され,従 来,

帝 国美術院に附置されていたのを文部大臣のlr〔轄に改められた。

同 年11月29日 美術研究所長職務規租,美 術研究所事務分掌規程が制定された。

同13年2月12日 木造,平 屋建,延 面積97㎡ の4真 室1棟 が竣工した。

同19年8月10日 黒田清輝の作品,並 びに4真 原版を東京都西多摩郡小宮村谷間家倉

庫に疎開した。

同20年5月28日 美術研究所の図轡 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎開した。

同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎聞した図書資料を爆撃の危険を避けるため,

さらに酒田市外牧曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観 庁寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之

丞家倉庫にそれぞれ分散疎開した。

一2
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同21年3月29日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着し引揚げを完了した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡に疎開中の黒田清輝作品並びに写真原版の引揚げを

完了した。

18d22年5月1日 美術研究所官制が廃止され,困 立博物館官制が制定 された。美術研

究所は同館の附属美術研究所となった。

国立博物館に保存修理課発足。 同課内に保存技術研究室を置いた。(保 存科学部の

前身)。 昭和23年 度 より専任の職員を配置し研究を開始した。研究室は国立博物館

本館地下の修理室の一室(66㎡)に 設けた。

同24年4月 科学研究費補助金により光学的方法による美術品の鑑識に関する研

究が開始された。

同25年8月29日 文 化財保護法の制定にともない,美 術研究所は文化財保護委員会の

附属機関となった。

同 年8月29日 文 化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立博

物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換えとなった。

同26年1月31日 美 術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・

庶務室が置かれた。

同27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定められ,

美術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究所組織規程が

廃止された。

また,文 化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。

同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学

から借用し,研 究を開始した。

同28年4月26日 保存科学部研究室として,東 京国立博物館構内の倉庫132㎡ を改造

のうx移 転した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され,東 京国立文化財研究

所となった。

同32年3月22日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8㎡ の

保存科学部の薬品庫が竣工した。
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同 年11月30日 従来の2階 建書庫のうえにさらに1階 を増築3階 建とし,増 築分延

面積71㎡ が竣工した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規程が定められ,こ の年度から受託研究

が開始された。

同36年9月16日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され,従 来の庶務室は

庶務課となった。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存科学部庁舎(保 存科学部実験室)と して,

鉄筋 コンクリー ト造2階 建延面積663㎡ の建物1棟 が竣コニした。

同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され,新 たに保存科学

部に修理技術研究室が置かれた。

同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣一1二にともない,旧 保存科学部

庁舎に移転した。

同43年6月15日 文 部省設置法の一部が改正され,本 研究所は文化庁附属機関となっ

た。

同44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新僧される別館庁舎(延1,950,41㎡)の 起

工式が行われた。

同45年3月25日 前記の別館が竣ユニしたので,同 年5月26日 竣 」二1が行われた。

同 年3月25日 芸能部は,別 館3階 に移転した。

同 年5月8日 保存科学部は別館の地階～2階 に実験川機械類の移転据付を完了し

た。

同 年6月29口 保存科学部庁舎の1階 の模様替コニ事に着チし,同 年10月15日 工事が

完了した。

同 年11月2日 所長および庶務課は,本 館から傑存科学部庁舎の1階 に移転した。

(本館は,英 術部庁舎となる)したがって研究所の所在地表示は「12悉53号」が「13番27

別 に変更された。

同46年4月1日 保存科学部庁舎及び別館の敷地2,658㎡ を東京国立博物館から所管

換 された。

同48年4月12日 文部省設置法施行規則の一部が改正され,新 たに修復技術部が設け

られ4部1誤 とな り,修 復技術部に第一修復技術研究室及び第二修復技術研究室が
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沿 革

置かれ,保 存科学部修理技術研究室は廃止された。

同52年4月18日 文 部省設置法施行規則の一部が改正され,情 報資料部の新設により

5部1課 とな り,情 報資料部に文献資料研究室および写真資料研究室が置かれ,美

術部資料室は廃止された。

同53年3月20日 本館構内の4場 等(木造平家建延面程f144m2)を 取 りこわし,情 報資

料部研究棟として,鉄 筋 コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡ の

建物が竣工した。

同53年4月511文 部省設置法施行規則の一部が改Il三され,新 たに修復技術部に第三

修復技術研究室が置かれた。

lld59年6月28il文 部省組織令が改正され,本 研究所は文化庁施設等機関となった。

3.歴 代 所 長(昭 和5年N平 成元年)

主 事

主 事

所長事務取扱

所 長

所長事務取扱

所 長

所 長 代 理

所 長

所長事務代理

所 長

所 長

所 長

所 長

正

矢

和

矢

田

田

福

松

矢

田

関

伊

濱

木

代

田

代

中

中

山

本

代

中

野

藤

田

直

幸

英

幸

豊

豊

敏

栄

幸

延

彦

雄

作

雄

蔵

蔵

男

一

雄

松

克

男

隆

(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.24)

(昭 和6.11.25^一 昭 和10.5.31)

(昭 和10.6.1～ 昭 和11,6.21)

(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28)

(昭 和17.6.29^一 昭 和22.8.15)

(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)

(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)

(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)

(昭 和27,4.1～ 昭 和28,10.31)

(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3,31)

(昭 和40.4.1～ 昭 和53,4,1)

(昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31)

(昭 和62,4.1～ 現 在)
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皿. 機構 ・職員 ・予算

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成およびその公表を

行うことを目的として設立された文化庁の施設等機関である。その機構等は次のとお

りである。

1.機

所 長一

構

一 庶 務 課

裸 艮一㈱ 佐一[難 餐

一 美 術 部

部 長 一 一一

ft・ 能

～湖

一 傑存科学部

部 長

一 修復技術部

部

一 第一研究室

…一 第二研究室

一一一 一… 主任研究官

部 一 演劇研究室

長 一 一 音楽舞踊研究室

一 民俗芸能研究室

一一一一一一 一主任研究官

一 化学研究室

一一 一 物理研究室

一 生物研ie'r

-一 ・主任研究官

一 第一修復技術研究室

長～ 一一 一 一 一 第二修復技術研究室

一 第三修復技術研究室

主任研究官

一 情報資料部

部 長 一一 一[綴 欝 奎
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機構 ・職員 ・予算

2.職 員

(昭和63年3月30日 現在)

名氏

隆

美

博

朗

子

子

子

美

子

子

子

昇

登

子

美

郎

み

之

雄

子

稔

キ

夫

信

子

雄

子

雍

都

昭賀喜由智太美保多節有真紀祥美祥恵由た正久榮一ア英道絵治道美郷田山山藤本村田澤井原澤下田西田内口宅賀上野輪藤梨隅藤本瀬生之濱笹西斎松巾太滝東簿松相山鎌山遠竹関三田井上三佐山三佐松広蒲

名職
ー
属所

長

長

佐

長

任

員

員

◎

長

員

員

員

員

長

長

官

員

D

長

員

長

長

◎

長補主佐佐即佐佐佐究節鮒補〃〃〃補補〃補補研究究究〃究〃長務務能査務能務任翻翻所裸課係庶事技調係係事技労部室主研調室研部室調室

長

課

係

係

部

室

室

部

室

究究究究研

務

務

計

瑠

蜥

轟

顯

庶

会

第

第

演

音室所庶美芸

(美術史)

(日本仏教絵画史)

(日本彫刻史)

(染織工芸史)

(日本彫刻史)

(東洋古代絵画史)

(日本近世 ・近代絵画史)

(日本近代絵画史)

(日本近代絵画史)

(民俗芸能)

(寺院芸能)

(中世芸能)

(日本東洋音楽史)

(音楽学)

7



機構 ・職員 ・予算

所 属1職 名1氏 名1

　

　

　

　

　史　学　史史史

遜

　

卸

鰭

;

菊

認

藤
鋤

勃

纐

欝

纐

劉

ー

綴

欝
蹴

繊

難

講

綴

雑

灘
繊

欝

榊

謙

灘
鰍
〃
"

佃

ω

眠

儀

個

紛

撫

幡

胱

傭

紛

轍

G芯

僑

(日

休

彫

佃

縞

傍

ω

㈲

仲

㈲

練

僕

く

く

み

殺

子

郎

夫

光

夫

子

郎

俊

威

夫

次

治

克

輝

曙

彦

治

夫

隆

夫

新

良

之

輔

次

正

良づ二之い茂幸久良武敏陸定英勝清欝忠勝清驚辿武廣賊弘和〔桑田村井淵尾倉城川浦滞井野口墨浦木川口木川倉尾川木手本川傑久高羽中仲馬平門見石三宮新山樋中西茂増樋晋濱米島鶴鈴井橋市野

り

長

官

の

長

長

官

長

官

の

長

D

長

長

官

員

長

扱

官

扱

長

員

長

員

員

員

繋

繋
蠣〃

獺

轡

蕪

究

究究

∵

調

室

主

調

部

室

主

室

主

研

室

調

部

室

主

専

室

室

主

部

室

研

室

研

研

専

究

部

室

室

室

部

術

術

術

部

究

究

繋
綴

欝繍礁

難

轟
騨

保

修

情



機構 ・職員 ・予算

(平成元年3月30日 現在)

所 属 隊 名 医 名 「

所 長 所 長 濱 田 隆 (美術史)

庶 務 課 課 長 池 田 義 春

課 長 補 佐 西 山 博

庶 務 係 係 長 江 原 勉

庶 務 主 任 松 本 多賀子

事 務 補 佐 員 中 村 節 子
〃 滝 澤 真由美
〃 白 井 久美子

技 能 補 佐 員 浅 井 美由起

鯛 査 員(非) 松 原 美智子

会 計 係 係 長 長谷川 憲 康

係 員 山 下 登

事 務 補 佐 員 鎌 田 祥 子
〃 志 村 浩 美

技 能 補 佐 員 遠 田 由太郎

労 務 補 佐 員 菊 地 廣 吉

美 術 部 部 長 関 口 正 之 (日本仏教絵画史)

第 一 研 究 室 室 長 三 宅 久 雄 (日本彫刻史)

主 任 研 究 官 田 實 榮 子 (染織工芸史)

研 究 員 井 上 一 稔 (日本彫刻史)

第二研究室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近世 ・近代絵画史)

研 究 員 佐 藤 道 信 (日本近代絵画史)
〃 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)

芸 能 部 部 長 佐 藤 道 子 (寺院芸能)

演劇研究室 室 長 羽 田 艇 (日本演劇)

主 任 研 究 官 鎌 倉 恵 子 (近世演劇)

調査研究員(非) 広 瀬 美 都 (日本東洋音楽史)

音楽舞踊研究 室 長 蒲 生 郷 昭 (音楽学)
室

調査研究員(非) 高 桑 いつみ (日本東洋音楽史)

民俗芸能研究 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)
室

調査研究員(非) 三 村 昌 義

保 存 科 学 部 部 長 馬 淵 久 夫 (同位体化学)

化学研究室 室 長 平 尾 良 光 (分析化学)

9



機構 ・職員 ・予算

所 属1職 名 医 名1

主 任 研 究 官 門 倉 武 夫 (無機分析化学)

物理研究室 室 長 見 城 敏 子 (塗料化学)

主 任 研 究 官 石 川 陸 郎 (光学)
〃 三 浦 定 俊 (計測工学)

研究補佐員(非) 富 澤 威 (分析化学)

生物研究室 室 長 新 井 英 夫 (微生物学)

闘査研究員(非) 山 野 勝 次 (応用昆虫学)

修 復 技 術 部 部 長 伊 原 恵 司 (遠築史)

第一修復技術 室 長 中 里 碍 克 (日本工芸史)
研究室

主 任 研 究 官 西 浦 忠 輝 (木材材賀改良学)

専 門 職 員 茂 木 曙 (彩色保存技術)

第二修復技術 究 長 増 田 勝 彦 (日本工芸史)
研究室

研 究 員 川野邊 渉 (高 分 子 工pv,f・)

第三修復技術 察 長 青 木 繁 夫 (柳 ゴ学)
研究室

情 報 資 料 部 部 長 鶴 田 武 良 (中国絵画史)

文献資料研究 室 長 米 倉 辿 夫 (口 本 中Ill:繊画 史)
室

研 究 員 晶 尾 新 (日本中世絵画史)

写真資料研究 室長事脇取扱 鶴 田 武 良
室

主 任 研 究 官 鈴 木 廣 之 (口本近世松画史)

研 究 員 井 手 餓之輔 (東洋1絵画史)

鄭1"】 職 員 橋 本 弘 次 (美 術`{〆真)

〃 市 川 和il: (〃)

〃 野久保 昌 良 (〃)

一10一
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昭和62年度における退職者

機構 ・職員 ・予算

一

所 属

庶 務 課

芸 能 部

修復技術部

官 職 名

事 務 補 佐 員

労 務 補 佐 員

技 能 補 佐 員

部 長

事 務 補 佐 員

調 査 員(非)

部 長

氏 名

小 野 美佐子

竹之内 た み

簿 井 祥 子

三 隅 治 雄

太 田 有喜子

仲 井 幸二郎

樋 口 溶 治

在 職 期 間

60.4.1～62.6.30

61.9.10-r62.12.10

57.7.1^-63.3.30

27,10,1～63.3.31

53.5.1-x62.4.30

41.5.1^-63.3.31

37.10.1^63.3.31

備 考

退 職

〃

〃

〃

〃

〃

〃

昭和63年度における退職者

所 属 官 職 名 氏 名 在 職 期 間 備 考

庶 務 課 課 長 補 佐 西 山 博 52.4.1～1.3.31 退 職

会 計 係 長 相 澤 昇 57.4.1-　 63.12.25 〃

庶 務 主 任 松 本 多賀子 39.6.16^-1.3.31 〃

事 務 補 佐 員 山 西 恵 美 60.6.1.63.4.28 〃

〃 小 島 和 子 63.5.16^63.10.28 〃

〃 東 紀 子 62.7.13^-63.10.31 〃

技 能 補 佐 員 湯 本 美 雪 63.4.7^-63.10.31 〃

事 務 補 佐 員 滝 澤 真由美 58.4.1～1.3.30 〃

〃 鎌 田 祥 子 56.5.1～1.3.30 〃

美 術 部 主 任 研 究 官 田 實 榮 子 23.3.31^1.3.31 〃

保存科学部 物理研 究室長 見 城 敏 子 29.9.1～1.3.31 〃

修復技術部 専 門 職 員 茂 木 曙 29.7.1～1.3.31 〃

一11一
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一
機構 ・職員 ・予算

3.名 誉研 究 員

氏 名

し

男

修

吉

三

部

郎

克

和

健

淫

代

雄

キ

綬

子

子

男

孝

理

男

雄

治

三

三

里

よ

敏

友

健

畏

傅

光

千

萬

ア

悦

和

延

義

次

治

清

畑

山

田

崎

石

村

野

山

野

上

道

野

上

村

川

藤

沢

本

隅

口

白

福

高

岩

登

岡

中

関

秋

久

川

関

横

上

江

田

猪

伊

柳

江

宮

三

樋

退 職 時 官 職 名

美

美

所

芸

マー
'

所

奨

芸

名誉研究員在 職 期 間
発令年月日

5.6.30^27.8.1 53.10.18

術 部 長 23.5.11^-34.4.15 〃

〃 27.12.1^-44.3.31 〃

復 技 術 部 長 27.4.1^49.5.31 〃

存 科 学 部 長 27.10.1^　 50.4.1 〃

術 部 長 20.5.15-r51.4.1 〃

術部第二研究室長 22.10.1～53.4.1 〃

長 40.4.1^-53.4.1 〃

術部第一研究室艮 21.10.1^42.2.1 54.10.18

報 資 料 部 長 20.5.31～57.4.1 57.10.18

術 部 長 21.2.28^57.4.1 〃

術部第二研究室長 18.12.15^58.4.1 58.10.18

能 部 長 28.3.16^51.4.1 59.10.18

報資料部文献資料 17.11.3^59.4.1 〃

究室長
帳資料部セ任研究 38.5.8159.3.31 〃

術部1:任 研 究 官 22.6.16^-60.3.31 60.10.18

報資料部文献資料 22.6.27^60.3.31 〃

究室長
長 53.4.1^-62.3.31 62.10.18

術 部 長 27.4.1-x62.3.31 〃

布 科 学 部 長 27.4.1^62.3.31 〃

報 資 料 部 長 30.9.1^62.3.31 〃

能 部 長 27.10.1^-63.3.31 63.10.18

復 技 術 部 長 37.11.1-x63.3.31 〃

一12一一



機構 ・職員 ・予算

4.予 算

昭和62年 度()は 補正後を表す。 卜

事 項
旨

5

1

千円
人 件 費1 283,245

運 営 喪 、 (349,105)
1 122,425

事 業 管 理1 (32,431)
34,211

一 般 研 究 1 (36,322)
37,632

特 別 研 究 (272,322)
42,419

壁画・障壁画の科学的研究 1,924

伝統芸能の保存組織のあり方の研究 2,621

金属文化財の材質 ・技法および保存に関する科学的研究 3,158

敦煙文化財保存修復に関する調査研究 14,587

研究用機器整備

受 託 研 究

文化財保護に関する国際交流

文化財保存修復に関する研究のための国際研究集会

招へい研究員

ローマセンター資料収集提供

文 部 省

各 所 修 繕

在外研究員旅費



機構 ・職員 ・予算

昭和63年 度 ()は 補 正後を表す。

事 項

人 件 費

運 営 費

事 業 管 理

一 般 研 究

特 別 研 究

金属文化財の材質・技法および保存に関する科学的研究

敦煙文化財保存修復に関する調査研究

日本近代美術の発達に関する明治後'r期の基礎資料集成

仏教系芸能の芸能史的位置づけのための闘査研究

研究用機器整備

受 託 研 究

文化財保護に関する国際交流

文化財保存修復に関する研究のためのIW際研究集会

招へい研究員

ローマセンター資料収集提供

文 部 省

各 所 修 繕

在外研究員旅費

一14一

●



機構 ・職員 ・予算

5.科 学研究費補助金交付一覧

昭和62年 度

(1)職 員が研究代表者となったもの

一 「]研 究代表司 交付額
総合研究(A)

〃

〃

一般研究(C)

試験研究(1)

〃

〃

〃

海外学術研
究

現質変るけおに境環蔵

合
関
総

に
の
用
財
応
化

の

文

そ

色

と

彩
立
る
確
よ
の
に
法

に法技芸漆S_
,
亥彫像仏代

究

づ

時
研

基

代

安
査

に

古 質

究

材

研

と

の

地

仰

産

信

料

経

原

華

の

法

ス

く

ラガ

埋
究

法
方

の
研

方
査

物
る

的
調
究

平
調

礼

土

遺
す

壊
地
研

開Sルデモ理処像h　援支究研学

～
る

典

出
遷

史

古
関

破
現
る

鳥
す

教

邦
変

術

漸
に

非
的
す

飛
関

仏

本
の

関に存保的学科S品土出S財

結凍の材石たしと

たS
`
存保
究
財
研
化

同

文

共
る
る

化
究
文
研

築
防

砂
自

蔵
る

建
化

国
の

的
化

け
す

目
準

お
関

を
基

に
に

存
の

帯
境

保
法

地
環

の
止

漠
然

美
発

埋
す

古
劣

中
め

門 倉 武 夫

伊 藤 延 男

中 里 寿 克

佐 藤 道 子

馬 淵 久 夫

米 倉 遽 夫

見 城 敏 子

西 浦 忠 輝

馬 淵 久 夫

千 円
2,300

111

4,000

1,soo

1,000

19,000

4,000

6,000

1,800

(2)職 員が研究分担者となったもの

種 別1 課 題 名 1研究代銘 名睡 究分担者

総合研究㈹ 四十八体仏の彫刻史的保存科学的調査 東京国立博物 馬 淵 久 夫
とその基礎研究 館 平 尾 良 光

奥村秀雄 石 川 陸 郎
三 浦 定 俊
三 宅 久 雄

〃 醍醐寺の密教法令と建築空間に関する 東京大学 佐 藤 道 子
総合的研究 稲垣栄三

〃 工房の美学 九州大学 jl一手 誠之輔
平田 箆

一15一



機構 ・職員 ・予算

昭和63年 度

(1)職 貝が研究代表者となったもの

種 別1 課 題 名 1研 究代麸1交 付 額

総合研究㈹

〃

・般研究㈹

一一般研究(B)

一般 研究(C)

試験 研究(1}

〃

〃

〃

〃

海外学術研究

〃

〃

非破壊的方法による彩色文化財の総合
的現地調査方法の確立とその応用に関
する研究

飛鳥～平安時代仏像彫刻の漆芸技法に
関する調査研究

日本における絵画 ・彫刻・工芸各分野
のモチーフの交流に関する調査研究

環境制御等による微生物被害防除法の聞
発

仏教典礼に基づく法華経信仰の研究

本邦出土古代ガラスの原料産地と材質
の変遷

美術史学研究支援画像処理モデルの開発

埋蔵文化財の出土品の科学的保存に関
する研究

古建築の保存を日的とした石材の凍結
劣化防止法の規準化

プラズマ法による出土金属遺物の保存
修復研究

在外日本奨術作品の調査研究と内外の
研究交流の促進

束アジア地域の古文化財(青 銅器およ
びL器 ・陶磁器)の 保存科学的研究

中国砂漢地帯における文化財保存のた
めの白然環境に関する共同研究

濱 田 隆

中!fl寿 克

関 口 正 之

新 井 英 夫

佐 藤 道 子

馬 洲1久 火

米 倉 辿 夫

見 城 敏 子

西 浦 忠 輝

青 木 繁 夫

関 ロat:之

濱 川 陥

増 川 勝 疹

千 円
a,000

2,000

12,700

2,600

500

1,000

.11

1,900

1,800

22,800

3,000

3,200

1,800
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「
『

(2)職 員が研究分担者となったもの

機構 ・職員 ・予算

種 訓 課 題 名 1研究代表者名1研 究分担者

総合研究(A) 非破壊的方法による彩色文化財の総合
的現地調査方法の確立とその応用に関

東京国立文化
財研究所

馬 淵 久 夫

する研究 伊藤延男

〃 四十八体仏の彫刻史的 ・保存科学的調
査とその基礎的研究

東京国立博物
館
奥村秀雄

馬 淵 久 夫
平 尾 良 光

〃 17中美術の特色の比較研究一8世 紀以 突践女子大学 三 宅 久 雄

降の絵画と彫刻を中心に一 松原三郎

〃 醍醐寺の密教法会と建築空間に関する 東京大学 佐 藤 道 子
総合研究 稲垣栄三
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1.美 術 部

(1)概 要

皿.調 査 研 究

美術部は日本 ・東洋の古焚術並びに日本の近代 ・現代美術とこれらに関連ある西洋

美術についての基礎的調査研究を行い,か つその成果を公表することを目的としてい

る。莫術部は二室よ り構成 され,第 一研究室は古美術を担当し,第 二研究室は近代 ・

現代美術を担当している。

研究調査は各時代にわたり絵画 ・彫刻 ・工芸の各部門について,作 品 と文献資料と

の両面から実証的に進められており,共 に基礎となる研究資料の作成と整理 とに努め

ているほか,現 代美術の動向に関する調査と資料収集をも平行して行っている。 また,

作 品に関し,早 くから実施 してきた科学的な鑑誠法を積極的に活川 しているのも当部

の特色である。さらに情報資料部所員とは研究や闘査の面で緊密な協力が行われてい

る。昭和59年 度から4か 年計画で始まった情報資料部と共同の特別研究「壁画 ・障壁

画の実証的研究」は62年 度をもって闘査と関係資料の収集を終えた。第二研究室では,

昭和63年 度 より特別研究r日 本近代X術 の発達に関する明治後半期の藩礎資料集成」を

4か 年計画で開始し,新 たに資料収集と研究闘査を始めた。そのほか他機関との共同

研究による広領域の研究にも参加している。なお,研 究員それぞれの研究課題と内容

は(2)研究調査活動の項に示すとおりである。

研究調査の結果は,第 一研究室全員が編集担当する機関雌『美術研兜』(昭 和7年 創

刊)や その他の学会誌に発表し,ま た,第 二研究室を中心とするr日本奨術年鑑』(昭和

11年 創刊)を 発行しており,lit行の研究轍告も随時刊行している。 さらにそのほか情報

資料部との共同で,研 究成果の一部を広 く一般の理解に資するために短年一回公開学

術講座を開催 している。なお,無 田清輝の遺産に基づいて創立 された美術研究所,現

美術部は黒田清輝の作品その他関係資料を保管し,そ の多 くを陳列する黒田記念室は

毎週一回木曜日の午後公開している。
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美 術 部

第一研究室

日本及び東洋諸地域の古美術について,各 研究員が専門とする領域と時代を中心に

澗査研究を進め,主 要問題を捉えた共同研究を行い,常 に精密な基礎資料の収集に努

めている。なお,第 一研究室の研究員はr美 術研究』の編集業務を担当している。

第二研究室

明治以降の日本近代X術 に関する澗査研究と,こ れに関連する西洋美術及び日本近

世の洋風X術 の調査研究,並 びに現代x術 の動向に関する資料の収集と調査 とを継続

して行っている。 また昭和63年 度より4か 年計画で特別研究「日本近代美術の発達に

関する明治後半期の資料集成」を開始し,研 究調査に着手した。 とくに現代美術に関

する調査研究においては,そ の年度に収集した資料を整理 し,そ の成果をr日本美術

年鑑』として毎年公刊 している。62年 度は,昭 和60年 の内容をもった昭和61年 版を,

63年 度 は,昭 和61年,62年 の内容をもった昭和62・63年 版(合 本)を 刊行,引 続き平成

元年版の編集に着手した。

また,研 究事業 として昭和52年 度以降実施してきた黒田清輝巡回展は当研究室が中

心 となって行っており,62年 度は北九州市立美術館,63年 度 は福島県立美術館で開催

した。

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.美 術基準作品の研究

わが国古代中世の美術工芸品のうち,国 宝 ・重要文化財あるいはそれに準ずる優作

で,年 記銘を有す る作品あるいは作老 ・流派 ・様式等を代表するもの等,美 術史上の

基準的作品について詳細に考察し,併 せて文献史料の検討をも加え,美 術工芸遺品の

体系づけに役立てる。

(1)仏 教 絵画の調査研究

いずれも中世初期の不動明王画像(出 光美術館),十 王図(出 光美術館),大 日如来像

(京都 ・個人蔵)の 調査を行った。(関 口)

(2)日 本仏教彫刻史研究
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調 査研 究

昭和62年 度

平安～鎌倉前期の阿弥陀如来彫像を中心に調査を行った。主要なものは以下の

通り。

大阪 ・常見寺及び安楽寺阿弥陀如来像,京 都 ・即成院諸仏および長講堂阿弥陀

三尊,和 歌山 ・光台院阿弥陀三尊像。(三 宅)

神奈川 ・証菩提院阿弥陀三尊像,栃 木 ・真教寺阿弥陀如来像,和 歌山 ・五坊寂

静院阿弥陀三尊像,京 都 ・醍醐寺大威徳明王像,岩 手 ・中尊寺金色堂諸像(三 宅,

井上)

昭和63年 度

京都 ・宥清寺日蓮上人像,兵 旗 ・浄L寺 阿弥陀如来像(三 宅),福 島 ・勝常寺諸

像および能満寺虚空蔵菩薩像,栃 木 ・地蔵院踏像,京 都 ・長講堂阿弥陀三尊及び

甘露寺十一面観音像,新 潟 ・日光寺阿弥陀如来像(三 宅 ・井上),静 岡 ・MOA美

術館,奈 良 ・当麻寺,京 都 ・安楽瀞院阿弥陀如来像(井 上)。

〔3)染 色品の研究

ア 上代裂の研究

東京国立博物館所蔵の法隆 寺裂・1E倉院裂の革礎凋査を統行している。(田実)

イ 近世初期染織品及び小袖の研究

米沢市の上杉神社所蔵L杉 謙信所川服飾頬の闘在 ・研究,宮 城県白石市の片

倉家伝来服飾類の調査 ・研究,仙 台市博物館新収品の伊達藩士濱田伊豆,同 菅

野家伝来の服飾類の調査 ・研究,伊 連家伝来 ・豊臣秀吉よりの拝領品「天翼」の

調査 ・研究,和 歌山市の紀州東照宮伝来服飾類の闘査 ・研究,日 光山輪王寺伝

来の胴着三領の調査研究を行った。(田 実)

ウ 沖縄の伝統染織技術の現状と遺品資料の調査 ・研究

沖縄本島 ・宮古群島 ・八重山群勘の勘々に残る古来からの染織技術の実態調

査(4回)に 基づき,調 査結果の整理 ・検討を行った。

エ アイヌ染織品の調査 ・研究

室町時代以降のわが国染織品に関連が多く,ま た原始的要素が濃厚に残存す

るアイヌ染織品について,昭 和60年 度 以降引続き調査 ・研究を続行している。

(田実)
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美 術 部

オ 東京芸術大学美術学部中野政樹代表者の科学研究費(昭 和58・59・60年 度)の

「日本工芸基礎資料集成 とその技術に関す る研究」の分担者としての研究(染 織

品の基礎資料調査)結 果に基づき,そ の整理 ・検討と分析を行った。

力 東京国立博物館資料部の「古画類聚に関する研究」の調査 ・研究に,服 飾 ・染

織 ・風俗関連事項の分担者として調査 ・研究に当る。

2.科 学的方法による材質と技法の研究

X線 透過法,赤 外線写真,紫 外線螢光法,双 眼実体顕微鏡,赤 外線テレビ等を川い

た,,,,,.t・的方法により,わ が国美術工芸品の材質 ・技法 ・構造などを明らかにする。

(1}古 代中世絵画の材質技法に関する研究

仏教説話図の研究として,広 島県所在の仏伝図の調査,お よび中世初期の不動明ユ三

画像(出 光美術館蔵)・ 大日如来像(京 都 ・個人像)の 調査を行った。(関 口)

② 仏像彫刻の材質技法に関する研究

62年,63年,東 京国立博物館が実施 している法隆寺献納宝物特別総合調査の うちr

線透視撮影等の方法を用いた四十八体仏の材質,鋳 造技法の調査研究に参加した。(三

宅 ・井上)

また,修 復技術部中里寿克を中心として行われた飛鳥～平安時代仏像彫刻の漆芸技

法に関する調査研究に参加した。(三 宅)

さらに,栃 木 ・真教寺阿弥陀如来像,地 蔵院諸像,奈 良 ・法隆寺百済観音像ほかの

X線 透視撮影を行い,木 彫像の構造 ・技法の研究を進めた。(三 宅 ・井上)

③ 伝統的染織技術の調査 ・研究

日本工芸会で昭和53年 度から続行している東京国立博物館蔵「白地風景模様茶屋染

帷子」の復元は,実 物に出来得る限 り近い上布を作るための苧麻糸作 りと,染 模様模

作のための綿密な実物写真撮影から取 り掛った。きれ地の上布ができるまでの間,各

技術者は各自の分担技術のその模様を習熟する。こうして昭和59年 度に入って下絵が

完成,昭 和60年 度 で糸目糊置に入ったが,こ の難関の技術は昭和63年 度の終 りに近い

頃,や っと成功を見た。

その後の工程は,各 技術畑の日本工芸会スタッフで順調に進み,完 成,昭 和64年 秋

の第36回 日本伝統工芸展に特別出陳される。この調査 ・復元模造に参加 した当研究所

スタッフは,写 真撮影者の野久保昌良と学識的見地か らの協力者神谷榮子(〈本名〉田
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調 査 研 究

實榮子)。

3.美 術様式とその伝播の研究

わが国美術工芸に見られる様式の展開と系統を,イ ン ド・中国 ・朝鮮や西洋諸地域

など諸外国にその源流を探 り,そ の影響と受容の様相を明らかに位置づけるとともに,

国内における史的展開を体系化する。一方,日 本以外の外国各地の美術に関してもそ

れぞれ様式的検討を行う。

現存する中国絵画の包括的再検討と国内国外における補足的調査

東京大学東洋文化研究所戸田禎佑教授を代表とする共同研究に参加し,写 真資料に

よる検討を加えた。(関 口)

4.作 家 ・流派および美術団体の研究

日本近代作家およびこれに関連する美術家等の伝記資料と作品,作 家の属する流派

や美術団体の活動などを網羅的かつ体系的に調査して,そ の実体を明らかにする。

(1)日 本近代美術基礎資料の研究

久米桂一郎のフランス滞在中の関係資料の調査研究(三 輪),鹿 子木孟郎の滞欧中の

書簡の調査研究(山 梨),在 米の近代日本作品澗査(佐藤),在 米近代日本美術家関連文

献の調査(山 梨)な ど,海 外における近代日本x術 作寒活動に関する基礎的資料調査を

行った。

② 日本近代作寮研究

近代日本美術の作寒事典作成のため,洋 画寒,Il本1。lli寡,版画'家,挿 絵画家,彫 刻

家など,1200数 十名の画歴および作品の研究を行った。(三 輪 ・佐膝 ・山梨)

(3}美 術団体に関する研究

明治以降現代にいたる美術団体の歴史と動向について澗査を行った。(三 輸 ・佐藤・

山梨)

B.特 別 研 究

1.「 歴 画 ・障畳回の実証的研究」(昭 和62年 度…4か 年計画の第4年 次)

本研究はわが国古代 ・中世 ・近世にわたる社寺建造物等の内部を飾る壁画 ・障壁画

を研究対象とする。これ らの中には画面の剥落や腿色等の劣化の著しいものが少なく

なく,よ って科学的な艦識法による詳細な調査を実施し,そ れぞれの材質や技法及び
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様式的特色を明らかにするとともに,文 献的考察をも加え,そ れらの美術史的位置づ

けを行お うとするものである。本年度は先年来実施 してきた赤外線テレビカメラによ

る鶴林寺太子堂四天柱絵の補足調査,西 明寺三重塔壁画,三 漢園臨春閣障壁画の調査

を行った。

2.「 日本近代蔓術の艶遣に関する明治後半期の基寵資料集成」(昭和63年 度…4か

年計画の初年次)

本研究は,明 治20年 代以降の日本近代美術の発達に関する基礎資料,特 に内外の博

覧会及び美術展覧会を対象に,文 献資料の収集と作品の調査研究を行うものである。

初年度は,第3卍5回 内国勧業博覧会,パ リ万国博覧会(1889,1900年),シ カ ゴ・

コロンブス世界博覧会等の出品 目録及び関係資料の所在確認と調査,並 びに文献資料

の収集 と整理を行い,併 せて,上 記博覧会等の出品作品のい くつかについて調査を行

った。

C.科 学研究費

「日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野のモチーフの交流に関する調査研究」(一般

研究砥)研 究代表者 関口正之)(昭 和63年 度 …3か 年計画の初年次)

絵 画 ・彫刻 ・工芸各分野の様々な側面での密接な関係が,そ の史的展開に大きく反

映されていることは,日 本における美術のあ り方を端的に示す重要な特色のひとつと

いえる。こうした特色は,従 来指摘されながらも,具 体的な問題に即 した総合的な解

明は試みられていない。本研究は,モ チーフの問題を各分野間の接点に据え,絵 画 ・

彫刻 ・工芸各分野における共通のモチーフを取 り上げて相互に比較検討を加え,そ の

史的展開を明らかにすることを 目的 とする。特に,古 代 ・中世研究班は,絵 画 ・彫刻

と染織 ・蒔絵 ・金工の工芸分野の作品にみられるモチーフ・文様の比較研究を行い,

近世 ・近代研究班は,作 家を中心に据え,各 分野における主題およびモチーフの伝承

関係を検討する。また,同 研究班共同で広範な基礎資料の収集にあたる。

昭和63年 度の研究結果は次の通 り。

古代中世研究班 ・第一班

1)日 本彫刻の着衣形式 対馬所在の古代彫刻の調査

2)十 一面観音一経典と表現との関係………福岡 ・長谷寺蔵十一面観音像の調査
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3)仏 伝図 ・葱怒形尊像一図像学的展開・・

古代中世研究班 ・第二班

1)浄 土宗系高僧伝絵一テキス トと絵画・・

2)頂 相における図像の伝播 と変容

3)漆 工 ・金工 ・扇面画のモチーフ伝播・・

近世 ・近代研究班

1)宗 連派古典モチーフの典拠 と表現・…・

2)近 代日本画における画題 と技法

3)近 代絵両史における歴史圃と構想画・・

・…新出不動明王像の調査

・…岡山県立博物館蔵伝法絵断簡,茨 城

県常福寺蔵拾遺古徳伝絵の調査

群馬県泉龍寺蔵白崖宝生像他,14・

5世紀頂相の調査

・…根津美術館蔵扇面画巻の調査

・…宗達派源氏絵と中・近世源氏物語注

釈書との比較研究

水墨と水彩技法の比較研究(研究成

果を『美術研究』345号に発表)

・…爪田清蝉の構想両とその系譜に関す

る研究

2.芸 能 部

(1)概 要

芸能部は,口 本の伝統芸能に資するために必要な塞礎研究を行うことを 目的とし,

演劇研究窒 ・青楽卿踊研兜室 ・民俗芸能研究霊の三IIに よって構成 されている。芸能

部の研究 日標としては,緒 芸能の珊念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究な

どがあり,そ の 研究に必要な資料 の 収集 ・整備,及 び記録の作成のための撮影 ・録

音 ・録画などの作業を行う。また,研 究の成果は刊行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座

などによって公表する。

62年 度は,部 をあげて行っている特別研究「伝統芸能の保存組織のあ り方の研究」の

最終年次として,賭 芸能における伝承者組織とそれを支える保存組織のあ りようにっ

いての補足的調査と研究を行った。

63年 度は,前 年度で絡了した前記特別研究の成果を「芸能の科学17」において公衷し

た。また新たな特別研究「仏教系芸能の芸能史的位置づけのための調査研究」では,衰
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滅の危機にある延年の芸態を把握 し,芸 能史的位置づけを明らかにするために,全 員

による残存嘉例の実態調査と討議を行うこととし,初 年度にあたる本年度は資料収集

及び岩手県毛越寺と岐阜県長滝寺の延年調査を行 った。

科学研究費補助金による研究としては62・63年 度 を通じて「仏教典礼に基づく法華

継信仰の研究(一 般研究(C)研 究代表者 佐藤道子)」を行い,「 醍醐寺の密教法会と建

築空間に関する総合的研究(総 合研究㈹ 研究代表者 東京大学教授 稲垣栄三)」に

は,佐 藤道子が研究分担者として参加,そ れぞれに成果の発表を行った。

演劇研究室

口本古典演劇について芸能学的な調査研究を行い,ま た,こ れら諸芸能の周辺にあ

って,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野についても調査研究を進めている。

62年 度は,個 人研究 ・共同研究ともに昨年度に引き続いて寺院行事の研究に重点を

置き,特 に過去20年 にわたって調査 ・記録を行った録音資料に基づいて,諸 宗派の論

義法要諸形式の比較分析を行い,こ れと並行して,前 記資料の永久保存のためのPC

Mダ ビングの作業を行った。

63年 度は,個 人研究 として「悔過会の史的研究」「能楽技法に関する総合的研究」「近

世演劇における夢の研究」「敵役の研究」を行い,共 同研究として 「論義会法要形式の

研究」「能の難子事の研究」を行った。

音楽舞 踊研究室

日本の音楽と舞踊について,芸 能学的 ・音楽学的な調査研究を行い,こ れら伝統芸

能の成立に深い関係をもつ周辺分野についても,調 査研究を進めている。

62年 度は,個 人研究として,「 楽器の音楽図縁学的研究」「邦楽用語の研究」「能の大

鼓と小鼓の手組の研究」を行ったほか,共 同研究「能の唯子事の研究」に参加した。

63年 度は,「 日本の声楽旋律の分析」「能の大鼓 と小鼓の折 り合いの研究」を行い,前

年に引き続き共同研究「能の難子事の研究」に参加 した。

民俗芸能研究室

全国各地に分布伝承される民俗芸能を対象とし,そ れらの保存 ・継承に資するため
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に必要な研究を行っている。

62年 度は,個 人研究として「民俗芸能における採 り物の研究」を行い,共 同研究とし

て,「 能の唯子事の研究」を行った。

63年 度は個人研究として引き続 き「民俗芸能における採 り物の研究」,ま た 「上方落

語の研究」を行い,共 同研究として「民謡歌詞の様式研究」を行った。

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.悔 過 会の史的研究

過去20年 にわたる残存事例の実地調査と文献史料調査の成果に墓づ き,悔 過会の伝

播についての考察を行った。(62・63年 度,佐 藤)

2.能 楽技法に関する総合的研究

能 ・狂言の演技演出の各領域について,客 観的分析と歴史的(主 として近代 ・現代

における)変遷の考察を行うことを目的 とするが,本 年度は番外曲復曲 ・新作の活動,

新演出,野 外能,婦 人能算の活動について,澗 在を行った。(63年 度 ・羽田)

3.近 世 演劇における夢の研究

歌舞伎 ・浄瑠璃に設定されている夢の場面を検融し,w時 の人々の夢に対する認識

と夢の場の演出について考察 したO(63年 度 ・鎌倉)

4.敵 役の研究

歌舞伎における敵役について,浄 瑠璃との交流を視点に入れながら,京 ・江戸 ・大

坂の相違や時代的推移について考寮 した、,(63年度 ・鎌倉)

5.論 義会法要形式の研究

寺院行事が内包する多種多様な要素の中から芸能的要素を抽出し,各 宗派にわたる

総合的比較研究を行い,そ の変遭 ・分化をあとづけることを一貫した 目的とする。

61年 度に引き続き,過 去20年 間の録膏収集資料をもとにして,華 厳 ・法相 ・天台 ・

真言諸宗派の論義法要の構成形式を比鮫分析し,論 義法要の諸形式の展開を追究する

ことを試みた。また,こ の研究課題に関わる各宗派の法会の実地調査 として,延 暦寺

の法華大会 ・長講会と勝林院 ・若松 与の修f(:会の調査 ・録音 ・撮影を行い,以 上に加

えて東海地方における各宗派寺院の法会勤惨に関わ る基礎凋査を行った。(62・63年
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度,佐 藤 ・廣瀬)

6.能 の難子事の研究

能の現行曲に用いられる出入事(登 退場の小段)と 繋事(独立性の希薄な小段),動 事

(鐘踊的演技を行 う難子事小段)に ついて,各 役各流派の譜本及び奏演の実際に基づく

データを10年 ほど前から収集してきたが,そ れを62年 度 に終了し,63年 度はそれらの

概要,形 態,用 法等を分析 ・整理し,客 観的 ・体系的に記述 して公表すべ く,原 稿化

した。(62・63年 度,蒲 生 ・羽田)

7.楽 器の音楽図像学的研究

日本の美術作贔には,多 くの音楽場面が描かれてお り,そ れらは音楽史研究上,重

要な資料とな りうるものである。本年度は三味線の図像の研究をひとまず終了し,語

り物琵琶の図像の考察を行った。(62年 度 ・蒲生)

8.邦 楽用話の研究

10年 余にわたって収集した邦楽用語につき,そ れぞれの出自を整理し,問 題点を検

討した。(63年 度 ・蒲生)

9.能 の大鼓と小鼓の手組の研究

大鼓 と小鼓の手組の比較分析を行い,幸 流小鼓に特有な手組「ヌク地」「切地」にっい

て,大 鼓との関係,手 組の派生過程等を考察した。(62年 度 ・高桑)

10.日 本の声楽旋律の分析

日本の伝統的声楽から新内節を取りあげ,そ の旋律の音高変化,音 量変化をメログ

ラフを用いて分析するための準備をした。(63年 度 ・蒲生)

11.能 の大鼓と小鼓の折リ合いの研究

大鼓 と小鼓の手組の比較分析を行い,流 儀による折 り合いの良否,ま たその意義に

ついて考察した。(63年 度 ・高桑)

12.民 俗芸能における採 リ物の研究

62年 度は田楽系芸能における採 り物,特 に翁芸の採 り物に関する調査研究を行い,

63年 度 は榊 ・杉 ・松などの植物を採 り物 として扱っている民俗芸能について調査研究

を進めた。(62・63年 度,中 村)

13.上 方落語の研究

現行演目の原話について,昔 話 ・巷談 ・奇談等との交流について研究 を 進 め た。
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(63年 度 ・三村)

14.民 旙歌詞の様式研究

全国的な民謡歌詞調査結果に基づ き,東 北地方の歌詞カー ドの作成を進めた。

(63年 度,中 村 ・三村)

B.特 別 研 究

1.「 伝統芸能の保存組織のあり方の研究」(4か 年計画の第4年 次)

人から人への技法の伝達によって保存が可能になる伝統芸能にあっては,そ の伝rs

を正確かつ強固に行わしめる保存伝承組織の確立がヨほ れる。そのため,過 去の伝承

組織の諸相を考察し,ま た,現 に各地にある傑存会 ・養成会 ・愛好会等の実態を調査

し,そ れらの分析を通して,伝 統芸能の文化財としてのより完堕な保存組織のあり方

を研究する。最終年度である62年 度は,諸 芸能の伝承組織に関して補足的な突態調査

を行い,ま た成果刊行のための検討を行った。

以上の経緯を経て,63年 度 にはその成果をまとめ,「 芸能の科学17」に三篇の論文 と

して発表した。

2.「 仏教系芸能の甚能史的位置づけのための調査研究」(4か 年計画の初年次)

わが国の伝統的な行事や芸能の多 くは,仏 教との深い関わ りの中で成立展開 して き

た。その様相を1:体 的に解明し,文 化史 ・芸能史の流れの中に明確な位置づけを行 う

ことを目的とする。とりわけ,社 会変動や生活基盤の変化に対応し得ず衰滅 しつつあ

る芸能に,学 術的な闘査研究の日を注 ぐ意味は大きいと考え,本 研究では延年の調在

研究に主眼を置く。

伝統的諸芸能の母胎ともいうぺき延年を追究するために,Ariに よる調査研究を実

施するが,63年 度は,全 国に伝存する延年事例の資料を収集し,実 地調査の事例を選

択し,岐 阜県白鳥町長滝寺「長滝の延年」と牙}r県'F泉 町 毛越寺「延年」の実態調査を行

った。

C.科 学研究費

1.「 仏教典礼に基づく法葦経信仰の研究」(一般研究(C)研 兜代表者 佐藤道子

研究分担者 廣瀬美都)
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芸 能 部

わが国において,仏 教受容期以来広 く深 く浸透した法華経信仰の,定 着 ・展開の様

相を,典 礼の形態を通して把握することを口的とし,特 に中世以前の展開過程に焦点

を定めた。62・63両 年度を通して延暦寺の法華大会 ・長講1会,葛 川明王院の蓮華会,

三 千院の御戯法講,勝 林院 ・毛越寺 ・中尊寺の修正会などの実態を調査記録し,ま た

各種文献 ・史料から南北朝以前の宮中 ・寺社年中行事や天台諸師の事績を抽出するな

どの作業を行った。これらの過程において,法 華八講会の存在は肩過 し難く,そ の消

長を探ることを最大の躁題として成果の一部をとりまとめた。

2.「 醍醐寺の密教法会と遮築空間に関する総合的研究」(総 合研究い)研 究代表者

東京大学教授 稲垣栄三)

醍醐 寺における密教建築 と密教法会 との関係を復原的に考察することをn的 とし,

醍醐寺の密教法会の雌史的実態,そ れを支えた寺内構造,法 会の構成等を追究する。

その研究分担者として,61年 度 に引き続き62・63年 度 も醍醐寺所蔵史料の現地調査並

びに写真撮影を行い,デ ータベース化のための調書を作成 した。また,63年 度(最 終

年度)に は以上の成果をとりまとめ,デ ータベース化した資料 「醍醐寺文書聖教編年

目録」と共に報告書として提出した。(佐藤)

3.保 存科学部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造 ・劣化に関する科学的研究ならびに文化財を取巻 く環境の研究

を行っている。研究成果は文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立

てられている。

研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室 からなっている。調査研究

結果は,修 復技術部と共同の機関誌「保存科学」により公表される。なお63年 度には客

員研究員1名 分が配属され,東 京大学理学部野津憲治助教授が併任として研究に加わ

った。

化学研究室

化学研究室では文化財の材質及び保存に関する問題点を化学的手法を用いて調査・
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研究している。X線 分析法,光 学的方法,質 量分析法などを用い,主 として金属文化

財に関する劣化,保 存対策,材 料産地などの問題について研究を進めている。

物理 研究室

物理研究室では文化財の材質及び保存に関する問題点を物理的手法を用いて調査 ・

研究している。文化財の材質,構 造を調査する方法としてr線 ・X線 ・紫外線 ・赤外

線などを用いている。また展示,収 蔵,梱 包などの文化財を保存する環境の定量的評

価,お よび劣化防止対策について研究を行っている。

生物研究室

生物研究室では文化財の保存に関する問題点を生物学的な見地から調査 ・研究して

いる。文化財の生物による劣化,す なわち微生物や昆虫による被害の実態調査,そ し

てこれ ら加害生物による劣化の機構を明らかに し,加 害生物防除法の研究と開発を行

っている。

(2)各 命

A.一 般 研 究

1.文 化財の材質 ・構造 ・技法に関する研究

昭和62年 度

(1)重 文荒神谷遺跡出f・鋼剣の調在

鉛同位体比測定は337本 を終了し,勘 根県に保符されている21本 について錆試料を

採取した。鉛の産地は昨年度の轍告と大筋で変らず,大 部分が華北産で,朝 鮮半島産

が若干あ り,日 本産は皆無である。(馬 淵 ・平尾)

(2)荒 井神谷遺跡出is銅 鐸 ・銅矛の調査

銅鐸6,鋼 矛16点 の鉛同位体比を測定した。銅鐸は1点 が華北産原料,5点 が朝鮮

半島原料,銅 矛は10点 が華北席原料,4点 が朝鮮半島産原料,2点 が両者の中間値と

なった。(馬淵 ・平届)

③ 朝鮮半島出土金製品の調在
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保存科学部

蛍光X線 分析法を用いて非破壊で朝鮮半島出土の金製晶中の金 と銀の比を求めた。

試料に より,比 にかなりの変動が見られた。この比(金 の純度の違い)が製品とどのよ

うな関係にあるのか研究中である。(平 尾)

(4)法 隆寺四十八体仏の材質

蛍光X線 分析法で,今 までに約30体 を測定し,銅 一鉛一スズ,銅 一鉛,銅 一スズ合

金および純銅という材質の違いが明らかに認められた。(平 尾)

㈲ 非破壊赤外分光光度計の改良

文化財の材質を非破壊的に測定できるように赤外分光光度計を改良し,そ れによっ

て,油,漆,膠,染 料等の測定を可能にした。(見 城)

(6)エ ミシオグラフィーの利用

文化庁の依頼により華厳五十五所絵(旧 原三渓 コレクション)の調査を行い,白 色顔

料として鉛白ではな く白土を用いていると推定 し,X線 回折による確認を行った。ま

たブリヂス トン美術館所蔵の伝 レンブラント作「ペテロの否認」の総合調査をプリジス

トン美術館および国立歴史民俗博物館の研究員の協力により行った(継 続中)。 このほ

か,根 津美術館所蔵の屏風の調査を行った。(三浦)

〔7)材 質調査に対する非破壊式X線 回折法,非 破壊式蛍光X線 分析法の応用

出土遺物の腐食生成物,絵 画顔料の同定および建造物等の大型試料を対象とした移

動測定法について検討した。試料面が粗雑なため精度はあまり期待できないが,大 型

試料に対 しても測定が可能となった。(門 倉)

⑧ 漆固化のメカニズム

漆の固化がウルシオールの減少量および不溶化率と関係があることを 見 出 し た。

(見城)

(9》 古代漆芸技法

電子顕微鏡により古代の漆芸品の下地固めに珪藻土を含んだ地の粉が多 く使用 され

ていることが分かった。(見 城)

昭和63年 度

(1)重 文荒神谷遺跡出土銅剣の調査

鉛同位体比測定は全資料358本 について完了 した。(馬 淵 ・平尾)

(2)ス トロソチウム同位体比法による土器 ・石器の分類と産地推定
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調 査 研 究

準備段階 として,岩 石試料からス トロンチウムを抽出する化学的基礎実験を行った。

(平尾)

(3)イ オ ンクロマ トグラフィーによる文化財の材質研究

イオンクロマ トグラフィー分析裟置により文化財の劣化に関与する陰イオンの測定

を行った。基礎資料を収集する目的で腐食生成物,顔 料,脱 塩処理液等の塩化物イオ

ン,硝 酸イオン,燐 酸イオン,硫 酸イオンの分析を試みた。

現在,試 料の前処理について検討を行っている。

新たに購入した顔料について水中に溶出する上記各イオンの分析を行った。結果,

同 名の顔料(赤 系)で も堪化物イオンの含有量に差があることが認められた。(門 倉)

(4}古 代漆芸品の下地技法の研究

走査電子顕微鏡断面像,X線 マイクロアナライザーによって,奈 良時代(5点),鎌

倉時代(2点),江 戸時代(4点)の 漆芸品の材質を分析し,下 地技法について研究した。

(見城)

(5)画 像処理によるX線 透視1ゲ真の鮮明化

アナログ処理を用いた画像処理襲置を閉発し,X線 画像の鮮明化に成功 した(浜 松

ホ トニクスと共同)。 この装性を光得Jl斬 蔵大日如来のX線 画像に適用 し,胎 内納入

物について詳しい情報を得たi,成 果は10月 の国際シンポジウムで発表した。(三 浦)

(6)エ ミシオグラフィーの利川

平等院鳳凪覚の壁扉画の闘配を行った。順lllliが爪ね塗 りされている状況などが朋ら

かになった。結果の一・部は,10月 の国際シンポジウムで秋山光和氏によって発表され

た。(三 浦)

2.材 質の劣化に関する研究

昭和62年 度

(1}進 行性の青銅錆を分析し,CuClz・Cu(OH)z,Cu(OH)CI・Cu(OH)2と い う組

成の鉱物が推定された。このことによりブロンズ病 という進行性の錆には確実に塩素

が主成分として含まれてお り,水 の存在により錆が進行すると考えられる。(平 尾)

② 油絵表面の結晶性生成物

結晶性生成物について非破壊式X線 回折法,イ オンクロマ トグラフィー法を用い生

成物の同定法を検討し,硫 酸亜鉛アンモニウムの塩が生成されていることを確認した。
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保存科学部

これは,下 地に亜鉛華顔料を用いた絵画に多く,ア ンモニア,硫 酸の由来について検

討中である。(門 倉)

〔3)照 明による漆芸品,油 絵の劣化

漆製品や油絵は,低 湿度より高湿度の環境下で照明した方が表面の劣化が激しく,

内部にまで及ぶことが分かった。(見 城)

(4)石 造文化財の凍結破壊

福d'1,1.'一小高町の薬師党磨崖仏の保存事業(国那補助喫業:)に関連 して,気 象調査を行

った。覆腱の改良工脳こより,内 部での諌結破壊は防げるようになったが,密 閉性が

よくなったために湿気が内部にこもり,カ ビの発生がみられた。今年度裏山からの水

の侵入を防ぐ工群を行ってお り,こ の点は改善されると思われ,そ の経過を観察中で

ある。(三 浦)

ll召不1163蘇三度

(1)青 銅錆の研究

青銅製品に発生する鮮やかな緑色の錆について,資 料数を増やして測定した。鮮や

かな錆はCuCI(OH)・Cu(OH)2が 主成分であることが放射化分析法,X線 回折法で

確かめられた。(修 復技術部と共同)(平 尾)

② 石造文化財の凍結破壊に関する研究

福島県小高町薬師堂磨崖仏の保存事業(国 庫補助事業)に 関連して,気 象調査を行っ

た。62年 度に裏山からの水の侵入を防 ぐ工事を行った結果,石 仏は乾燥する傾向にあ

るが,堂 内の湿気は依然として商く,天 井板など部分的に結露するところがあるので,

さらに経過を観察中である。(三浦)

(3)染 料,顔 料の変退色の研究

温度,湿 度および酸素,炭 酸ガス,窒 素の各単独ガスの染料,顔 料の変退色への影

響および変退色のメカニズムを単色光を川いて研究した。(石 川 ・三浦)

(4)漆 の耐光堅牢度を増加する研究

漆は光に弱いのが欠点である。ケヤキの抽出液は光に当ることによって,構 造は漆

に似ているが日光に強い膜がでぎることを知 り,漆 の中にケヤキの抽出液を混合し,

漆塗膜の光劣化の防止の可能性について研究した。(見城)

(5)フ ォクシング形成機構の生化学的研究
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調 査 研 究

フォクシング部位には,セ ロオ リゴ糖と グルコースおよびr一アミノ酪酸その他15

種類のア ミノ酸が存在 していた。従って,フ ォクシングはアミノ酸と糖の間に生じる

アミノーカルポニル反応によって形成される可能性がある。

フォクシングの主因はカビであることが判明し,現 在フォクシソグ形成のメカニズ

ムを研究している。フォクシソグ褐色物質の合成とその分離を試み,代 表的成分の分

取方法を検討中である。(新 井)

(6}酸 性紙中和法の研究

ジエチル亜鉛による書籍類の中和条件等について,検 討した。(新 井)

(71燃 蒸法の研究

文欝館等において,燃 蒸処理後に臭気の発生する要因を究朋し,こ れがジアゾ感光

紙の一種に含まれる成分に起因することが判明した。(新 井)

3.環 境 に関する調査研究

昭和62年 度

(1)中 尊 寺金色堂の環境調査

金色堂保存施設の改良工事(国 庫補助事業)に 伴 う測査を行っている(継続中)。 内外

の温湿度測定記録の解析結果から,床 下の断熱」二事の成果が上がっていること,展 示

ケースのガラス表面への結露防止のために,覆 屋内部の聖劃が不可欠であることなど

を明らかにした。また,堂 内照明実験を行い,照 明設備の改首を行うように勧告した。

(石川 ・三浦)

(2)博 物館 ・美術館等の環境調査

下記の博物館 ・美術館等の展示室 ・収蔵庫の温湿度 ・照明 ・汚染笛の環境測定,新

施設のシーズニングの検討を行い,保 存 ・展示環境の適否に関 し闘査を行った。

(見城 ・石川)

茨城県 茨城県立歴史館

愛知県 名古屋市立美術館

愛知県 徳川美術館

滋賀県 野洲町立歴史民俗資料館

大阪府 八尾市歴史民俗資料館

香川県 香川県埋蔵文化センター

静岡鼎 富士市立博物館

愛知県 一宮市博物蛸

滋賀県 長浜誠歴史博物館

山口県 毛利博物賠

岡山県 岡山県立奨術蛸
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保存科学部

③ 博物館 ・美術館環境中の二酸化窒素濃度について

昨年度から継続していた各地の博物館などの二酸化窒素の汚染調査結果を総括の結

果,空 調完備の展示室でも出入口に近い所では外気の影響を受けていることが分かっ

た。また,展 示ケースの使用は効果的であった。(門 倉)

(4)調 湿紙の改良

展示ケース内のパネル,調 湿箱,額 の裏のパッキング等に使用するために,厚 手の

凋湿紙を改良した。(見 城)

昭和63年 度

(1)中 尊 寺金色堂の環境調査

金色堂保存施設の改良工事(国 庫補助專業)に 伴う調査を行っている(継続中)。現在,

金 色堂のあるガラスケース内部は65%前 後の湿度が保たれている。(三 浦)

② 文化財の保存環境の評価に関する研究

文化財環境中の空気汚染度の評価を検討する目的で,博 物館,美 術館等の内外合計

17測 定点で昭和63年7月 から拡散エアサンプラY'1..よる二酸化硫黄,二 酸化窒素を,

ガーゼ補修法による海塩粒子の測定を行 うとともに鉄板,銅 板,銀 板の曝露試験を行

っている。

現在までの結果から海塩粒子は東文研屋上で高い濃度が検出されていること,展 示

室等の屋内では低い濃度であることが認められている。(門 倉)

(3)埋 蔵環境の保存科学的研究

藤ノ木古噴石棺の開棺内の空気を採取して微生物等の計測を行った。

高松塚古噴石室の保存状態を調査した。(新 井)

(4)博 物館 ・美術館等の環境調査

下記の博物館 ・美術館等の展示室 ・収蔵庫の温湿度,照 明,汚 染等の環境測定,新

施設のシーズニングの検討を行い,保 存 ・展示環境の 適否に関し調査した。(見 城 ・

石川 ・三浦)

神奈川県

茨 城 県

千 葉 県

千 葉 県

横浜美術館

土浦市博物館

千葉県立中央博物館

千葉県立美術館
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福 岡 県 福岡市博物館

三 重 県 皇学館大学

4.紙 質文化財の保存に関する研究

昭和62年 度

(1)フ ォクシングの要因

絵画 ・欝籍等に発生するフォクシングの微生物的研究により,

の主要因であることを究明した。また,フ ォクシングの要因となるカビの水分に対す

る挙動から,絵 画笛の保存環境の 調整による フォクシング防止対策を報告 した。

(新井)

〔2}フ ォクシングの轟現実験

絵画等の修復への寄与を 日的として,カ ビに起因するフォクシング形成機構を生化

学的に研究 している。これまでに,リ ンゴ酸,ブ ドウ糖 とセロオリゴ糖,7種 類のア

ミノ酸の存在を確認した。さらに,こ れらの成分によるフォクシングの再現も可能 と

なった。(新 井)

(3)酸 性紙の中和処理法の検肘

ジエチル亜鉛に よる酸性紙中和の実験では,各 種雑誌類を供試した場合の処理条件

を求め,さ らに中和処理装置についても検討を加えた。(新 井)

5.生 物学的調査

昭和62年 度

(1)ネ フ ェルタリ」1妃慕

エジプ トのネフェルタリ王妃墓の天井顔料変色部位および床で採取 した小片か ら,

7菌 株のカビを分離した。この種のカビは,我 が国の古噴で分離されたことはな く,

微生物学的にも興味ある樋類が含まれているので,微 生物分頬学的研究 を 行 っ た。

(新井)

(2)臼 杵磨幽仏

大分県臼杵磨崖仏の山五石仏に発生した褐色物質算を鋤査した。石仏が褐色を呈す

る主因は,ス ミレモで,そ の他緑藻のスチココッカスなどの藻類の防除対策も検討し

た。(新 井)

{3)祐 天寺宝物姑
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祐天芋宝物館の生物被害を調査し,イ ガ,シ バソムシ,ゴ キブリの食痕および虫糞

の存在が認められた。(新 井)

(4)そ の他

千葉県東の庄町の天且L:検地帳,鴨 川市竜江寺の木造地蔵菩薩坐像,八 日市橋の中台

板石塔婆,旧 平野叡住宅の保存状態,加 宵生物を調査し,保 存対策を検討した。(新 井)

1昭不μ63{ト度

〔1)新 宮殿t-,1,5の岡に発生している褐色斑点は,カ ビに起因するフォクシングと同

定 した。(新 井)

② 上智大学図占館で発ノ1三した カビは,条 件的好稠性糸状菌であった。(新 井)

(3)国 立国会図魯館で書籍に発生したカビは,全 て絶対好稠性糸状菌 で あ っ た。

(新井)

(4)東 東 芸大小泉文夫記念資料室の束アフリカ民俗楽器の虫害は,カ ツナプシムシ,

イガ,シ パンムシ,ゴ キブリによるものであった。(新 井)

6.生 物被害の対策と防除

(1》 下記3機 関に指導を行った。(新 井)

国立国会図書館 酸性紙中和と書籍の保存法

奈良国立博物館 燥蒸施設の改善

福岡市立美術館 爆蒸施設の新設

② 生物被害防除の実施(新 井)

ア 東京国立近代美術館蔵の軸装にカビが発生したので,漁 蒸処理した。

イ 国立国語研究所図書館の書籍の一部に虫害が認められたので,こ れを煉蒸処

理した。

ウ 文化庁が,昭 和62年 度に新指定する木造彫刻2躯 に加害虫が生息していたの

で,こ れを燥蒸処理した。

B.特 別 研 究

昭和62年 度

1.「 金属文化財の材質 ・技法および保存に関する科学的研究」(4か 年計画の第3

年次,修 復技術部と共同研究)
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金属文化財の保存 ・修復技術の向上に資するため,基 礎的な分析法の検討を行った。

(1)プ ラズマ発光分光分析

鉄器試料の微量元素分析のため,チ タン ・マンガン・アル ミニウム等に対する鉄の

干渉お よび定量限界に関する基礎的なデータの蓄積を行った。

② 蛍光X線 分析法

鉛一スズ合金の組成比を検量線法で定量し,こ れがICPプ ラズマ発光分光分析法

とよく一致することが確かめられた。

(3)中 性子放射化分析法

鉄器および鉄錆中に含まれる塩素の迅速分析法を確立し,1μgC1/g試 料が実用的

な定量限界であることを確かめた。この方法を応用 し,鉄 器の脱塩素処理における塊

素の挙動を修復技術部と協力して明らかにした。

(4》 鉛同位体比測定

熊本県出土の青銅鏡 ・鋼餓 ・巴形銅器,岡 山県出土の小銅鐸,神 來川県厚木市出土

の青銅鏡などを測定した。

(5}X線 透視撮影

東京国立博物館所蔵の近畿地力川1の 金属遺品約200点 の調査を行った。この成果

は「東京国立博物館図版日録 占噴遺物篇(近 畿)」として刊行される予定である。

⑥ ガンマ線透視撮影

東京国立博物館で!珊催 された金銅仏展に川品された仏像2体 の調査を行った。

昭和63年 度

1「 金属文化財の材質 ・技法および保存に関する科学的研究」(4か 年計画の第4

年次,修 復技術部と共同研究)

金属文化財の保存 ・修復技術の向上に資するため,基 礎的な分析法の検討を行った。

(1}プ ラズマ発光分光分析

青銅資料として,新 安沖沈船の貨幣を取一iげ,約60個 の古銭の時代による材質の違

いを明らかにした。

(2)蛍 光X線 分析法

機器を新設したため,標 準試料に よる検量線を作成,時 間変化,機 器条件の設定な

ど,機 器の調整と試験的な測定を行った。

一38一



保存科学部

蛍光X線 分析法を用い,非 破壊で鍍金層の金銀比を求めた。資料により,純 金,2

-10%銀 ,10%以 上の銀含有量を示す場合があ り,金 の材質の違いがかなりあること

が分かった。

東京国立博物館所蔵の国宝 ・龍首水瓶を蛍光X線 法で測定し,材 質がブロンズであ

ることを確かめた。ブロンズの上に鍍金している。さらにペガサスなどの模様を鍍金

して描いていることが明らかになった。

(3)質 量分析法

機器を新設したため,機 器の調整と試験的な測定を行った。試験的に,福 岡県平原

遺跡出土の青銅鏡の鉛同位体比を従来の機器と並行して測定し,そ れらが一致するこ

とを確かめた。

また,瀞 岡県浜松市郊外出土の銅鐸8点,群 馬県出土の中世～近世における弾丸16

点,福 岡県九州歴史資料館及び太宰府市教育委員会所蔵品など,約20点 の測定を行っ

た。

〔4)X線 透 視撮影

東京国立博物館所蔵の国宝龍首水瓶の調査を行った。水瓶の厚みが3～4mmで ほ

ぼ一定であること,青 銅Y'が 多 く比重がかなり軽いことなどが分かった。 この成果

は ミュージアム4月 号に掲載される予定である。

C.受 託 研 究

昭和62年 度

1.太 宰府出土金属製品の保存修復研究

この研究の目的は,太 宰府市宝満山遺跡から発見された高さ約8㎝ の銅造観音菩薩

像の保存修復処置とその構造,材 質の調査および原料産地の推定にある。この像は,

火を受けたらしく通常の出土銅製品と違 った劣化状態を示し,泥 が固く付着 していた。

〈保存修復〉 超音波メスによる泥のクリーニング,ソ クスレー方式による脱塩処理,

ベ ンゾ トリアゾールによる錆の安定化処理およびインクララックの減圧含浸による強

化を行った。

〈分析調査〉 蛍光X線 法で材質を調査 した結果,純 銅であることが判明した。鉛同

位体比を分析したところ,原 料は日本産の銅 を 使用したことが分かった。(修 復技術
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部,保 存科学部)

2.夜 須 町峯遺跡出土金属遺物の保存修復研究

この研究の目的は,福 岡県夜須町峯遺跡から発見された内行花文鏡,銅 剣,鉄 剣,

鉄曳の保存修復処置とその構造,材 質の調査および銅製品の原料産地の推定にある。

〈保存修復〉

銅製品 超音波メスによる錆のクリーニング,ソ クスレー方式による脱塩処理,ペ

ソゾトリアゾールによる噴の安定化処理およびインクララックの減圧含浸による強化

処置を行った。

鉄製品 エアーブラシュによる泥や錆のクリーニソグ,ソ クスレー・方式による脱塩

処理,シ ランカップリング剤の前処理をした後 アクリル樹脂の減圧含浸による強化処

置を行った◎

〈分析調査〉

銅製品 蛍光X線 による分析の結果,2面 の内行花文鏡 とも鉛を含んだ青銅で作ら

れ,ま た,小 型内行花文鏡に付碧している赤色顔料は,水 銀朱であることが判明した。

鉛同位体比分析で,中 国産の鉛を原料に使用したことが分かった。

ガラス製品ICP分 析 によりバリウムを多く含む鉛ガラスであることが分かった。

付若している赤色顔料は,蛍 光X線 分析で朱であることが判明した。また,鉛 同位体

比を測定したところ,巾 国産の鉛を顔料に使川 したことが分かった。(修 復技術部,

保存科学部)

3.ト ルコ,カ マン ・カレホユ ック遺跡出土金属製品の胴査研究

鉄及びi銅 製品の化学組成を原子吸光,ICP,放 射化分析法で定量した。鉄錆に

ついてはX線 回折法で鉱物種を同定し,内 部が1:と して磁鉄鋼FeaOa,外 部は赤鉄鋼

FeO(OH)で 構成 され,塩 化ナ トリウム等の岩塩系沈澱物が小駈みられた。これら沈

澱物の出現は極度の乾燥状態を反映している。

昭和63年 度

1.細 江町穴の谷遺跡出土銅鐸の保存修復研究

この研究の目的は,静 岡県引佐郡細江町穴の谷遺跡から発見された銅鐸の保存修復

処置研究 と材質,原 料産地の調査である。

〈保存修復〉 超音波メスによる泥や錆のクリーニング,ソ クスレー方式による脱塩
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処理,ベ ンゾ トリアゾールによる錆の安定化処理及びイソクララックの減圧含浸によ

る強化処理をした。

〈分析調査〉 蛍光X線 法で材質調査を行った結果,こ の銅鐸は鉛を少量含んだ青銅

であることが判明した。アンチモソ,銀,ヒ 素が痕跡程度測定されている。鉛同位体

比による原料産地の推定については現在検討中である。

2.深 谷遣跡出土の保存 ・修復研究

この研究の 目的は,静 岡県掛川市深谷遺跡から発見された和同開称 と鏡2而 の保存

修復処置と材質,原 料産地の調査である。

〈保存修復〉 顕微鏡下での針や メスを使用 してのクリーニング,ソ クスレー方式に

よる脱塩処理,ベ ンゾ トリアゾールによる錆の安定化処理及びインクララックの減圧

含浸に よる強化処理を行った。和銅開称や鏡に付着していた繊維によって和銅開珈の

使用法がわかるのでこの形状を壊さないように注意して処置を行った。

〈分析調査〉 付着していた繊維の同定は,布 目順郎氏に依頼 した。 その結果麻(大

麻?)と 判定 された。

銅貨 自体の材質,原 料産地等については現在分析中である。

3.可 成寺金銅筒脛の保存 ・修復研究

この研究の目的は,岐 阜県兼山町に所在する可成寺に伝世した鎌倉時代の脛当保存

修復処置と鍍金飾金具の分析である。

〈保存修復〉 鉄部分はエアーブラッシュでクリーニングした。鍍金飾金具の緑青は

顕微鏡下でメス,針 等を利用して機械的に除去した。 ソクスレー法で脱塩処理,シ ラ

ンカップリング剤で鉄錆の安定化処理し,最 後にアクリル樹脂エマルションの減圧含

浸処理で強化した。

〈分析調査〉 鍍金飾金共の材質を蛍光X線 分析 した。その結果材質は純銅で,従 来

鍍金と言われていたものが鍍銀と判明した。

D.科 学研究費

昭和62年 度

1.「 非破壊的方法による彩色文化財の総合的現地調査方法の 確立とその応用に関

する研究」(総 合研究(A)研 究代表者 濱m隆)

-41一



調 査研 究

既存の蛍光X線 分析装置お よびX線 回折装置に リフターを付けて可動式に改良し,

横浜の三渓園内に存在する重要文化財天端寺寺堂覆堂内の彩色顔料を非破壊的に定性

分析した。

2.「 考古遣物の埋蔵環境における変質現象に関する研究」(総 合研究砥)研 究代表

者 門倉武夫)

海底の埋蔵環境を北海道江差の開陽丸遺物について研究した。また,鉄 器さび層の

銅の存在,青 銅製品の埋蔵環境内での成分元素の移動についても分析化学的研究を行

った。

3.「 本邦出土古代ガラスの原料産地と材質の愛遷」(試 験研究(1}研 究代表者 馬

淵久夫)

弥生時代,古 噴時代,奈 良平安時代のガラス試料を約250点 収集し,蛍 光X線 法と

放射化分析法で分析 した。

4.「 埋蔵文化財の出土品の科学的保存に関する研究」(試 験研究(1)研 究代表者

見城敏子)

古噴時代の遺跡およびIii噴か ら出Lし た赤色顔料の一・稲,ベ ンガラ試料3点 を走fir.

電子顕微鏡で観察すると,い ずれの試料 も中空円筒状の特異な形態を示すことが判明

した。これらの試料は,高 湿度の埋蔵環境から出1'し た試料であることを勘案して,

市販のベンガラの突験窒的再現の条件を見出した。

5.「 中国砂漠地帯における文化財保存のための自然環境に関する共同研究」(海 外

学術研究 研究代炎者 馬淵久夫)

敦燈莫高窟の環境調査のため,昭 和63年3月 に」}Yj(11,一:ail?,西浦,江 本(研究協力

者)が 現地に行き,温 度 ・湿度 ・川照最の測定器を設置 した。

昭和63年 度

1.「 非破壊的方法による彩色文化財の総合的現地調査方法の 確立とその応用に関

する研究」(総 合研究(A)研 究代表者 濱田 隆)

既 存の蛍光X線 分析装醗お よびX線 回折裟置に リソターを付けて"働 式に改良し,

横浜の三渓園内に存在する重要文化財天端寺寺堂覆堂内の彩色顔料を非破壊的に定性

分析した。

2.「 環境制御等による微生物被書防除法の開発」(一般研究㈹ 研究代表者 新井
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英夫)

社寺の障壁画に発生するカビ被害防除法 として,カ ビの発芽はどの程度の微風で阻

害できるかの基礎的研究を目的 とする。本年度は,南 禅寺方丈において,防 護用ガラ

ス戸を設置した場合と取除いた場合について,温 度の水平分布と境界層分布,湿 度の

水平分布,風 速の水平分布を実測 した。

3.「 本邦出土古代ガラスの原料産地と材質の変遷」(試験研究U)研 究代表者 馬

淵久夫)

弥生時代,古 噴時代,奈 良平安時代のガラス試料約20点 について鉛同位体比を測定

した。

4.「 埋蔵文化財の出土品の科学的保存に関する研究」(試 験研究(1}研 究代表者

見城敏子)

樹脂処理のため水中保存している出土木材は,そ の間に腐朽による劣化の可能性が

あ る。その対策のため,木 材処理薬剤の比較検討,柔 腐朽菌の分離を試みた。

5.「 東7ジ ア地域の古文化財(青銅器および土器 ・陶磁器)の 保存科学的研究」(海

外学術研究 研究代表者 濱田 隆)

平成元年1月19～28日,馬 淵,平 尾,三 浦(以 上東京国立文化財研究所),田 中(奈

良国立文化財研究所),高 浜(東京国立博物館),田 口(国 立歴史民俗博物館)の6名 が

ワシントンに赴き,ス ミソニアン研究機構のヴァソ・ゼルス ト,オ リン,ヴ ァンディ

ヴァー,セ イアー,ジ ョエル(以 上保存分析研究所),チ ェイス,ジ ェット,コ ート

(以上プリアー美術館)氏 らと会談討議し,つ ぎの5項 目について今後共同研究を行

な うことを申し合せた。①鉛同位体比のデータベース②青銅器の腐食機構③鍍金④青

銅器の鋳型の文献収集⑤縄文土器

4.修 復 技術 部

(1)概 要

修復技術部は,文 化財の修復に関する科学的調査研究とその公表を主務とする部で,

老化破損した文化財を修復する方法を科学的に調査研究している。

研究対象としては,絵 画,彫 刻,工 芸品,書 跡,考 古資料,建 造物および民俗資料
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等極めて広範囲の文化財があげられる。

研究組織としては,3研 究室,6研 究員,1専 門職員からなっている。

第一修復技術研究室

木材及び漆を主材料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその結果の

公表を主務とする。

第二修復技術研究室

紙,繊 維又は皮革を主材料 とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその

結果の公表を主務とする。

第三修復技術研究室

金属,石,土 又はその他の無機材質の文化財の修復に関する科学的,技 術的研究と

その結果の公表を主務とする。

各研究室とも経常的な研究として,有 形文化財を構成している判料,構 造,製 作技

法についての研究や,そ れらを修復するための伝統技術の整理体系化と科学的裏付の

資料集積,そ して科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための実証的な研究な

どを実施してお り,牛与に材質強化,補 強,接 合,剥 落防止,朽 損部充填などについて

各種合成樹脂の応用と惨復技法の閉発に努めている。

これらの研究過程においては,保 存科学との共同研究が必要な部分 もあ り,また,部

内においても一つの文化財が二つ以f・の研究室にまたがる複合的な材質か らなる場合

も多く,そ れらについては各研究室員による共同作業によって研究が進あ られている。

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.伝 統的製作技法及び修復技術の研究

(1)漆 芸品の研究

昭和62年 度

ア 春日大社古神宝顛(国 宝)の うち,漆 芸品約20点 について調在した。

昭和63年 度

ア 中世漆芸品のうち,紀 年銘を有するもの,文 献や目録等によって製作年代が
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明確なものについて調査した。

重文

国宝

敵文

爪文

敢文

蓬莱蒔絵鏡箱(熱田神宮一文安2年)

橘蒔絵手箱(熊野速玉神社一明徳元年)

千鳥蒔絵手箱(東博)

住吉蒔絵唐櫃(東博一正平12年)

桧扇蒔絵手箱(東博)

蒔絵経箱(輪王寺一延応3年)(中 里)

イ 金沢市米泉遺跡!1ti-}:の組 文時代晩期の漆芸品約70点 の製作技法を調査した。

陶胎漆器,藍 胎漆器があ り,簸 胎漆器の内では櫛の製作技法,漆 塗技法に見る

べ きものがあった。

ウ 国宝 ・百済観音立像(法 隆寺所蔵)の 漆木尿を,顕 微鏡等により調査した。漆

木 　_,上半身に施工され,当 初と思われるものの他に明治時代の漆木尿の所在

も確認された。(中 里)

工 中尊寺金色堂内陣巻柱,及 び高欄の調査

金色堂内陣四天柱の内,乾 柱と坤柱の2本 および須彌壇上の高欄6組 は,さ きに実

施された保存修理(昭 和37年10月 ～43年7月,覆 堂 ・金色堂解体修理,新 覆堂建設)に

際して腐朽が甚だしく,再 使用は不可能 と判断され,別 途保存 されてきた。保管に際

して巻柱については当研究所において応急的修復措置を行った後,巻 柱は金色堂新覆

堂内に,高 欄材は収蔵庫に保管された。

中尊寺は,昭 和62年6月 から(平成2年3月 完了予定)新 覆堂内の保存施設の改修を

実施中で,こ の機会に上記部材のその後の破損状況を調査すると共に保存修理の方法,

適切な公開展示方法の策定を図ることとし,昭 和63年9月 より調査に着手した。

調査は財団法人文化財建造物保存技術協会が受託し,当 研究所の修復技術部,保 存

科学部が全面的に協力指導する形で実施中である。

調査の内容は漆芸技法及び破損状況調査,X線 透視撮影,金 属部分及び蒔絵粉の分

析,漆 及び漆地粉類の分析,生 物学的調査,構 造力学的調査が主なものである。

破損調査では巻柱のいわゆる赤錆の施工範囲と漆芸部分の破損状態及び高欄の木部

の状態を色別に分類図化した。またX線 透視,立 体撮影は巻桃の構造及び腐朽範囲の

究明に有効であった。漆地粉の分析を行い新知見を得た。(伊 原 ・中m.)
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調 査 研 究

② 紙製品の研究

ア 紙の劣化に関する研究

昭和62年 度

和紙に対する明馨の影響を,明 馨濃度の違いと,pH値,各 種強度の変化によって

測定した。明馨を塗布した和紙を80℃80%RHで 強制劣化させて,劣 化前後および塗

布明馨濃度間で物性を比較した。90年 前に制作された木版画の例では,白 色部分で裏

打ち紙の強度が高く余白部分では裏打ち紙は茶色で強度が低いことなどから,白 色顔

料(X線 回折法により胡粉と同定)に よって裏打ち紙の劣化が抑制されていると推定し

た。この研究は,東 京農工大学との科学研究費,傑 存科学部,高 知県紙業試験場と共

同して行った。(増 田)

イ 古代の紙に関する研究

昭和63年 度

スウェーデン国立民俗博物館の要請によって,ヘ ディソ収集楼蘭文書の調査と修復

処置を行った。料紙の調査は,厚 さ,而 積,重 さ,箕 のll数,糸 目間隔,厚 薄ムラの

程度,繊 維種類,繊 維塊等を調査測定 した。その納果,闘 査した料紙に関しては,精

粗の差はあるものの全てが同じ種頻の技術仕様でli[さ れ,渡 数の製造技術は見られ

なかったことが明らかにな り,当 時の鰻紙技術の未分化状態を推測させる。すなわち,

全 てが大麻繊維で出来ていること。漉管から湿紙を剥 して殖などに刷毛で張 り付け乾

燥したことが判明した。また,測 定値から換算した嵩比虞は,現 代の手漉和紙に似て

いて,打 紙加工はしていないと推測された。たお,調 僅・測定は高知県紙業試験場の

援助を得て修復技術部内で行った。(増 Ⅲ)

2.彩 色建造物の保存修復研究

昭和63年 度

ア 鹿島神宮本殿(茨 城県 ・重文)ほ か3件 の彩色調査について

鹿島神宮は元和4年(1618)徳 川幕府の造常になる社殿で内外に華麗な漆塗装と彩色

装飾が施されている。建立後の度重なる侮理で当初の彩色文様が損なわれていたが,

今回の保存修理に際して保存科学部,情 轍資料部と共同で旧彩色文様をX線 写真,赤

外写真,斜 光観測等の光学的調査によって調在した。この闘査の結果に基づいて彩色

文様が復元されることになった。(伊 原)
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修復技術部

イ 戸隠神社本殿(兵 庫 ・重文)

大永4年(1524)建 立の社殿で,外 部は丹塗,組 物には極彩色が施 されている。鹿島

神宮と同様に保存科学部 ・情報資料部と共に旧顔料の分析調査,赤 外写真,斜 光観測

等による旧文様の検出を行った。この結果,旧 の顔料は丹fが 用いられていたこと,

彩 色文様も現状とは異なっていたことが判明し,今 回の修理で再現することができた。

(伊原)

ウ 園城寺毘沙門堂(滋 賀 ・重文)

ノC和2年(1616)延 立の一問覚で内外に華麗な彩色がある。塗装修理に際して当初の

彩色顔料の調査を依頼 されたものである。保存科学部と共同で旧顔料についてX線 回

折法に よる調査を実施した。この研究では旧顔料がそれぞれ確認できたほか,下 地に

使用された胡粉あるいは白土と推定される白色顔料が,空 気中の硫酸ガスもしくは木

地固めに用いられた馨水中の硫酸によって石膏化したと推定される現象が認め られ,

今後の研究に興味ある課題を提供した。(伊 原)

工 法華経寺祖師堂(千 葉 ・重文)

昭和62年 度

延宝6年(1678)建 立の日蓮宗本堂で,江 戸時代中期の華やかな塗装彩色で装飾され

ている。現在の彩色の下には当初の彩色が隠されていると予想されたため,今 回の修

理に際 して原型を確認することにな り,保 存科学部 ・情報資料部と共同して組物,内

陣柱,琵 琶板についてX線 透視,赤 外写真撮影を実施した。なお,こ の調査は次年度

以降も継続 して行 う予定である。(伊 原)

今年度は剥落止め用接着剤の改良を目的とし,川 越市喜多院の木彫彩色童子像の剥

落止めを試験的に施行した。従来から経験的に知られている「ふの り」による剥落止め

が処理後の光沢が最も少ないことに注目し,「ふのり」のような粘性を持つ合成高分子

HPC(ヒ ドロキシプロピルセルロース)の1～2%水 溶液をペースとし,さ らにより

強い接着性を得るためにアクリルエマルションを2～3%添 加 したものを試作して剥

落止めを行った。その結果,従 来の合成樹脂より光沢の少ない剥落止め処置が可能に

なった。(増 田)

3.木 造文化財の修復に関する研究

昭和63年 度
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調 査 研 究

ア 神崎神社本殿,拝 殿彫刻の風化防止(鳥 取県 ・県指定保護文化財)

嘉永6年(1853)鳥 取藩御抱大工小倉園三郎によって建立された総ケヤキ造の社殿で

ある。近世的な特徴として,壁 画や組物には精緻な丸彫 りの彫刻を飾る。日本海に面

した丘陵上にあり,素 木造 りであるために冬期間を中心とした潮風の吹き付けにより

彫刻類の風化が甚だしい。

幸い,こ の社殿は間口2mの 小規模な建築であ り,容 易に保存処置が反復 して実施

できる利点もあることか ら,樹 脂等による表面強化が妥当と判断 し,パ ラロイ ドB72

(希釈 剤キシレン,濃 度15%)を 同様に劣化したケヤキの古材を用いて予備実験を行っ

たのち,現 地で施工した。この修理は平成1年3月 完了した。

近世の社寺逮築はケヤキの彫刻装飾が多用されてお り,こ の種の劣化に対する布効

な保存処置の開発要請は今後多くなることが予想される。

イ 清水寺本覚の部材禰修について(島根県 ・煎文)

明徳4年(1393)建 立の大規模な七間堂である。使用材種は シイ,1ツ,ス ギで,柱

はシイが主であるが,シ イの特徴として内部が空洞化して,fl:口 部分で割裂を生 じて

いる。また,ス ギは木理に沿った割裂が認め られる。これらの部材は断面寸法が40^-

50㎝ に及ぶ大材で新たに補足することが困難で,資 料的にもll∫使用を前提とした保存

処置を施す必要がある。

施工は平成 元年度を予定しており,今 年度は仕様の基本的調企を実施した。(伊 原)

4.紙 の文化財の保存処置に関する研究

昭和62年 度

ア 文禽補修のための漉嵌め法改良の研究

昨年度に試作した漉嵌め機を使用 して,漉 嵌めによる文書補修の爽験を進め,和 紙

パルプの脚整法,漉 嵌め速度欄整用合成粘剤の濃度,補 修用和紙パルプ積算法,脱 水

法,漉 嵌め機操作法等について,日 本の文書に最適な値を決定した。なお,こ の研究

は元興寺文化財研究所 と共同で行った。(増 田)

イ 古代の紙の修復処置に関する研究

スウェーデン国立民俗博物賠の要請によって,ヘ ディン収集楼蘭文書の調査と修復

処置を行った。修復処圏は,文 書の形にくり抜いた極薄い楮紙(天 具帖紙)の 繊維先端

を文書の周囲に接蔚させて文書を保持し,楮 紙を台紙に半固定する方法を取った。木
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修復技術部

簡の内削片は,割 損が進行していたので薄楮紙で裏打ちし,楮 紙を台紙に固定する方

法を取った。なお,修 復処置は3つ の工房の援助を得て修復技術部内で行った。

5.金 属文化財の保存修復研究

昭和62年 度

現在,早 急に解決しなければならない重要な研究課題は,出 土鉄製品の錆の安定化

処理にある。その一つとして真空中でプラズーr化した水素原子を鉄製品に衝突 させ,

その中の嵐素と化,,,,,!・反応 させて除 く方法がある。この方法が有効かどうか基礎実験を

行った。プラズマ処理をする前に放射化分析を行い嶽素量を検討した。その結果をソ

クスレー方式で脱塊した資料と比較 したところプラズマ処理によって塩素を除きやす

くなることが分かった。

大英博物館では,鉄 製品中の塩素を酸化エチレンガスと反応させて除去する方法を

研究している。この処理は,気 相中で行われるので有機物が付着している考古遺物や

民俗品の脱塩処理には有効と考えられる。基礎研究を始めるにあたって大英博物館保

存科学部化学研究室長スーザン ・ブラッドレー女史を招へい研究員として呼び検討を

始めた。(青 木)

昭和63年 度

プラズマ法については,昨 年に引続き実験を行っているが,従 来の ソクスレー処理

による脱塩では,全 塩素量の50%程 度 しか脱塩できなかったが,プ ラズマ処理した遺

物をさらにソクスレー処理をしたところ全塩素量の80%を 脱塩することができた。

銅製品の進行性の腐食であるブロンズ病は,塩 化銅や塩基性塩化銅が水 と反応する

ことがその原因であると言われている。この腐食メカニズムについては疑問視する人

もいるが,こ のメカニズムについてX線 回折分析等で確認したところ確かに存在する

ことが判明した。これらの錆は,通 常白緑色をしている。錆の結晶成長速度が非常に

遅い環境で形成された場合には,錆 びは白緑色ではなく我々がいわゆる緑青と呼びな

らわしている色になる場合も存在することが分かった。このことは従来 ブロンズ病の

有無を,錆 色の状態から判断して い た基準を再検討する必要がでてきたと言える。

(青木)

6.出 土有機物の保存修復に関する研究

昭和62年 度

1



調 査研 究

ア 出土水浸木材の保存修復処置については,凍 結乾燥法など様 々な処置法が開発

されているが,い ずれも処理 コス トが高く特別な処理設備と経験が必要である。木簡

などの貴重な遺物の場合にはこれらの点は抵抗なく受入れられるが,加 工痕の少ない

遺物などは水浸けのまま放置され,資 料価値が失われてしまうことが多い。

このような欠点を改良する方法 として,マ ニ トールを含浸させて保存処理する方法

の実験を行った。マニトールは,分 子量160の 糖類で水に良 く溶ける。この溶液に木

材を含浸して凍結乾燥実験を行ったところ,含 浸処理期間における木材の寸法変化 も

なく,短 時間で含浸することができた。凍結乾燥に関 しても共晶点がマイナス8℃ 程

度でポ リエチレングリコールより高いことが分か り,能 力が低い乾燥機でも利用でき

ることが分かった。しかしこの処理だけでは,表 面に細かい亀裂が入るためなんらか

の改良する必要がある。(青 木)

昭和63年 度

イ マニ トールを含浸させただけでは,炎 面に細かい亀裂が入るが,こ の点を改良

するための実験を行った。さまざまな含浸川樹脂についてためしたが,マ ニ トール含

浸後ポリエチ レングリコールを含浸させると亀裂がなくなることが分かった。(青 木)

わが国で水浸木材の保存修復処置が本格的に聞始されて以来15年 秘になるが,近 年

過去に処理された遺物に亀裂や収儲などの経年劣化が目立つようになってきた。そこ

で処理後の水浸木材の安定梶について実験的研究を開始した。本年度は環境湿度変化

にともなう寸法変化について,Tゲ ージを川いた計測システムにより測定,解 析し,

そ の挙動を調べた。(J4VIII●!}roc)

7.遺 跡 ・遺構の像存修復研究

昭和63年 度

土層断面のはぎ取り処理は,か なり一般的になってきた。しかし,空 隙の大きい貝

層断面,緻 密で水の含有量の多い粘Lや ローム層のはぎ取 りは困難であった。貝層断

面のはぎ取 りを容易にするために一液性ウレタン(商品名OH-1A)に よるはぎ取 り実

験を行った。その結果,樹 脂使川量は約2㎏/1㎡,エ ポキシ樹脂で処理するよりも,

お よそ半分程処理時間を短締することができた。(青 木)

遺構の保存に関連 して土層面の強化傑存処置の現場実験を多摩 ニュータウン内の法

面で行っている。土中にシリコーン樹胴を含浸して土層を固定,安 定化させる実験を
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修復技術部

行ったがまだ検討課題が多い。(西 浦)

8.石 造文化財の保存修復に関する研究

昭和63年 度

福島県小高町,史 跡 ・薬師堂石仏の劣化状態を定期的に調査してお り,特 に大屋根

架設後の省体の乾燥に1'1`う石仏の状態変化について調査した。

石造延造物や木造建造物の礎石等の凍結融解劣化とその防1上法に関する総合的調査

研究を継続して行っている。特に気象関係と劣化との関係について,温,湿 度測定を

中心に機器計測を行い,ま たAMeDAS等 基礎資料の収集を行った。

大気汚染,と くにSOxに よる石材の劣化現象について,劣 化程度を化学的に測定,

解 析する方法がチェコスロヴァキアで開発されているが,こ の方法を日本の石材に応

用できるかどうかについてチ ェコ国立文化財研究所の研究部長を招へいして研究協議

と調査および一部予備実験を行い,今 後国際共同研究として進めて行くことになった。

沖縄県首里城の復原工事に関わる石材の補修方法について,熱 帯多雨の屋外条件下

での耐久性を考慮した調査指導を行った。

山形県,重 文 ・旧県会議事堂お よび旧県庁舎の保存修理工事に関わる石材のクリー

ニングと強化処置についての調査指導を行った。外壁の花崩岩のクリーニングについ

ては,種 々の方法を実地にテス トし検討したが,最 終的にクレンザーとワイヤープラ

シによる手洗い方法を採用することとした。(西 浦)

落雷によって破損した奈良県,重 文 ・般若寺十三重塔,同,於 美阿志神社十三重塔

の補修方法について調査した。前老は組織の粗い花嵩岩で無数の亀裂が入 り,単 に剥

離部の接着では持続性が期待できず,後 老は凝灰岩で最上部が大破してお りこの部分

か らの雨水の浸透が破損の原因と考えられる。今後の検討を待って修理方針を策定す

る必要がある。(伊 原 ・西浦)

奈良県,重 文 ・十輪院石仏籠の表面に線刻された仏画の剥離防止について現地調査

を行った。剥落の箇所からみて裏込めに使用 されたセメントモルタルの析出物と地中

から毛管現象で上昇吸収した水分が影響を与えていると考えられ,こ の地中水の上昇

を止める方法が有効と考えられる。

長野県宮田村の勒銘石は,駒 ケ岳頂上近くの天然石に銘文を刻んだものであるが,

凍結劣化が著しく崩壊寸前である。この石の保存方法(接 惹,固 定,防 水処置)に つい
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て調査,指 導を行った。

中国の石窟の保存を 目的としたケイ酸カリウムによる石の強化保存処置に関する基

礎実験研究を行い,sio2/K20モ ル比が3.8～3.9の ケイ酸カリウムが有効であるとの

知見を得た。(西 浦)

B.特 別 研 究

「金属文化財の材質 ・技法および保存に関する研究」(4か 年計画の第3,第4年 次,

保存科学部と共同研究)

C.受 託 研 究

昭和62年 度

1.木 造菊牡丹透華婁の修復研究

岡山県立博物館所有の木造彩色華霊(鎌 倉時代)の修復法ならびに)き術的研究を行っ

た。虫宙を受けた木芯部と顔料層の強化のための資材及び技法を研究すると共に,彩

色残存部の図面を作成 した。彩色顔料の同定は螢光X線 法とX線 回折法により行い,

華璽の構造をX線 透過立体写真によって行った。(増 川)

昭和63年 度

2.太 宰府出土金属製品の保存修復研究

この研究のIl的 は,太 宰府市宝満山遺跡から発見さオtた高さ約8㎝ の銅造観音菩藍

像の保存修復処置とその構造,材 質の闘在及び原料産地の推定にある。 この像は,火

を受けたらしく通常の出土銅製品と違った劣化状態を示し,付 蔚している泥は,固 く

固着していた。

〈保存修復〉 超音波メスによる泥のクリーニング,ソ クスレー方式による脱塩処理,

ペ ンゾ トリァゾールによる錆の安定化処理及びインクララックの減圧含浸による強化

処置を行った。

〈分析調査〉 螢光X線 分析で材質を捌査した繕果,純 鋼であることが判明した。鉛同

位体比を分析したところ,原 料は日本産の銅を使川したことがわかった。(青木 ・平尾)

3.埼 玉県指定文化財天海座像の修復

木地に直接胡粉を厚く塗 った下地の上に極彩色が施 された,天 海の寿像と考えられ
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る座像である。全身に彩色層や下地層からの剥落剥離が見られる。剥落止めには,光

沢の少ない接着剤が試用され好結果を得た。この接蔚剤の処方は昨年度の予備実験に

よって良好な結果を示したものを採用した。また,欠 失部に対する積極的な補彩をイ

タリアで行われている補彩法を取 り入れて行った。(増 田)

4.夜 須町峯遺跡出土金属遺物の保存修復研究

この研究のfl的 は,福 岡県夜須町峯遺跡から発見された内行花文鏡,銅 剣,鉄 剣,

鉄 父の保存修復処置とその構造,材 質の調在及び銅製品の原料産地の推定にある。

〈保存修復〉

鋼製品…超 蹄波メスによる泥のクリーニング,ソ クスレー方式による脱塙処理,ベ

ンゾトリアゾールによる錆の安定化処理及びインクララックの減圧含浸による強化処

Iiiを行った。

鉄製品…エアープラシュによる泥や錆のクリーニング,ソ クスレー方式による脱塩

処理,シ ラソカップリング剤の前処理をした後アクリル樹脂の減圧含浸による強化処

置を行った。

〈分析調査〉

銅製品…螢光X線 による分析の結果,2面 の内行花文鏡 とも鉛を含んだ青銅で作ら

れ,ま た,小 型内行花文鏡に付着している赤色顔料は,水 銀朱であることが判明した。

鉛同位分析で,中 国産の鉛を原料に使用したことが分かった。

ガラス製品…ICP分 析に よりバ リウムを多く含む鉛ガラスであることが分かった。

付着している赤色顔料は,螢 光X線 分析で朱であることが判明した。また,鉛 同位体

比を測定 した ところ,中 国産の鉛を原料に使用した ことがわかった。(青 木 ・平尾)

5.細 江町穴の谷遺跡出土銅鐸の保存修復研究

この研究の 目的は,静 岡県引佐郡細江町穴の谷遺跡から発見された銅鐸の保存修復

処置研究 と材質,原 料産地の調査などにある。

〈保存修復〉 超音波メスによる泥や錆のクリーニソグ,ソ クスレー方式による脱塩

処理,ベ ンゾ トリアゾールによる錆の安定化処理及びインクララックの減圧含浸によ

る強化処理を行った。

〈分析調査〉 螢光X線 法で材質調査を行った結果,こ の銅鐸は鉛を少量含んだ青銅

であることが判明した。アンチモソ,銀,ヒ 素が痕跡程度測定 されている。鉛同位体
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による原料産地の推定については現在測定中である。(青 木 ・三浦 ・平尾)

6.深 谷遺跡出土品の保存 ・修復研究

この研究の目的は,静 岡県掛川市深谷遺跡から発見された和銅開琢と鏡2面 の傑存

修復処置と材質,原 料産地の調査などにある。

〈保存修復〉 顕微鏡下での針やメスを使用してのクリーニング,ソ クスレー方式に

よる脱塩処理,ベ ンゾトリァゾールによる錆の安定化処理及びインクララックの減圧

含浸による強化処理を行った。和銅開Yjtや鏡 に付若していた繊維によって和銅開称の

使用方法が分かるのでこの形状を壊さないように注意して処置を行った。

〈分析調査〉 付着していた繊維の同定は,布 目順郎氏に依頼した。 その結果麻(大

麻?)と 判定された。

銅貨自体の材質,原 料産地などについては現在分析中である。(背 木 ・平尾)

7.可 成寺金銅筒脛の保存修復研究

この研究の日的は,岐 阜り1㌔兼山町に所在する可成 静こ伝世した鎌倉時代の脛当の保

存修復処置と鍍金飾金11の 分析にある。

〈保存修復〉 鉄部分はエアープラシュでクリーニングを行い,鍍 金飾金具の緑青は

顕微鏡下でメス,針 などを利用して機械的に取 り除いた、、ソクスレー法で脱塩処理を

した。シランカッブリング剤を川いて鉄錆の安定化処理を行い,ア クリル樹脂工fル

ションを減圧含浸して強化した。

〈分析調査〉 鍍金飾金具の材質を螢光X線 分析 した、,その紡果材質は純銅で,従 来

金鍍金されていたと「『われていたものが銀鍍金していたことが判明した。(青木・平尾)

D.科 学 研究費

1.「 古建築の保存を目的とした石材の凍結劣化防止法の規準化」(試験研究(1}研

究代表者 西浦忠輝,研 究分担者 三浦定俊,福 田且E己,内 田昭人,西 尾雅敏,村 上

裕道)(昭 和62年 卍平成元年の3年 計画)

石造建造物の凍結劣化状態調査,現 地の温 ・湿度の長期継続測定,AMeDASデ ー

タの解析を行ってお り,ま た劣化過租,保 存処置方法について石造サンプルによる基

礎実験研究を行っている。

2.飛 鳥柑平安時代仏像彫刻 の 漆蓑技術に関する胴査研究(総 合研究(A)研 究代表
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暑 中里蒔克,研 究分担者 山崎隆之,石 川陸郎,浅 井和春,三 宅久雄)(昭 和62～63

年度)

飛鳥から平安時代に製作された乾漆像,木 心乾漆像,木 彫像,約80点 について,塑

形材,充 愼材,整 形材として用いられる漆木尿を調査した。漆木尿は古代の彫刻に一

般的にみられる材料であるが,技 法,材 料については充分な研究が行われていない。

今ll至1の調査では,種 々の材料による試料を加えて,実 体顕徴鏡による観察を行って古

代漆木尿をk証 的に研究した。

3.プ ラズマ法による出土金属遺物 の保存修復研究(試 験研究② 研究代表者i'i

木繁夫,研 究分担者 平尾良光,門 倉武夫)

研究の目的は,プ ラズマによる出土金属遺物の保存修復法の開発と処理システムの

確立にある。プラズマ化した水素などの元素を出土金属遺物の錆の原因である塩素や

不安定な錆と衝突させ,そ の化学反応によって錆を安定化させるとともにさまざまな

種類の元素のプラズマを使 って遺物表面にミクロン単位の保護被膜を形成させること

によって出土金属遺物の保存に役立てようとするものである。この方法は,鉄 製品だ

けでなく銅,銀 製品等の金属遺物の保存修復にも有効である。

5.情 報資料 部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関する研究資料の作製,収 集,

整理,保 管,閲 覧等の業務を充実発展させ,さ らに当研究所各部所掌の研究資料に関

する情報の統合化をはかることを目的とする。

当部所管の諸資料は美術部創設以来内外の研究者の利用に供 され,文 化財に関する

研究資料センターの役割を果している。この機能をより充実させ,学 術情報の増加と

多様化に対応 した所蔵研究資料の効果的利用を図るため,電 算機を利用した情報処理

システムの基礎的な研究を行っている。

当部研究員は,上 記業務を行なうとともに 日本 ・東洋美術史各分野で研究活動を行

っている。調査研究活動の成果は「美術研究」ほか学会誌,美 術部と共催の公朋学術講

座で発表されている。
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当部は,文 献資料研究室と写真資料研究室の二室をもって構成される。

文献資料研究室

美術史関係を中心とした図書 ・雑誌,調 査研究活動によって収集された各種研究資

料の整理 ・保管 ・閲覧を行 っている。また,日 本 ・東洋古美術関係の文献目録を作成

しており,各 年分は 日本美術年鑑に掲載し,一 定期間ごとに総合 ・増補し「日本 ・東

洋古美術文献日録」として刊行している。現在,昭 和41年 ～60年 分について編纂作業

をすすめている。

写真資料研究室

研究用写真資料の作製,収 集,脇 珊,保 管,閲 覧を行うとともに,各 研究者の調査

研究活動に協力して研究資料を撮影し,資 料の充実につとめている。また,こ れに平

行して,美 術研究所当時に撮影したガラス製写真原板の転写を昨年度に引続き実施し

た。

(2)各
八
u

A.一 般 研 究

1.奨 術史関係学術惰綴処理に関する研究

学術情報の箸しい増加と需要の多様化傾向に対応すぺ く美術史研究資料を中心 とし

た情報処理システムの研究をX術 部と11G4で 行 った。なお,科 学研究費の項参照。

2.日 本古代中世莫衛の研究

(1}絵 巻物の研究

昭和62年 度

高僧伝絵研究の一環 として,法 然伝絵の成立過程における法華経霊験図の介在の様

相についての分析を行った。(米 倉)

昭和63年 度

法然伝絵の研究を継統するとともに,鎌 倉時代の似絵画家関係資料の収集を行ない,

主 として藤原信実以降の画家たちに関する研究を進めた。(米 倉)

② 中世水墨画の研究
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昭和62年 度

旧笹間家蔵扇面画帖の詳細な調査を行い,扇 面に関 す る基礎データを集積した。

(鈴木 ・井手 ・島尾)南 北朝 ・室町絵画の画讃資料の整理 ・研究をすすめた。(島 尾)

昭和63年 度

下記のコレクショソ ・作品の調査を行った。1)メ トロポ リタン美術館 ・ボス トン美

術館 ・フリーアギャラリーなど在米の室町水墨画コレクション。(島 尾)2)群 馬県立

近代美術館。(井 手)3)泉 龍寺蔵r1雌 宝生像。(島 尾 ・井7)

3.近 世絵回史の研究

昭和62年 度

国際交流X術 史研究会第6回 国際シンポジウム「肖像」(京都62.3)に 参 加し桃山時代

の肖像画の問題点について発表を行 った。(鈴 木)

昭和63年 度

昭和61年 度,東 京都教育委員会 ・日野市教育委員会の日野高幡不動(金 剛寺)文 化財

調査に参加し,絵 画調査を行ったが,調 査作品の中から加藤信清筆「阿弥陀三尊像」を

選び,詳 細な調査を行った。調査 ・研究の成果を「美術研究」誌上に発表 した。(鈴 木)

カリフォルニア大学バークレー校東アジア研究所と当研究所の共同主催になる国際

シソポジウム,JapaneseArtHistory:TheStateoftheField(バ ークレー,63.2)

に参加し,17世 紀につ くられた名所案内記を通じてみた画家の社会的位置に関する発

表を行った。(鈴 木)

4.中 国画研究

昭和62年 度

富岡鉄斎手録の解読を継続し,中 国絵画関係および来舶画人関係資料の調査を行っ

た。また,北 京 ・台北において中国絵画の動向の調査を行い,台 北 ・文化建設委員会

の文化資産保存会議に出席した。(鶴 田)

中峰明本像を中心に中国より請来された肖像画の研究を進めた。(井 手)

昭 和63年 度

富岡鉄斎手録の解読を継続し,中 国絵画関係および来舶両人関係資料の調査を行っ

た。

台北 ・国立歴史博物館の「張大千先生九十紀念学術研討会」に出席して発表を行い,
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中央研究院及び国立中央図書館において台湾の美術運動に関する資料を調査した。

沖縄県立博物館所蔵股元良他の調査を行った。(鶴田)

中峰明自本賛像の特色を分析するとともに,その成果を美術研究に発表した。(井手)

B.科 学 研究 費

「美術史学研究支援画像処理モデルの開発」(試 験研究(1)研 究代表者 米倉辿夫

研究分担者 井手誠之輔,島 尾 新,鈴 木廣之,有 川治男(国 立西洋美術館),伊 與田

光宏(千 葉工業大学),奥 平俊六(大 阪府立大学),木 村三郎(日 本大学),鯨 井秀伸(M

OA美 術館),高 見沢明雄(東 京国立博物館),中 部義隆(大 和文華館),早 川聞多(国 際

日本文化研究センター),林 進(大 和文華館),藤 田伸也(大 和文華館),丸 山伸彦

(国立歴史民俗博物館)

美術史研究においては,作 品に関する視覚的な情報が最も重要である。本研究では,

これに対するコソピュータテクノロジーからのアブローチとして,デ ジタル画像処理

技術の美術史研究への応用の可能性を探った。11体 的には,

1)デ ジタル画像処理に よるX術 作品の分析方法の研究

2)画 像データベース構築のためのllκ条件の研究と小規模データベースの作成

3)画 像情報と文字情報とを リンクしたx術 史研究X援 システム史現のためのモデ

ル開発

を 目的とした。

昭和62年 度

1)従 来の視覚的 ・光学的な作品分析の方法と,デ ジタル画像処理の基本機能(空

間フィルタリング,ア フィン変換,論 理フィルタリング,ヒ ス トグラム計算等)と を

比較して画像処理機能の個別評価を行い,作 品分析への応川の墓本条件の検討を行っ

た。

画像処理の基本機能を複合する必要のあるシ ミxレ ーション,分 析,計 測等の処理

に関してルーチン化の手順,条 件お よび問題点の検肘を行った。

2)一 次資料(原 作品)と二次資料(焼 付塀真,フ ィルム,印 刷物等)と の質的 ・量的

な差異による画像の精度(画 素単位の深さ ・分解能)の 基準値に関する検討を行った。

デジタル画像データベースの検索システムの機能 ・条件の検討を行った。
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3)上 記の結果を踏まえて,以 下の事項について具体的な仕様の検討を行った。

ホス トコンピュータ(MicrovAx∬,Pc-9801)と イメージプロセッサとのインタ

ーフェースお よびハソ ドラ。

美術史研究用画像処理ルーチ ンのパッケージ化または簡易言語化。

ホス ト側のDBMSと 光ディスク装置とのインターフェイス。

4)イ メージプロセヅサの導入

イメージブロセ ヅサとしてnexus6810を 導入し,東 京国立文化財研究所に設置し

た。 プロセッサは,MicroVAX皿 お よびPC-9801VM2を 接続し,こ れをホス ト

コンピュータとした。

昭和63年 度

1)前 年度に引続き画像処理の基本機能を複合する必要のあるシミュレーション,

分析,計 測等の処理に関してルーチン化の手順,条 件及び問題点の検討を行い,デ ジ

タル画嫁処理の基本機能にグラフィック機能を組合せて個 々の作品分析の方法に適合

した操作性の良い ソフ トウェアの開発を行った。

2)デ ジタル画像データベースの検索システムの機能 ・条件を検討を行い,市 販の

データベース ・ソフ トウェアを登載したパーソナル ・コンピュータをホス トとする画

像データベースのモデルの作成を行った。

3)ホ ス トコンピz一 タ(PC-9801シ リーズ)か らイメージプロセ ッサ(nexus6800)

を操作するハンドラを作成した。

4)大 和文華館美術研究所において10月25日,東 京国立文化財研究所において3月

11日,公 開研究会を行った。

5)本 研究の成果を報告書にまとめた。

6.敦 燵文化財保存修復に関す る調査研究

人類の貴重な文化遺産 として国際的に高く評価されている中国の敦煙莫高窟壁画は

経年による剥落等の損傷が著しく,そ の保存修復の対策が急務 となっている。昭和59

年の日中両国外相会議並びに昭和60年 および昭和62年 の日中文化交流政府間協議にお

いて,こ れらの保存に関する日中協力が合意された。当研究所は昭和61年 度からこれ

に関わる調査研究事業を政府開発援助(0,D.A)予 算 として認められ,昭 和62・63年
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調 査 研 究

度においては下記の事業を実施した。

(1)敦 燈莫高窟壁画保存修復協力会議

本畜業の進め方について総合的な検討を行 うため,美 術史,保 存科学,環 境保全,

修復技術等にかかる専門家からなる12名 の委員,当 研究所の関係者,文 化庁の担当者

による会議を現地調査の後2回 一 昭和62年3月29日 と昭和63年12月23日 一 閉催 し

た。

② 中国への専門家の派遣

第二回,第 三回訪中団として下記のメンバーが訪中し,本 調査研究事業の今後の進

め方等について中国側関係者一 中国文化部文物局,対 外連絡局,文 物保護科学研究

所,敦 燈研究院関係者一 と協識を行い,ま た,敦 焔滞在中敦煉莫高窟壁画の保存状

態,環 境条件等の現地調査を行った。

昭和63年3月15日 ～28日(第 二回)

団長 隆

郎

之

紀

理

俊

輝

史

純

英

義

定

忠

田

田

原

橋

本

浦

浦

濱

廣

河

商

江

三

西

(東京 園立文化財研究所3Y)

(文化庁伝統文化課長)

(文化庁記念物 一3:任文化財調査官)

(北海道大学助教授)

(東,1て国立文化財研究所名誉研究員)

(〃 保存科学部主任研究官)

(〃 修細技術部主任研究官)

昭 和63年10月29日 ～11月15日(第 三 回)

団長 隆

久

彦勝

田

野

田

濱

猫

増

俊

輝

理

幸

定

忠

義

信

浦

浦

本

庭

三

西

江

神

(東タ1(国立文化財研究所長)

(文化庁記念物 一1任文化財調査官)

(東京国立文化財研究所修復技術部第二修復技術研究

室長)

(東京国立文化財研究所保存科学部主任研究官)

(〃 悠復技術部主任研究官)

(〃 名誉研究員)

(国立麗史民俗博物館助手)

(3)中 国からの専門家の招へい
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敦煙文化財保存修復に関する調査研究

昭和63年5月1日 ～5月30日,股 文傑敦燈研究院長を招へいし,日 中共同研究の基

本的進め力について協議を行った。

また,昭 和63年10月2日 ～10月16日,焚 錦詩敦煤研究院副院長ら5名 を招へいし,

今後の日巾共同研究計画について協議を行った。

(4)敦 煤 研究院文化財保存修復担当者への技術指導

・i勺此ノC年2月7口 ～3月28日
,敦 煤研究院李実館11他1名 を受け入れ,文 化財の保

存に係わる気敢環境条件の機器計測技術の{肝修を行った(,

7.主 要研究業績

①:器 墜 ・編ll}②:論 文 ③:解 説 ④:研 究 発 表

⑤:講 演 ・放 送 ⑥:そ の 他 昭 和62.4～ 平成1.3

美 術 部

昭和62年 度

関口 正之(美 術部長)

③ 富岡美術館蔵法華経絵 「美術研究」34062.11

三宅 久雄(第 一研究室長)

④ 東洋美術における転換期の諸問題 西川新次「彫刻における藤原様式成立 の

事情」(仏教芸術71号)を 読んで 美術部 ・情報資料部研究会62.5

④ 浄土宗成立期における彫刻界の動向

文化財の保存お よび修復に関する国際研究集会62.10

⑤ 関東の鎌倉彫刻 朝日カルチャーセンター62.4

⑥ 回顧と展望(日 本rl1世彫刻)「 史学雑誌」96-562.5

三輪 英夫(第 二研究室長)

① 黒田清輝 ・藤島武二(共 著)「201il:糸己日本の美術」11集 英社62.5

② 百武兼行小論 一「ピエ トロ・ミッカ図」をめぐって一 「美術研究」34263.3

③ 藤島武二と金山平三 「絵」27862.4

③ 矢崎千代二年譜 「欠崎丁代二展図録」横須賀市62.9

③ 明治洋画の革新と確立一一r明治洋1函i壇の巨匠たち展図録1板 橋区立美術館62.g
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調 査 研 究

③ 作家略歴(久 米桂一郎他)「 久米桂一郎 と白馬会の友たち展図録」

久米美術館62.10

④ 明治洋画と歴史画 美術部 ・情報資料部公開学術講座62.11

⑤ 黒田清輝一人と作品 北九州市立美術館62.8

⑤ 明治洋画の展開一白馬会から文展へ 板橋区立美術館62.9

田実 栄子(主 任研究官)

② 片倉家伝来陣羽織二領 上 「美術研究」34163.1

③ 第24回 日本伝統工芸染織展鑑査委員および授賞作品解説62.4,5

③ 片倉家伝来黒編子小袖の鉄媒染損傷の修理に関して

東京国立文化財研究所鯵復技術部での実例解説63.2

④ 染織 ・服飾関係項目執筆 日本大百科全書 全25巻 小学館63.3

④ 桃山から江戸へ一服飾と染織

上智大学比較文化研究所 ・江戸時代研究 シリーズ62.6

⑥ 上杉家伝来嫌信 ・景勝所用服飾類について 山形県米沢市上杉神社62.6

井上 一稔(第 一研究室)

④ 宝冠阿弥陀如来像試論 焚術史学会西支部例会62.7

佐藤 道信(第 二研究室)

② 鑑画会再考 「焚術研究」34062.11

③ 矢代幸雄r日 本美術の再検討』書評 東京大学新聞62.7

④ 在外近代日本画とジャポニスム 東京国立文化財研兜所総合研究会62.6

④ 近代の水墨 美術部情報資料部研究会62.6

山梨絵美子(第 二研究室)

③ 作品解説 ・文献 目録ParisinJ叩an展 図録

アメリカ ・ミズーリ州セントルイス,ワ シソトン大学美術館62.g

⑤ParisinJapan展 列品解脱

アメリカ ・ミズーリ州セントルイス,ワ シントン大学奨術館62.9

⑥ 日本近代洋画家 自篭文献抜粋翻訳ParisinJapan展 図録62.9

昭和63年 度

関口 正之(美 術部長)
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1

① 図説日本の仏教(第2巻,密 教)

① 垂　画(日 本の美術274)

② 尾道市持光寺蔵釈迦八相図について(五)

③ 千葉県野田市普門寺蔵仏浬繋図

三宅 久雄(第 一研究室長)

④ 重源 ・法然と運慶 ・快慶

●KaikeiandtheEarlyJodoCommunity

主要研究業績

新潮社63.7

至文堂1.3

「美術研究」3441.3

「美術研究」3441.3

第41回 美術史学会全国大会63.5

77thAnnualMeetingoftheCollegeArtAssociation,Inc.(CAA)1.2

三輪 英夫(第二研究室長)

③ 佐賀の生んだ明治の洋画家

「佐賀の生んだ明治の洋画家展図録」 久米美術館63.10

③ 作品解説(岸 田劉生「麗子像」他)

「凹版美術集 ・日本名画シリーズ1」 大蔵省印刷局

③ 明治中期の洋画

⑥ 黒田清輝について

田実 栄子(主任研究官)

① 朝鮮朝末期王室服飾(共著)

④ 雪持の文様について

⑤ 伊達政宗時代の服飾品

⑤ 室町・桃山時代の陣羽織と鎧下着

井上 一稔(第一研究室)

② 螺髪宝冠阿弥陀如来像について

④ 仏教彫刻史上y'於る檀像の意義

④ 螺髪宝冠阿弥陀如来像について

④ 十一面観音像の表現について

⑥ 近江の破損仏 ・雑感

佐藤 道信(第二研究室)

② 維新後の狩野派と芳崖

「現代の眼」409

福 島県立美術館

源流社

美術部 ・情報資料部研究会

仙台市博物館

美術部 ・情報資料部公開学術講座

「美術研究」343

東京国立文化財研究所総合研究会

美術部 ・情報資料部研究会

美術部 ・情報資料部公開学術講座

「湖国と文化」44

63.11

63.12

63.9

63.7

63.7

63.5

63.12

1.2

63.6

63.7

63.12

63.7

狩野芳崖展図録(下 関市立美術館)1.1

同 展(京 都国立博物館)1.3

一63一



調 査 研 究

② 水 墨 の変 容一 フ ェノ ロサ ・ビゲ ロー 旧蔵 二 作 を 中 心 に 「美 術 研究 」3441.3

③ 芳崖 とそ の周 辺 「芸 術 公 論 」2863.11

⑤ 文 展 草 創 期 の東 京 画 壇 山 種 美 術 館63.9

⑤ 鑑 画 会 と フ ェ ノ ロサ 国際 シ ンポ ジ ウム"日 本 近 代 美 術 と西 洋"63.11

⑤ フ ェ ノ ロサ と鑑 画 会 京 都 国 立 博 物 館1.3

山 梨 絵 美 子(第 二 研 究 室)"

② 竹 久 夢 二 の 美 術 史 的 位ILLを め ぐ って 「竹 久夢 二 展 図 録 」 博 物 館 明治 村63.5

④!,(4田 清 輝 の 風 景 表 現 とそ の 影 響

国 際 シ ンポ ジ ウム 、、β本 近 代 奨 術 と西 洋"63,11

●Studiesof"Western-style"JapanesePainting:EastMeetsWest?

第77回CAA(米 困 美 術史 学 会)1.2

⑤ 港 区 ゆか りの画 家 ・日本 近 代 洋phjの 巨 匠1舐田 消 輝 港 区郷 上史 料 館63.12

⑥ 私 の見 た い美 術 館 ⑬ ～⑳ 「松 」287～29963.1--12

芸 能 部

昭和62年 度

三隅 治雄(芸 能部長)

① 舞踊 ・その愛のしぐさ(Nl1K市 民 大学、1偉座テ・1㌔スト)日 本放送出版協会62.10

② 民俗芸能の有効な保存伝承方法の確立に関する凋査研究(第 二部)

一 後継者養成と学校教育一 「芸能の科学」1663 .3

③ 芸能伝承(座 談会)「 三IH津F論」889うナ63.2

④ 韓国の伝統芸能(シ ンポジウム。ll傭 ・くネラー 李勝烈 ・金両基 ・草野妙子)

1韓 国文化学院62
.5

④ 民謡の流転 日本民俗学会談話会63.1

⑤ 郷踊 ・その愛のしぐさll∫ 民大学講座NHK・TV62.10～12

⑤ 歌の人生 芸能部公開学備講座62,12

⑥ 日本古典音楽文献解題(担 当卿1執 筆)講 談社62.g

佐藤 道子(演劇研究室長)

② 「咽礼」について 「東洋音楽研究」5061.7
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④ 「醍醐寺季中行事」・「年中行事

⑤ 東大寺修二会について

⑥ 日本における仏教典礼の諸形式

⑥ 「朝長」と観音繊法

⑥ 日本古典音楽文献解題(担当項目執筆)

廣瀬 莫都(演劇研究室)

② 悔過会所用の 〔大慨悔〕と 〔三十二相〕

0

⑥

上古」の成立と悔過会

主 要 研 究業 績

顕密 仏 教 研 究会62.5

トロン ト大 学R.E.E.D,62,10

トロ ン ト大学62.10

「能 楽鑑 賞 の 栞 」5762.4

講 談社62.9

「芸能の科学」1663,3

東水芸術大学創立100周 年記念貴重図爵展(解 題)62.11

日本古典音楽文献解題(担 当項 目執筆)講 談社62.9

蒲生 郷昭(音 楽舞踊研究室長)

① 日本美術に表現された音楽場面

一 平安時代から江戸時代までの絵画にみられる楽器の描き起こし図録一

「国立音楽大学音楽研究所年報」第7集 別冊(共 著)63,3

② 初期の三味線を絵画に見る(3)(4)「 季刊邦楽」51～5262.6～9

② 描かれた語 り物琵琶 「国立音楽大学音楽研究所年報」第7集63.3

④ 日本音楽研究の視点 芸能部夏期学術講座62.7

⑥ 能 ・狂言事典(音 楽関係項目)平 凡社62.6

⑥ 日本古典音楽文献解題(共 同編集と担当項 目執筆)講 談社62.9

⑥(学 会報告 一研究発表を聞いて一)「 東洋音楽学会会報」12号62.12

高桑 いつみ(音 楽舞踊研究室)

平岩流唱歌をめ ぐる一考察 「能 研究と評論」15号62.5

ヌ ク地考 「芸能の科学」1663.3

②

②

③

⑥

⑥

東京芸術大学創立100周年記念貴重図書展(解題)

能 ・狂言事典(能楽唯子関係項目)

日本古典音楽文献解題(能関係項日)

羽田 胆(民俗芸能研究室長)

⑥ 復曲「生蟄」評

⑥ 能 ・狂言事典(共同編集と担当項日執筆)

⑥ 日本古典音楽文献解題(能関係項目)
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62.11

平 凡 社62,6

講 談 社62.9

「梅 若 」280号62.5

平 凡 社62,6
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調 査 研 究

⑥ 復曲「横山」共同演出 能楽鑑賞の会62.11

⑥ 復 曲「武文」演出補佐 国立能楽堂研究公演62.12

中村 茂子(主任研究官)

② 民俗芸能の分布∬・風流一 その季節的 ・地方的特色一

実践女子大学「MUSEOLOGY」 第6号62.4

② 秋 田のささら獅子舞 「芸能史研究」98号62.7

② 獅子踊歌の歌詞構成様式一 秋田県 ・埼玉県を中心に一

「民俗芸能研究」第6号62.11

② ささらと芸能一筋を使用する風流踊を中心に一 「芸能の科学」1663.3

仲井幸二郎(民 俗芸能研究室)

② うたと風土一 富山に定着しなかった唄一 「魚津シンポジウム」3号63.3

③ 決定版ふるさとの民旙 ・曲目解説(173曲)キ ソグレコー ド62.4

③ 口訳民謡集83-94(連 載)「 みんよう文化」106^11762.4^63.3

弥三郎節 ・農兵節 ・宮津節 ・関の鯛つ り唄 ・三国節 ・八戸小唄 ・麦や節

南部木挽唄 ・福知山音頭 ・櫨取唄 ・鹿児島小原良節 ・デカンショ節

③ 民謡表記の問題点

③ 宮城の唄 ・富山の唄

⑤ 民謡の分類

⑤ 民謡今昔

⑤ 祝い歌の類型

⑤ 「うた」と「おどり」

⑤ うたと風土

昭和63年度

佐藤 道子(芸能部長)

②

②

④

④

「魚津国文」11号62.11

「魚津国文」12号63.3

ビクター民踊研究会(箱 根)62.6

財団法人日本民謡協会民謡教養講座62.7

芸能部公開学術講座62.12

日本民踊研究会富山県支部研修会(高 岡)63.1

富山民俗の会(富 山)63.1

法華八講会一 成立のことなど一 「文学」57-2

伝統芸能の保存組織のあり方の研究一 東大寺修二会の伝承基盤一

「芸能の科学」17

「唱礼」について 東京国立文化財研究所総合研究会

醍醐寺の法華八講会に》 顕密仏教研究会
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0

②

0

④ 浄瑠璃の夢

⑥ 国語国文学界の展望(∬)近世(演劇)

⑥ 日本音楽大事典(担当項目執筆)

廣瀬 美都(演劇研究室)

⑥ 醍醐寺のく大餓悔〉とく三十二相〉

⑥ 日本音楽大事典(担当項目執筆)

蒲生 郷昭(音楽舞踊研究室長)

② 日本音楽の用語

0

主要研究業績

④ 顕密法会論 芸能部夏期学術講座63.7

④ 醍醐寺の法華八講会(2)顕 密仏教研究会63.10

⑥ 声明の現状と今後の展望 「WACOA」141.3

⑥ 伝 統の響一 声明一(構 成解説)サ ン トリーホール1.3

羽 田 爬(演劇研究室長)

① 講座 能 ・狂言VIr能 鑑賞案内』(編集協力と担当項目執筆)岩 波書店1.3

② 能 楽における後継者養成の現状一 国立能楽堂三役研修の事例を中心に一

「芸能の科学」171.3

⑥ 能 ・狂言の伝承 と教育 舞踊学会63.5

⑤ 唯子の役割 芸能部公開学術講座63.12

⑥ 日本音楽大事典(担 当項目執筆)平 凡社1.3

鎌倉 憲子(主 任研究官)

歌 舞伎評判記集成第二期(翻 刻 共同)第3巻N第5巻 岩波書店63.7^'1.3

古浄瑠璃における夢 「立教大学日本文学」第61号63.12

道 行の節付け小考一 加賀橡と義太夫一 「芸能の科学」171.3

0

⑥

⑥

東京国立文化財研究所総合研究会

「文学 ・語学」第120号

平凡社

63.10

1.3

1.3

顕密仏教研究会63.7

平凡社1.3



調査 研 究

⑥ 日本音楽大事典(共同監修と担当項目執筆)

高桑いつみ(音楽舞踊研究室)

④ ヌク地考

④ 大鼓と小鼓の折 り合い

中村 茂子(民俗芸能研究室長)

東洋音楽学会例会63.7

芸能部公開学術講座63.12

② 伝統芸能の保存組織のあり方の研究一 民俗芸能保存会の事例を中心に一

「芸能の科学」171.3

④ 民俗芸能の採 り物 民俗芸能研究会63 .6

⑥ 今,何 とかしなければ 「みんよう文化」1271.1

三 村 昌義(民 俗芸能研究室)

② 謡曲「家持」一 典拠とその珊辺一 「魚津シンポジウム」第4号1.1

⑤ 古今集注釈のill堺一 謡1雌1との関わ り一 第7回 池田弥三郎記念講演会63.7

⑤ 怪 談と怪鮫咄FM富 山「サウン ドスコープ」63 .7

⑤ 霜鳥の文,.,,.f.滑 川市民教養講座1.3

⑤ 隠 曲「簿知鳥」と立lll地獄 滑川市民教養講座1.3

⑥ 折 口信夫辞典(「 伝承」「まひ ・をどり」の項)大 修館書店63 .7

保 存 科学部

昭和62年 度

馬淵 久夫(保 存科掌部長)

② 鉛同位体比による原料産地推定r出 雲岡田山t!i墳」島根県教育委員会62.3

② 束 アジア鉛鉱石の鉛Ilq位体比(平尾と共同)「 考古学雑誌」73-262.12

② 真砂遺跡山土の江戸時代に製造されたガラス容器の化学組成(富 沢,薬 袋,

窩永と共岡)「 真砂遺跡」62.12

② 三 ツ寺1遺 跡西辺第1彊 出部出土の羽口 ・るつぼおよび1.:付 普物の化学組

成(平 尾と共lrの 「三 ツ寺1遺 跡」群馬県教育委員会63.3

② 鳥羽遺跡出土青鋼器の鉛同位体比 「鳥羽遺跡」群馬県教育委員会63.3

② 畏野県出土青鋼鏡の鉛同位体比測定 「長野県史」長野県史刊行会63.3

⑤ 青銅器の鉛岡位体此測定
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主 要研 究 業績

昭 和62年 度 埋 蔵 文 化財'発掘 技 術 者特 別 研 修(奈 良 国立 文 化 財 研 究所)62.10

⑤ 文 化 財 の 保存 指 定 文化 財 展゚ 示 取扱 講 習 会(京 都 国 立 博 物 館)62.12

⑤ 鉛 同 位 体 か ら見 た 東 西文 化 の 交流

昭 和62年 度 文 化 財 等 取 扱 い 講 梱 会(岩 手 県 立 博 物 館)63.1

⑤ 科 学 と文 化 財 科学 ゼ ミナ ール(電 力 館)63.3

平 尾 良 光(化 学 研 究 室 長)

②iiア ジ ア鉛 鉱 石 の 同位 体 比 一一i'i'銅器 との 関 述 を 中 心 に 一(馬 淵 と共1司)

「考 古学 雑 誌 」7362.12

② 東京 湾 底 泥 に 残 され た鉛 汚 染 の歴 史 「沿 岸 海 洋 環 境 シ ンボ ジ1ンム 論 文 集 」63.2

② ニ ツ 寺1遺 跡 西 辺 第1張 出 部 出.Lの 羽 口 ・るつ ぼお よび 土 器 付 着 物 の 化 学 組

成(馬 淵 と共 同)「 三 ツ寺1遣 跡 」群 馬 県 教 育 委 員 会63.3

② 法 隆 寺 献 納 宝 物 金 銅 仏 の蛍 光X線 分析 に よる材 質 の調 査

「法 隆 寺 献 納 宝 物 特 別 調 査 概 報V皿(金 銅 仏4)」63.3

③ 重 量法 に よ る定 容(内 田 と共 同)「 ぶ んせ き」14462.10

③ 東 京湾 底 泥 に残 され た鉛 汚 染 の 歴 史 「海 洋 科学 」1962.12

見城 敏 子(物 理 研 究 室 長)・

② 大 歳 御 祖 神 社拝 殿 内柱 の 白化 現 象 「保 存 科 学 」2763.3

●DiscolorationandDeteriorationofCertainWoodenMateriallrradiated

bytheSunlight.6thInternationalRestorerSeminar,Hungary62.7

●InvestigationofSunShiningaJapaneseHistoricalWoodenBuilding

byUseofPhoto-MonitoringStrips

8thMeetingofICOM-CommitteeforConservation,Sydney

62.9

⑤ 文 化 財 の保 存環 境 と対 策

第9回 文 化 財虫 菌 害 保 存 対 策 研 修 会 ㈱ 文 化 財 虫 害研 究所62.7

⑤ 文 化 財 保 存 環 境 の チ ェ ックモ ニ ター と文 化 財 の 保 存 法

(i)ボ ロ ブ ドー ル保 存 事 務 所(イ ン ドネ シ ア)62.9

(ll)バ ン コ ッ ク国 立 博物 館(タ イ)62.9

⑤ 漆 工 品 の保 存 お よび 取 り扱 い 埼 玉 県 立 博 物 館63.1
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調 査 研 究

新 井 英 夫(生 物 研 究 室 長)

QiBiologicalInvestigationsWallPaintingsoftheTombofNefertariJ

TheGettyConservationInstitute62.?

② 酸 性 紙 の 中 和 に つ い て(第3報)ジ エ チ ル亜 鉛 に よ る雑 誌 類 の 中 和 処 理 条 件

と装 置(宮 地,石 木 田,井 上,森 と共 同)「 文 化 財 の 虫 菌 害 」1362.11

② ネ フ ェル タ リ王 妃 墓 の微 生 物に つ い て 「保 存 科 学 」2763.3

③Foxing形 成 要 因の 究 明 「発 酵 と工 業 」4562.10

④ エ ジ プ トの ネ フ ェル タ リヨ三妃墓 の 生 物 学的 調 査(森,林 と共 同)

第9回 古 文 化 財 科学 研 究 会大 会62.5

●OntheFoxing-CausingFungi

8thMeetingofICOM-CommitteeforConservation,Sydney

62.9

⑤ 文 化 財 の微 生 物 に よ る被 害 とそ の防 除

(第9回 文化 財 虫菌 審 保 存 対 策 研 修 会)側)文 化財 虫轡 研究 所62.7

⑤ 文 化 財 の 保 存(劣 化n)昭 和62年 度 指 定 文化 財 展 示 取扱 い講 習 会 文 化 庁62.7

⑤ 日本 にお け る文 化 財 の 生 物 劣 化 と防 除 の 研 究

(i)ポ ロブ ドール 保 存 事 務所(イ ン ドネ シ ア)62.9

㈹ バ ンコ ッ ク国 立 博物 館(タ イ)62.9

⑤ 文 化 財虫 菌 害 防除 作 業3こ任 轟の 研修 と能 力 認 定 の 講 習 会

㈱ 文 化 財 虫宙 研 究 所63.2

⑥ 文 化 財 保 護 と微 生物 筑 波大 学 第2学 群 幾 林 学 系 総 合 科 目62.5

門 倉 武 夫(主 任 研 兜 官)

② 白色 顔 料 に よ る紙 の 劣 化制 御 「古 文 化 財 の 科 学 」3262.3

0APreliminaryReportontheExaminationofCrystalsFoundonOil

PaintingsinJapanUaingNon-DestructiveX-rayDiffraction

8thMeetingofICOM-CommitteeforConservation,Sydney62.9

② タ イ美 術 展 展 示 品 の腐 食 生 成物 の 分析 東 京 国 立 博 物 館62.9

② 木造 菊 牡 丹 透 華 璽 の 顔 料 の 分 析(岡 山 県 立博 物 館)受 託 研 究 報 告62.9

② 考 古遺 物 の 埋 蔵 環 境 に お け る変 賢 現 象 に 関 す る 研究 科 学 研 究 費 報 告 書63.3
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主要研究業績

② 米和泉遺跡出土土器 ・漆器類の赤色顔料の分析「金沢市米和泉遺跡」

石川県埋蔵文化財センター63.3

石川 陸郎(主 任研究官)

② 古文化財 とX線 写真(3》 「軟X線 の科学」2,3,462.8

⑤ 文化財の保存(環 境)指 定文化財(美術工芸品)展 示取扱講習会

東日本ブロック62.8

西 日本ブロック62.12

⑥X線 写真の撮影と読み方 指定文化財修理技術者(美 術工芸品)講 習会62.10

三浦 定俊(主 任研究官)

② 高エネルギーX線 スキャナによる金銅仏の調査(藤 井と共同)

「古文化財の科学」3262.12

② 和紙の劣化に対する明馨の影響(増 田と共同)「 古文化財の科学」3262。12

② 史跡 ・薬師堂石仏における凍結破壊の発生(西 浦と共同)「 保存科学」2763.3

② 鹿 田遺跡出土ガラス津(苅 谷と共同)「 岡山大学構内遺跡発掘調査報告」363。3

0ClimatesthatCauseFrostShatteringofStoneObjects

(西浦,福 田と共同)「SenriEthonologicalStudies」2363.3

④ 和紙 とドーサ(増 田と共同)第9回 古文化財科学研究会大会62.5

④ 光学的方法による青色顔料の判別 第9回 古文化財科学研究会大会62.5

④ 鶴林寺太子堂柱絵の調査(柳 澤 ・秋山と共同)

第4回 日本文化財科学会大会62.6

●EmissiographyandReflectographyofOrnamentedColumns

The8thMeetingofICOMCommitteeforConservation(Sydney)62.9

●TemperatureandHumidityinaLargeShowcaseforaTempleHall

The8thMeetingofICOMCommitteeforConservation(Sydney)62.9

④ 古文化財研究における光画像計測 東京国立文化財研究所総合研究会62.11

⑤ 科学写真撮影の実際(石 川と共同)

昭和62年 度指定文化財(美 術工芸品)修理技術者講習会62.11

山野 勝次(生 物研究室)

② ヤマ トシロアリの摂食量に及ぼす固体数 ・兵蟻割合 ・温度の影響

一?1一



調 査 研 究

「しろ あ り」7062.10

QPhysicalControloftheFormosanSubterraneanTermite,Coptotermes

ノわ7〃30sαπ%3Shiraki

ProceedingsoftheInternationalSymposiumontheFormosan

SubterraneanTermite(Hawaii,1985)62.10

② ヤ マ トシ ロア リの群 飛 後3ヵ 月間 に お け る産 卵 と幼 虫 の 発 育 に つ いて

「し ろ あ り」7163.1

③ シ ロア リの 生 態 と防除 対 策 「遺 伝 」4162.6

③ 暗 鳳 の 住 者 一 シ ロア リ研究 の手 引(4)一 「文 化 財 の虫 菌 害 」1362.10

③ 暗7110の住 者 一 シ ロア リ研究 の 手 引(5)一一 「文 化 財 の 虫菌 害 」1463.3

⑥ 文 化 財 の 虫審 と対 策(第9回 文 化 財 虫 菌 害 傑 存 対 策 研 修 会)

αの文 化 財 虫害 研 究 所62.7

⑤ シ ロア リの 生態 に 関す る実 務 知 識(昭 和62年 度 しろ あ り防 除 施 工 士 資 格 第2

次 溝習 会)㈹ 日本 しろ あ り対 策 協 会62.9

⑤ シ ロア リに 関 す る知 識(昭 和63年 度 しろ あ り防 除施 工士 資格 第1次 講 習 会)

(#1)fi本しろ あ り対 策 協 会63.1

⑤ 文 化 財 虫 菌脅 防除 作 業電 任 藩 の研 修 と能 わ認 定 のll緯習 会

側)文 化 財 虫宙 研 究所63.2

⑥ 冷 汗 か い た シ ロア リ運 び 「しろ あ り」6962.7

昭 和63年 度

罵 淵 久 夫(保 存 科 学 部 長)

② 井Lコ レ クシ ョンの 金 属 器の 鉛 同 位 体 比

「井 上 コ レク シ ョン弥 生 ・占墳 時 代 資 料 図録 」言叢 社63.6

⑤ 鉛 で探 る青 銅 器 の ル ー ツ 昭 和63年 度 文 化 財 講座(大 阪 文化 財 セ ン タ ー)63.5

⑥ 銅 鐸 の 型 式 分 類 と鉛 同位 体比

一rイ ク ロ ピー ム アナ リシ ス第141香 風 会 第56回 研究 会(鳴 門 教育 大 学)63 .5

⑥ 考 古遺 物 に科 学 の 光を 当 て る

日本 考 古学 セ ミナ ー(朝 「1カル チ ャー セ ンタ ー)63.9

⑥ 鉛 同位 体 に よ る青 銅 器 原 料1地 の 推定

一?2



主要研究業績

第3回 「大学と科学」公開シンポジウム(東京 ・朝 日ホール)1.2

⑥ 文化財研究と自然科学(佐 原,小 池との鼎談)「 文化庁月報」23863.7

平尾 良光(化 学研究室長)

② 炭素炉原子吸光法による標準岩石巾の鉛の定量(松 本,斉 藤,木 村 と共同)

「分析化学」63.4

② 法隆 寺献納宝物 金銅仏の蛍光X線 分析による材質の調査

「法隆 寺献納宝物特別調査概報D(」 「金銅仏5」1.3

④ 出i鉄 製品の脱塩処理について(=r;木と共同)

第10回 占文化財科学研究会講演会大会63,5

④ 鉄 器保存処理における塩素の挙動について(711木と共同)

歴史民俗博物館研究講演会63.6

④ 鍍 金の分析調査について 昭和63年 度 文化財保存修復研究協議会63.12

⑤ 科学的方法に よる出土遺物の生産地推定 富山大学理学部63.12

⑤ 鉛 同位体比法による古代青銅器の原料産地推定 都立大学理学部1.2

見城 敏子(物 理研究室長)

② 文化財の保存(1}先 人 たちの知恵に現代の技術を生かして

BetterStorageJ10263.7

② 文 化財の保存② 文化財保存のための調湿紙の利用

BetterStorageJ10363.9

② 文 化財の伝統漆工技術として塗 りと乾燥 「塗装 と塗料」44363.11

② 漆 液と塗膜の機器分析 「塗装と塗料」44463.12

② 伝 統的下地固めの技法と保存について 「保存科学」281.3

③ 漆 の技術を現代に生かす 「Wood・PRO」31.1

●ScientificApproachtotheUrushiGroundingTechnique

12thIIC-KyotoCongress63.9

④ 無 紫外ランプの改良に関する研究(放 射の応用 ・関連計測研究会)

照 明学会63.10

⑤ 文 化財の漆化学 田島うるし研究会63.7

⑤ 文 化財の保存環境と対策(第10回 文化財虫菌害保存対策研修会)
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調 査 研 究

文化財虫害研究所63.7

⑤ 文化財の保存について 新潟県教育委員会63.8

新井 英夫(生物研究室長)

② 文化財劣化真菌 「防菌防徴誌」1663.6

② 酸性紙の中和について(第4報)ジ エチル亜鉛による書籍類中和処理と紙質

の強度変化並びに保存性(宮地,石 木田,木 村,井 上,森 と共同)

「文化財の虫菌害」1663.11

② 紙質類文化財の保存に関する微生物学的研究(第8報)Foxing部 位の構

成成分について(根 本,松 井,松 村,村 北と共同)「 保存科学」281.3

③ 絵画や本の褐色斑点の正体は?「 青淵」47163.6

④ 燃蒸後に発生する奥気成分について(宮地,井 上と共同)

第10回 古文化財科学研究会講演会大会63.5

●BiologicallnvestigationsontheFormationMechanismofl:'oxing

(Matsui,Matsumura,Murakitaと 共 同)12thIIC・KyotoCongress63.9

●ACIosedSystemforPreventingFungalGrowthinCultural

Properties(Kenjoと 共brl)

InternationalConferenceonBiodeteriorationofCulturalProperty

(lndia,Lucknow)1.2

⑤ 文 化財保存科学における生物学的研究と加害生物防除法の実際について

中華人民共和国 文物保艘科学技術研究所63.6

⑤ 文 化財の微生物による被害と対策

(第10回 文化財虫菌害保存対策研修会)α の文化財虫宵研究所63.7

⑤ 藤 ノ木古墳石棺内環境の保存科学的調査報告 藤 ノ木古墳発掘脚査委員会63.8

⑤ 図書館における書籍のむ し・かびと保存の知識

(昭和63年 度 東北大学付属図書館総合研修会)東 北大学付属図書館63.10

⑤ 我が国における文化財の生物劣化と防除の研究(ア ジア太平洋地域文化活動

推進セミナー一文化遺産の重要性 とその保存 ・活用一)

㈱ ユネスコアジア文化センター63.11

⑤ 文化財の虫菌害防除作業主任者の研修と能力認定の講轡会
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主要研究業績

㈱文化財虫害研究所1.2

⑤ ジ エ チ ル亜 鉛 に よる酸 性 紙 の 中 和 に つ い て

国 立 国 会 図 書 館 資 料 保 存対 策 研 究会

⑥ 文 化 財 の保 護 と微 生 物 筑 波 大 学 第2学 群 農 林 学系 総 合 科 日

門倉 武 夫(主 任 研 究 官)

20TheConcentrationofNOzintheMuseumEnvironmentandlts

Ef―ectsontheFadingofDyedFabr量cs

PreprintsoftheContributionstotheKyotoCongress

蛍 光X線 分 析 法 に よ る蒔 絵 柱 の 分 析 国 宝 巾 尊 寺 金 色 堂附 古材 調 査 報/1:一!-1t't

1.3

63.5

63.J

②1.3

② 非破壊的方法による彩色文化財の総合的現地調査法の確立とその応用に関す

る研究 科学研究費報告書1.3

② 文化財保存における大気汚染の影轡評価

科学研究費重点研究人間環境班63年 度研究成果報告書1.3

③ 環境汚染と文化財の保護 「産業公害」2463.12

石川 陸郎(主 任研究官)

③ 欧州博物館における展示環境の実状 「博物館研究」2363.5

⑤ セ ミナー 日本における展示保存環境 韓国中央博物館63.7

三浦 定俊(主 任研究官)

① 光学的方法による調査と物理測定「InDarknessandLight」

石橋財団ブリヂストン美術館所蔵 レンプラソト作品調査研究報告1.3

② 近赤外線画像処理による緑青 と群青の判別 「古文化財の科学」3363.12

② 石仏の劣化とその保存に関する科学的研究

「福武学術文化振興財団昭和62年 度年報」63.8

② 近赤外分光計測による絵画材料の同定 と画像の復元に関する研究

「鹿島学術振興財団昭和62年 度年報」63.11

④ 微 分処理によるX線 画像の鮮明化(大 橋と共同)

第10回 古文化財科学研究会講演会大会63.5

④ アナログ微分処理によるX線 画像の鮮明化

第101`11RESESシ ンポジウム63.8



調 査 研 究

●lmageProcessingofX-rayPhotographsbyOne-dimensionalAnalog

SpatialDifferentialTreatment(大 橋 と共同)

第12回 文化財の保存と修復に関する国際 シンポジウム63.9

⑥ 保存科学 第5回 大会研究発表をふ りかえって

「日本文化財科学会会報」1663.7

山野 勝次(生 物研究室)

① 防虫 ・肪腐用語察典(編 集委員長)㈹ 日本しろあ り対策協会63.5

① 家屋害虫(2)日 本家屋害虫学会63.7

② 微生物による トンネルの被害とその対策 「トンネルと地下」1963.9

② 金属溶射被膜による防蟻処理(第1報)一 亜鉛溶射被膜で被覆された材料の

耐蟻性について一 「家屋害虫」111.3

② 布機塩素系 ・有機 リン系 ・カーパメイト系およびピレスロイ ド系化合物11種

の殺蟻効力について 「家歴害虫」111.3

③ 暗黒の住者 一シロア リ研究の手引(6)一 「文化財の虫菌害」1563.9

③ 〈総説〉 シロアリの加害習慌 「木材保存」151.1

⑤ 文化財の虫害と対策(第10回 文化財虫菌轡保存対策研修会)

㈱文化財虫害研究所63.7

⑤ シロアリの生態に関する喫務的知織(昭 和63年 度 しろあ り防除施工士資格第

2次 講習会)倉D日 本しろあ り対策協会63.9

⑤ 図審館における轡籍の虫 ・カビと保存の知繊

(東北大学 付属図書館 総合研修会)東 北大学付属図書館63.10

⑤ シロアリに関する知融(昭 和64'1`・度 しろあ り防除施工士資格第1次 講習会)

㈹ 日本しろあ り対策協会1.1

⑤ 文化財虫菌害防除作業主任者の研修と能力認定の講習会

㈲文化財虫害研究所1.2

⑥ シロアリと国鉄 をD日本しろあ り対策協会創立30年 誌63.11

⑥ 森八郎先生の御逝圭を悼む 「文化財の虫菌害」1663.11
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主要研究業績

修復技術部

昭和62年 度

樋口 清治(修復技術部長)

② 顔料彩色h(胡 粉,黄 土)の 粉状剥離の防IL処 置について 「保存科学」26号62.3

中里 壽克(第1修 復技術研究室長)

② 籔胎櫛類の技法r史 跡寺地遺跡』62.7

② 天蓋の漆芸技法r平 等院大鑑』H彫 刻62,10

③ 仙台伊達政宗墓所出」:副葬品の傑存処置 「保存科学」L7s63.3

④ 漆芸品の修復X術 館 ・博物館の保存担1VPv,11・芸員研修会62.8

④ 漆芸技法からみた三壇の製作ll『1序 美術史学会東京支部例会63.1

増 田 勝彦(第2修 復技術研究室長)

② 〔報告〕絵画の局部クリーニソグに対するサクションテーブルと超音波発信機

の効果 「保存科学」27号63.3

③JapanesePaperandHyogu「ThePaperConservation」g62.12

④ 和紙と ドーサ 第9回 古文化財科学研究会大会62.5

⑤ 保存科学一諸記録媒体の劣化 と保存処Gi「 文書館学」研究集会62.11

⑤ 図書館 ・美術館の資料としての紙

第9回 文化財(7"f古 文謁等を含む)の 虫菌害保存対策研修会62.7

⑤ 表具の科学 美術館 ・博物館の保存担当学芸員研修62.8

⑤ 保存修復概論 美術館 ・博物館の保存担当学芸員研修62.8

⑤ 史料の保存科学 第33回 近世史料取扱講習会62.10

⑥ 〔資料〕紙本の漂白:そ の簡単な化学 と作業工程(1)翻 訳

「古文化財の科学」32号62.3

⑥ 「透かし文様 一主として17～1帥1:紀 一」共訳 雄松堂出版62.12

⑥ 〔資料〕紙本の漂白:そ の簡単な化学と作業工程(II)翻 訳

「llf文化財の科学」33-63.3

膏木 繁夫(第3修 復技術研究室長)

②ConservationofExcavatedIronObjectsinJapan

RecentAdovancesintheConservationandAnalysisofArtifacts62.7
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調 査 研 究

② 三 ケ 日町 猪 久保 遺 跡 出土 銅 鐸 の保 存 修 復 に関 す る研 究 「保 存 科 学 」27号63.3

⑤ シ ラ ンカ ップ リン グ剤 に よ る鉄 錆 の安 定 化 処 理ICCROM62.5

⑤ 金属 文 化 財 の保 存 修 復 美 術 館 ・博 物 館 の保 存 担 当学 芸 員 研 修63.3

西 浦 忠 輝(主 任 研究 官)

② 珪 酸塩 に よる石 材 の 強 化 保 存 処 置 に 関 す る実 験 的 研 究(李 と共 著)

「古文 化 財 の科 学 」32号62.12

② 史 跡 ・薬 師堂 石仏 に おけ る凍 結 破 壊 の発 生(三 浦 と 火著)「 保 存 科 学 」27号63.3

④ 珪 酸 カ リウム に よる 石材 の 強 化 保 存 処 置 に関 す る実 験 的 研 究(李 と共 同)

第9回 占文化 財 科 学 研 究 会 大 会62.5

④ly胎 石造 建 築 の保 存 一 旧 日本 郵船 小 樽 支店 一(増 田,村 上 と共 同)

第4回 口本 文 化 財 科 学 会 大 会62.6

●LaboratoryEvaluationoftheMixtureofSilaneandOrganicResins

asConsolidantofGranularlyDecayedStonc

8thMeetingofICOMCommitteeforConservation,Sydney62.9

●LaboratoryTestontheColoreChangcofStoncbylmpregnationwith

Silane8thMeetingofICOMCommitteeforConservfltinn,Sydney62.9

⑤ 石 造 文 化 財 の劣 化 と保 存,修 復 処 楓

博 物 館 ・x術 館 等保{f・担 当学 芸 員 研 修62.8

⑥ 第8回ICOM保 存 委 員 会 大 会 報 告(-三 浦 と共 宮)「{呆 存 科 学 」27号63.3

昭 和63年 度

伊原 憲司(修 復技術部長)

② 古建築に用いられた木の種類と使川位置について

を中心として一

⑤ 日本建築について

中里 壽克(第1修 復技術研究室長)

② 須弥壇の漆芸技法r・F等 院大鑑』1

② 春 日大社古神宝類の漆芸技法的研究

④ 金工品の漆箔と焼付漆

増田 勝彦(第2修 復技術研究空長)

-78一

中 世か ら近 世へ の 変 化

「保 存 科 学 」28号1.3

日本逮 築 セ ミナ ー63.4～1.3

『ilqf医』1111,1112,1113

文化 財保 存 修 復 研 究 協 議 会

建 築63.8

63.3,4,5

63.12

]
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主要研究業績

② 楼聞文書一残紙に関する調査報告

「楼蘭発現一残紙 ・木順」日本雷道教育会議編63,10

③ 文化財修復と和紙 「和紙Q&A」 共 同企画63.5

③ 楼蘭文書料紙と紙の歴史

「スウェン・ヘディン楼蘭発現残紙 ・木贋膚法選」日本霞道教育会議編63,10

⑤ 図i館 ・美術館の資料としての紙

第10回 文化財(膚 籍占文轡等を含む)の 虫菌割 呆存対策研修会63,7

0

0

0

0

0

表具の科学 美術館 ・博物館の傑存担当学芸員研修

保存修復概論 美術館 ・博物館の保存担当学装員研修

保存科学

史料の修理く歴史資料〉

美術工芸品の材料および技法(紙)

史料管理学研修会

歴史民俗資料館等専門職員研修会

63.8

63.S

63.10

63.11

昭和63年 度指定文化財(美 術工芸品)修 理技術者講習会63.11

青木 繁夫(第3修 復技術研究室長)

Q2ConservationandRestorationofArchaeologicalObjectsExcavated

attheAzumazakaTombTheConservationofFarEasternArt63.10

② 夜 須町峯遺跡出土金属遺物の保存修復研究 「保存科学」28号1.3

⑤ 出土鉄製品の脱塩処理について 第10回 古文化財科学研究会講演会大会63.5

⑤ 出土鉄製品の安定化処理 韓国文化財研究所63.6

⑤ 考古 ・民俗資料の修理 歴史民俗資料館等専門職員研修会63.11

⑤ 日本の金属文化財保存 と気候風土

ユネスコアジア地区保存セミナー(イ ン ド)63.12

⑥ 考 古学新発見の時代 公明新聞63.10

西浦 忠輝(主 任研究官)

②PS加 固風化石雛的進一歩研究(李 と共著)「 敦煙研究」16号63.8

② 敦焼壁画加固材料的選択試験(李 と共著)「 敦燈研究」16号63.8

② 出土水浸木材の保存処置後の安定性〔第1報 〕;環 境湿度変化による寸法変

化(1)(今津 と共著)「 保存科学」28号1.3

④ 重文 ・幸橋の保存;特 に石材の強化,防 水処置について(橋 本と共同)
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調 査 研 究

第10回 古 文 化 財科 学研 究 会 講演 会大 会63.5

●ExperimentalStudyontheConsolidationofFragilePorousStone

withPotassiumSilicatefortheConservationofCaveTemplesin

China(李 と共 同)12thIICCongressinKyoto63.9

④ 敦 煽 莫 高 窟 に おけ る環 境 条 件 測 定 調 査 に つ い て

東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 総 合 研 究 会1.2

⑤ 石造 文 化 財 の劣 化 と保 存,修 復 処 置

博 物 館,美 術 館 等 保 存 担 当 学 芸 員 研 修63.8

⑤ 敦 燃 石 窟 傑 存 の歴 史 的 進 程 く翻 訳 邦 文 監 修 〉 「古 文 化 財 の 科学 」32号63.12

⑤ 石 造文 化 財 の劣 化 と保 存,修 復 処 置

埋 蔵 文 化 財 発 掘 技 術 者琳 門 研 修「保存 科学 課 程 」1,2

②

③

③

④

④

④

④

④

④

④

④

④

情報資料部

昭和62年 度

鶴田 武良C{〆真資料研究室長)

② 全国美術展覧会からみた中国現iC絵 画の動向

「現代巾国美術秀作展」日中友好会館美術館

来舶画人作品から見た消代花鳥画の‐・itci「x術 研究」342

作家略歴(85名)「 現代中国美術秀作展」II中友好会館美術館

校Fit「鉄斎樽簡 ・附鉄翁宛欝簡」

近代中国における西洋画の受容

中国現代絵画の研究と鑑賞の情況

上海派の成立

中華民国初期のx術 敏育

中西画の成立

広東の絵画運動

木刻運動

ソビエ ト社会主義 リアリズムの影響

業余美術運動

:1

「焚術研究」341

x術 部 ・情報資料部公開学術講座

中国研究所

中国研究所

中国研究所

中国研究所

中国研究所

中国研究所

中国研究所

中国研究所

63.1

63.3

63.1

63.2

62.11

62.12

62.12

62.12

63.1

63.1

63.1

63.1

63.2



主要研究業績

④ 文革後の美術運動 中国研究所63.2

④ 台湾地区における美術運動 中国研究所63.2

⑤ 斉 白石展NHK教 育TV62.4

⑥ 作 品解説 ・年表(翻訳)「 中華民国現代十大美術家展」62.4

⑥ 試 論 ・風俗画宋張択端篭清明上河図の芸術的特色と位置 上 ・中 ・下

「困華」1108,1110,111162.10^63.3

米倉 迫夫(文 献資料研究室長)

② 信実と子孫たち(D「 美術砥究」34263.3

② 美術史研究における愉報と電算機の利用 一情報の共有化をめぐって一

「MUSEUM」44062.11

④ 情報の共有化について 美術史学会東部支部例会62.7

⑥ 保元平治合戦図屏風に見る武士の世界 保元平治合戦図 角川書店62.11

島尾 新(文 献資料研究室員)

② 検索システムと索引言語 一美術史学の立場から一

「美術研究と情報処理」 日仏美術学会62.5

③ 「江天遠意図」等解説 「禅林画賛」 毎日新聞社62.10

③ 「夕顔棚納涼図」等解説 「メトロポリタン美術全集」別巻2福 武書店62.12

④ モ ノクロームの絵画 一「水墨」の諸問題一 美術部 ・情報資料部研究会62.7

鈴木 廣之(1」真資料研究室員)

③ 肖像画 一桃山時代一 日本絵画史図典 福武書店62.10

③ 遍歴と伝説 日本の美術259岩 佐又兵衛 至文堂62.12

③ 作 品解説(日 月山水図屏風他)メ トロポリタン美術全集別巻2福 武書店62.12

④ 東 洋美術における転換期の諸問題1美 術部 ・情報資料部研究会62.5

④ 桃 山時代の肖像画 一「似ること」をめ ぐって一

国際交流美術史研究会第6回 国際シンポジウム62、6

井手絨之輔(写 真資料研究室員)

② 中峰明本における頂相制作 科学研究費「工房の美学」報告書63.3

③ 新 九州仏教美術百選56以 亨得謙像(萬歳寺)西 日本新聞夕刊62.10

昭和63年 度
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調 査 研 究

鶴 田 武 良(情 報 資 料 部 長)

② 張 大 千的 京 都 留 学 生 涯 「張 大 千 学 術 論 文 集 」 台湾 ・国立 歴 史 博物 館63.9

② 張 大千 的 絵 画 生 涯 「張 大 千 学 術 論 文 集 」 台湾 ・国立 歴 史 博 物 館63.9

② 木 刻 と抗 戦 美 術 運 動

「中 国新 興 版 画 六 十 年 の 歩 み 」展 日中 友好 会 館 美 術 館63.10

② 鉄 斎 と蘇 東 披 別 冊 「墨 」101.3

③ 文 化 ・美 術 の 項 「中 国 年鑑 」1988年 版 中 国 研 究所63.5

④ 張 大 千的 絵 画 生 涯

「張 大 千 先生 九 十 紀 念 学 術 研 討 会 」 台湾 ・国立 歴 史 博物 館63.5

④ 台 湾 に おけ る近 代 美 術の 展 開 美 術 部 ・愉 報 資 料 部 研究 会L3

⑤1930年 代 中 国 の美 術 運 動Cl中 友好 会 館 美 術 館63.10

⑥ 中 国新 興 木 刻略 述(翻 訳)

「中ll4新 興版 画 六 卜年 の 歩 み 」展 日中 友好 会館 美術 館63.10

米倉 迫 夫(文 献 資 料研 究 室 長)

② 美 術 史 デ ー タ ベ ー ス と検 察 辞 書 一束 タ1(国立文 化 財 研 究所 に お け る ひ とつ の

試 み 一 「人 文 科学 とデ ー タベ ー ス 」163.6

④PolicyConsiderations― ⊂》rlnternutionulDAtAExchAnge,lnternational

ConferenceonJapaneseArti-iistory:TheStateoftheFielci

UniversityofCalifornia,13erkeley1,2

鈴 木 廣 之(主 任 研 究官)

③ 遠 塵 斎加 藤 信 潔 邸 可弥 陀 三尊 惚lx術 研 究 」3431.2

④ 桃 山 時 代 の 肖像 表 現 を め ぐっ て 東 京 咽 立 文化 財研 究 所 総 合研 究 会63.4

④ 加 藤 信 清 筆 阿 弥陀 三 噂 像 美 術 部 ・情 報資 料 部 研究 会63.6

●TheSocialStativyof1'aintertinSeventeenthCentoryJapan:The

ExaminationoftheEvidenceonCityGuides

InternationalConferenceonJapaneseArtHistory:TheStateof

theField,UniversityofCalifornia,Berkeley1.2

島 尾 新(文 献 資 料 研 究室 員)

③ 「竹 石 白鶴 図 」等 解 説1室 町 時 代 の屏 風 絵 」展 カ タ ロ グ 束 寡 国 立 博 物 館1.3
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主 要 研 究 業 績

④ ア メ リカに おけ る美 術史 学 の 動 向 美 術 部 ・情 報 資 料 部 研 究 会63.11

●ArtHistoricalApplicationsforComputerTechnology:Current

ProjectsinJapan

InternationalConferenceonJapaneseArtHistory:TheStateof

theField,UniversityofCalifornia,Berkeley1.2

④ 画像 処理 に よる デ ー タ表 現 につ い て

「美 術史 学 研 究支 援 画 像 処 理 モ デル の 開 発 」研 究 会1.3

井 手誠 之輔(IJ一真資 料 研 究 室 員)

② ひ ろ が る仏 教 「奈 良 仏 教 」新 潮 社1.3

② 中峰 明 本 自賛 像 をめ ぐっ て 「美 術 研 究 」3431.3

③ 新九 州 仏教 美 術 百 選75高 峯 ・断 崖 ・中 峰 像(聖 福 の 西 日本新 聞 夕 刊63.10

③ 新九 州 仏教 美 術 百 選76見 心 来 復 像(萬 歳 寺)西 日本新 聞夕 刊63.11

④ 中峰 明本 自賛 像 をめ ぐっ て 美 術 部 ・情 報 資 料 部 研 究会63.5

④ 東京 国立 文 化 財 研究 所 に お け る画 像 処 理 専 用 パ ッケー ジ ソ フ トの 開 発

「美 術 史 学 研 究 支援 画 像 処 理 モ デ ル の 開発 」研究 会63.10

④ 美術 史 研 究 用 画 像 処 理 パ ッケ ー ジ ソ フ ト

「美 術 史 学 研 究 支援 画 像 処理 モ デ ル の開 発 」研 究 会1.3
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1.出 版

(1)美 術 研 究

N・ 事 業

昭和62年 度,63年 度は340号 か ら3444;ま でが下記の内容で刊行された。A4判,各

s;401'1,原 色図版2,単 色図版8。

黄術研究 第340号(昭 和62年11月)

鑑 画会再考 佐藤 道信

八幡大菩薩御縁起 と八幡宮縁起 附載二(研究資料)宮 次男

富岡美術館蔵法華経絵(二 幅)(図 版 解説)関 口 正之

美術研究 纂341号(昭 和63年2月)

片倉家伝来陣羽織二領 上 神谷 栄 子

校刊「鉄翁書簡 ・附鉄翁宛t簡 」(研 究資料)鶴 田 武良

石山 拳多宝塔の快慶作本尊像(図版解説)松 島 健

美術研究 第342号(昭 和63年3月)

来舶画人作品から見たlid代花鳥画の ・面 鶴田 武良

信実の子孫たち(D米 倉 辿夫

百武兼行小論 一「ピエ トロ・ミッカ図」をめぐって 一 三輪 英夫

西洋における中国美術研究 方 聞

(松本守隆訳)

美 術研究X343号(平 成元年2月)

螺髪宝冠阿弥陀如来像について

中峰明本自画像をめぐって

遠塵斎加藤信清筆阿弥陀三尊像

襲術研究 第344号(平 成元年3月)

水墨の変容 一フェノロサ ・ピゲロー旧蔵二作を中心に一

:一

井上 一稔

井手誠之輔

鈴木 廣之

佐藤 道信



一
尾道市持光寺所蔵釈迦八相図について㈲

鹿子木孟郎滞欧書簡(1)

② 日本美術年鑑

昭 和61年 版(昭和63年3月 発行)

111{和60年の内容を持つB5版,263頁 。

昭和so1FX術 界年史

美術展覧会(現 代X術 ・1'噂鴇美術)

美術展覧会(東 洋古美術)

美術文献目録(定 期刊行物所載)(現 代美術 ・西洋美術)

美術文献目録(定 期刊行物所載)(東 洋古美術)

物故者

出 版

関口 正之

山梨絵美子

昭和62・63年 版(平成元年3月 発行)

昭和61年,62年 の内容を持つ合本。B5版,337頁 。

昭和61・62年 美術界年史

美術展覧会(現 代美術 ・西洋美術)

美術展覧会(東 洋古美術)

美術文献 目録(定 期刊行物所ll戊)(現代美術 ・西洋美術)

美術文献 目録(定 期刊行物所載)(東 洋古美術)

物故者

(3)芸 能の科学

古典芸能についての研究論文,調 査報告,資 料翻刻笥を掲載している。62,63年 度

は所属研究員による論考集を刊行した。

芸能の科学16芸 能論考D((昭 和63年3月 発行)

悔過会所用の〔大繊悔〕と〔三十二相〕 廣瀬 美都

ヌク地考一 幸流と折 りあ う大鼓を中心に一 高桑いつみ
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事 業

ささらと芸能一 鰭を使用する風流踊を中心に一

民俗芸能の有効な保存伝承方法の確立に関する調査研究(第二部)

一 後継者養成と学校教育一

芸能の科学17芸 能論考X(平 成元年3月 発行)

伝統芸能の保存組織のあり方の研究

一 東大寺修二会の伝承基盤一

伝統芸能の保存組織のあり方の研究

一 民俗芸能保存会の事例を中心に一

能楽における後継者養成の現状

一 国立能楽堂三役研修の事例を中心に一 一

道行の節付け小考一 加賀橡と義太夫一

(4)保 存 科 学

中村 茂子

三隅 治雄

佐藤 道子

中村 茂了・

羽田 利

鎌倉 恵了・

所属研究員による文化財の保存と修復に関する科学的闘査,研 究,受 託研究報告等

の論文報告および修復処置概報等を掲載 している。昭和62{r度 には第27号,昭 和63年

度には第28号 を発行した。

保存科学 第27号(昭 和63年3月 発行)

大歳御祖神社拝殿内柱の白化現象 見城 敏 ∫

史跡 ・薬師堂石仏における凍結破壊の発生 三浦定俊 ・西浦忠輝

ネフェルタリ王妃墓の微生物について 新井 英夫

絵画の局部クリーニングに対するサクシコンテーゾルと超デf波発信機の効果

増田 勝彦

三ケ日町久保遺跡出上銅鐸の保存修復に関する研究(畳 託研究報告第59号)

青木 繁夫

仙台伊達政宗墓所出土副葬品の保存処置(受託研究報膏第60号)中 里 瀞克

昭和61年 度 修復処置概報 修復技術部

第8回ICOM保 存委員会大会報告 西浦忠輝 ・三浦定俊

保存科学 第28号(平 成元年3月 発行)

伝統的漆下地固めの技法と保存について 見城 敏子
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出 版

紙質類文化財の保存に関す る微生物的研究(第8報)

‐Foxing部 位の構成成分について一

新井英夫 ・根本ちひろ ・松井紀恵 ・松村典孝 ・村北宏之

炎而冗離型固体質量分析計VGSectorの 規 格化について

古甦築に用いられた木の種類と使用位置について

一巾世から近世への変化を中心として一

出i水 浸木材の保存処理後の安定性〔第1報 〕

一環境湿度変化による寸法変化にト

夜須町峯遺跡ftiIf:金属遺物の保存修復研究(受 託研究報告

平尾良光 ・馬淵久夫

伊原 恵司

西浦忠輝 ・今津節生

第61号)

i'木 繁夫 ・平尾良光

埼玉県指定文化財 天海坐像の修復処G'L`(受託研究報告 第62号)

岡部昌子 ・樋ロ清治 ・増田勝彦

昭和62年 度 修復処置概報 修復技術部

⑤ 国際 研究 集会 プ ロシー デ ィン グス

昭 和62年 度

The10thInternationalSymposiumontheConservationandRestorationof

CulturalProperty‐MaskedPerformancesinAsia‐(1987)

「ア ジ ァ にお け る仮 面 の 芸 能 」を主 題 と して行 わ れ た 第10回 国 際 研 究 集 会(61。9.30～

10.2,芸 能 部 担 当)の プ ロシ ーデ ィ ン グス(英 文)を62年 度 に刊 行 した 。 集 会 で は,日

本 を含 む ア ジ アに 広 く分 布 す る仮面 劇 ・仮 面舞 踊 を取 り上 げ,個 別 的 な 変 遷 ・構 造 や

相 互 の交 流 な どの 問 題 が 扱 わ れ た。 本 プ ロ シー デ ィ ン グス には,発 表論 文,総 合 討 議

な どが含 まれ てい る。 お もな 内 容 は,下 記 の とお りであ る。

HONDAYasuji:MaskedPerformanceStudies‐TheirPresentStateandFuture

Issues‐

HOFF,Frank:MaskedDramaEastandWest

SATOMichiko:AStudyofOniinMaskedPerformancesatJapaneseBuddhist

CeremonialOccasions

JosHI,TulashiDiwasa:TheLivingTraditionoftheAStAmatr量kaDance・
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事 業

DramaintheKathmanduValley,Nepal

RAGAHideo:AnOni‐ALeadingCharacterofaMaskedObservance‐

TAKAYAMASigeru:MaskedFestivalandFolkloreinLadak‐WiththeMasked

DancesoftheHemisMonasteryastheCenterofDiscussion‐

TANABESaburosuke:VariousAspectsofDemonMasksandTheirDevelop-

mentasNoMasks

YAMAMOTOHiroko:TheFunctionsofShishi-maiinMiharu,Japan

PA[tKMira:AComparativeStudyofLionDancesinJapanandKorea‐The

UrayamaShishi-maiandthePukchongSazamu‐

MIYAOJiryo:TheLionUanceinChina‐AComparisonoftheNorthern

andSouthernCustoms--

OOHASHITsutomu:ShishiandBarong-AIlumanhiolnRicalApproachon

Trance-lnducingAnimalMasksinAsia‐

HATAHisashi:tJseoftheMaskinNoandKyogen

MONTRISART,ChnturonR:DistinctiveCharacteristics⊂}―Mε 臨5k{・dDance-Drama

inThsiland-1:0cusinKonholesFindPerforinancc

LuosArvcuuo.1[:AnIsssrcyonI3u-一/1TibetanMaskedI)rnma

LEEDuhyun:TheI:olkloristic13ackRrou:1dofK`)reanMrrskcrlDance-Drama

BANDGM,IMade:TopenginContcmp〔 ⊃raryBali

OVERAI,1,DISCLISSION

昭 和63年 度

ThellthInternationrilSymposiumontheConservationnnclRestorationof

CurturalProperty-Periodsof"TransitioninEastAsianArt-(1JK8)

「束 ア ジ ア 美 術 に お け る 転 換 期 の 諸 問 題 」 を 圭 題 と し たX術 部 ・憎 報 資 料 部 担 当 の

国 際 研 究 集 会(62.10,27^-LJ)の プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス(和 ・英 文)を 刊 行 し た 。 今1・1!

は,束 ア ジ ア 美 術 史 の な か で 生 じ た 様 々 た ジ ャ ン ル ・ レ ヴ ェ ル で の 変 化 を 「転 換 期 」

と い う概 念 の も と に 追 求 し た 。 本 ブ ロ シ ー デ ィ ン グ ス に は,発 喪 論 文,総 合 討 議 な ど

が 含 ま れ る 。 内 容 は 下 記 の と お り で あ る 。

口 本 美 術 史 の 転 換 期 の 問 題 に つ い て 一 古 代 よ り中 世 ヘ ー一 濱 田 隆

..



平 安 時 代末 期 の仏 画に 関す る問 題 点

NobuzaneandGotobaIn

牧 賂筆 「観 音猿 鶴 図」 の祖 型 に つ い て

ChaoMeng-fu:TraditionaneSelfintheEarlyYuan

ZenPaintingandCalligraphyintheTransition

totheEarlyEdoPeriod

仏 師 の 動 向 一 江 戸 か ら明 治 ヘ ー

江 戸 か ら明 治 に か け て の 絵 画 的 表 現

金 碧 画 の形 成 一 室 町 前 期 和 様絵 画 の 動 向 一

室 町 時 代 の 詩 画 軸 型 式 水 墨 山 水 画 の 諸 商 題,

伴 う観 画 経 験 の 二 例 と して

小 栗 宗 湛 か ら狩 野 正 信 へ

狩 野 派 の 成 立 一 社 会 的 存在 とし て の一

黒田清輝巡回展

関口 正之

MaribethGRAYBILL

小川 裕充

JohnHAY

StephenADDISS

佐藤 昭夫

坂本 満

吉田 友之

と くに 言 語 介 入 を

清 水 義 明

河 合 正 朝

辻 惟 雄

StylisticChangesinBuddhistSculptureinEarlyUnifiedSilla

KANGWoo-bang

奈 良 時 代後 半か ら平 安 時 代 初 期 へ の転 換 期 の諸 問 題

一木 彫 の 成立 に 関 し て一

浄 土宗 成 立 期に お け る彫 刻 界 の 動 向

OpenDiscussion

DirectoryofParticipantsandOrganizationalPersons

2.黒 田清輝巡回展

紺野 敏文

三宅 久雄

黒田清輝の遺作の多くを所蔵 している本研究所は,黒 田清輝の功績を記念し併せて

地方文化の振興に資するために,昭 和52年 度からの事業として黒田清輝巡回展を年1

回地方において開催 してきた。

昭和62年 度,昭 和63年 度は,次 のとお り開催された。

昭和62年 度

会 場 北九州市立美術館

会 期 昭和62年8月1日(土)m月30日(日)



一

事 業

主 催

開催日数

入場者数

陳列点数

図 録

昭和63年度

会 場

会 期

3:催

開催日数

入場者数

陳列点数

図 録

東京国立文化財研究所 ・北九州市立美術館

27日

36,317人

油彩 ・パステル58点,木 炭デッサン50点,写 生帖17冊,書 簡3点,Cl

記5冊,参 考資料若干

A4判 変型,128頁,原 色図版24頁,単 色図版73頁

福 島 県 立 奨 術 館

昭 和63年8月27日(4:)^-lo月2日(FD

東 京 国 立文 化 財研 究所 ・福 島 県 立 美術 館

31日

12,531人

油彩 ・パ ステ ル58点,木 炭 デ ッサ ン50点,写 生 帖17冊,再 簡3点,11

記5冊,参 考 資 料 若干

A4判 変 型,12K1'1,原 色図 版24貞,単 色 図版73頁

3.公 開 学 術 講 座

美術部 ・情報資料 部(第21回)

日 時 昭和62年11月14日(D13:30～16:

会 場 日本経済新聞社小ホール(9階)

講 演(1}明 治洋画と歴史画

② 近代中国における西洋画の受容

30

x術 部第二研究室長 三輪 英夫

情報資料部長 鶴田 武良

美術部 ・情報資料 部(第22回)

日 時 昭和63年12月10日(D13:30創16:30

会 場 日本経済新聞社小ホール(9階)

講 演(1}十 一面観音像の表現について

② 室町 ・桃山時代の陣羽織と鎧下若

X術 部第一研究室 井上 一稔

美術部主任研究官 神谷 栄子

一90一
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夏期学術講座

芸能部(第18回)

日 時 昭和62年12月9日(水)18:00創20330

会 場 台東区立旧東京音楽学校奏楽堂

テーマ 民謡の技法一 日本人の一生と歌一

講 演(1)祝 い歌の類型

② 歌の人生

実 演(東 京)小 桜保存えちこや会

(千葉)印 西町武西民謡保存会

(奄美)田 春茂春 ・田春ハル子

仲井幸二郎

三隅 治雄

芸能部(第19回)

日 時 昭和63年12月7日(水)18:00～20:30

会 場 台東区立旧東京音楽学校奏楽堂

テーマ 能の嘘子 その技法

講 演(1)唯 子の役割

② 大鼓と小鼓の折合い

(3)技 法の種々相

実 演 大鼓 亀井忠雄 守家紀之

小鼓 宮増純三 三須信吾

笛 松田弘之

謡 藤波重満

羽田 殺

高桑いつみ

高桑いつみ

4.夏 期学術講座

芸 能 部

芸能部においては,芸 能の多角的かつ総合的な研究に資することを日的 として,例

年夏期4日 間にわたる学術講座を,都 内各大学の大学院生を対象に実施 している。会

場を東京国立文化財研究所会議室とし,芸 能部員がそれぞれの専門分野における研究

成果を体系的に論ずるかたちをとる。

62年 度は「日本音楽研究の視点」とい うテーマを設け,蒲 生郷昭が担当し,7月6日

一91一



業 事

か ら9日 までの4日 間にわた り実施した。受講者は東京芸術大学,早 稲田大学,慶 応

義塾大学,国 立音楽大学,武 蔵野音楽大学の各大学院生で,受 講者数は9名 。日程及

びテーマ細目は下記のとお りである。

7月6日(月)

日本音楽における用語 ・用字の問題

「唄(う た)」字について 一1-

「唄(う た)」宇について 一2-

1月7日(火)

現行真言声明の記譜法と唱法

多声部からなる音楽の構造の全体的把握について 一1一

多声部からなる音楽の構造の全体的把握について 一2一 道成寺の場合

7月8日(水)

美術作品に描かれた楽器 一1一 概観と研究史

焚術作品に描かれた楽器 一2一 三味線

美術作品に描かれた楽器 一3一 三味線(つ づき)

7月9日(木)

美術作品に描かれた楽器 一4一 三味線(つ づき)

美術作品に描かれた楽Xi-5一 その他の楽器一

演歌歌唱法の二,三 の側面について 森巡一とメログラフ

63年 度は,「顕密法会齢」のテーマで佐藤道子 が担 当 し,7月4日 から8日 までの

(6日 を除 く)4日 間にわたり実施した。受講考は東京芸術大学,早 稲田大学,慶 応義

塾大学,国 学院大学,明 治大学,仏 教大学の各大学院生16名 と国文学研究資料館の助

教授2名 の計18名 。 日程及びテーマ細目は下記のとおりである。

7月4日(月)

修業法と典礼 ・仏会

上代の僧尼侮業

仏会の展開 一1-

7月5日(火)

仏会の展開 一2一 臓悔一悔過会一修正会

一92一
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仏会の展開 一3一

仏会の展開 一m

7月7日(木)

法華経と仏会 一1一

法華経と仏会 一2一

顕と密の法要

7月8日(金)

四種法

修法と仏会

補足,質 疑

博物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

読経一読経会一祈薦会

講讃一論義会一供養会

法華八講

法華懐法

5.博 物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

近年,地 方においては博物館 ・美術館などの数が増加すると共にその施設が近代化

し,燃 蒸室,保 存科学室,修 復第などの保存に関する部門や施設設備が整備されて,

学芸員の うちから,こ れら保存部門を担当する職員が配備されてきている。しかし,

これらの職員が保存科学,技 術の知識を習得しようとしても適切な学習の場や教材が

ないのが実状である。そのため博物館 ・美術館などの学芸員で保存を担当す るものに

対して,文 化財の科学的傑存に関する1礎 的な知識および技術について研修を行い,

その資質の向上をもって文化財の保護に資することを目的とし研修会を開催 した。受

講者数62年 度14名,63年 度15名 。 日程および研修題目 ・講師は下記のとおりであった。

昭和62年 度

8月17日(月)

オ リエンテーション

文化財と環境

保存科学概論

8月18日(火)

科学写真

文化財修復概論

一93一

所 長 濱田 隆

保存科学部長 馬淵 久夫

保存科学部主任研究官 石川 陸郎

保存科学部主任研究官 三浦 定俊

第二修復研究室長 増川 勝彦



文化財の有機化学 一漆と膠一

8月19日(水)

温 湿 度

展示環境1環 境と劣化

見 学

8月20日(木)

文化財の彩色

文化財の生物劣化

実1"1一 生 物一

8月21日(金)

実 習 一温湿度機器の補正一

博物館 ・美術館の展示照ゆ」光源

実 習 一光源の取扱い一

8月22日(土)

金属文化財の修復

8月24日(月)

実 習 一憾 蒸一

実 習 一環 境 一

展示環境2劣 化とその因了

8月25日(火)

文化財の分析化学

実:習 一紫外線の応用一

実tW一 紫外線の応川 一

8月26日(水)

実 習 一X線 一

事 業

修復技術部長 樋ロ 清治

物理研究室長 見城 敏子

保存科学部主任研究官

三浦 定俊

門倉 武夫

門倉 武夫

見城 敏子

生物研究室長 新井 英夫

新井 英夫

三浦 定俊

石川 陸郎

石川 陸郎

修復技術部1こ任研究官 青木 纂夫

新井 英夫

新井 英夫

見城 敏子

見城 敏子

平尾 良光

石川 陸郎

石川 陸郎

石川 陸郎

三浦 定俊

白由研修

一94一
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8月27日(木)

漆芸品の修復

表 具

実 習 一表 具一

8月28日(金)

石造文化財の劣化と保存 ・修復処置

文化財の修復と合成樹脂

実 轡 一剥落止め一

8月29日(土)

レポー ト作成 ・修了式

昭和63年 度

8月15日(月)

開会式 ・オ リエンテーション

文化財と環境

保存科学概論

8月16日(火)

文化財の分析化学

保存修復概論

文化財の有機化学

8月17日(水)

漆芸品の修復

文化財の修復と合成樹脂

実 習 一合成樹脂一

8月18日(木)

彩 色材料

文化財の生物劣化

実 習 一虫徽害 と対策一

8月19日(金)

-95一

博物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

第一修復研究室長 中里 壽克

増田 勝彦

増田 勝彦

修復技術部主任研究官 西浦 忠輝

樋口 清治

樋口 清治

所 長

保存科学部長

化学研究室長

修復技術部長

第二修復研究室長

物理研究室長

第一修復研究室長

名誉研究員

生物研究室長

濱田 隆

馬淵 久夫

平尾 良光

伊原 恵司

増田 勝彦

見城 敏子

中里 蒔克

樋口 清治

樋ロ 清治

見城 敏子

新井 英夫

新井 英夫



事 業

温湿度の計測 保存科学部主任研究官 三浦 定俊

石造文化財の修復 修復技術部主任研究官 西浦 忠輝

文化財の照明 保存科学部主任研究官 石川 陸郎

8月20日(土)

実 智 一光源の取り扱い一 石川 陸郎

8月22日(月)

実u一 燃 蒸 一 新井 英夫

実 習 一環 境 一 見城 敏子

新井 英夫

展示環境n見 城 敏了

8月23日(火)

金属文化財の修復 第三修復技術研究室長ilf木 繁夫

表具の科学 増田 勝彦

実 習 一表1;一 増田 勝彦

8月24日(水)

実iii-glut湿 度機器のihllil:一 三浦 定俊

8月25日(木)

科学塀真の文化財への応川 石川 陸郎

三浦 定俊

展示環境1保 存科学部主任研究官 門倉 武夫

施設見学 一束メ1(国立博物館の資料館 ・法隆苛館の環境 コン トロールe'r_

門倉 武夫

8月26日(金)

突 智 一科学"-f.真1一 石川 陸郎

三浦 定俊

実u一 科学写真m石 川 陸郎

実 習 一科学写真m一 石川 陸郎

8月27日(土)

レポー ト作成 ・修了式

.,一



会 議

6.会 議

文 化 財 の 保 存 お よ び 修 復 に 関 す る 研 究 の た め の 国 際 研 究 集 会

昭 和62年 度

昭 和52年 度 よ り毎 年 開 催 して い る本 年度 の 集 会(第11回)は,「 東 ア ジ ア美 術 に お け

る転 換 期 の 諸 問 題 」を テ ーマ と して 美 術 部 ・情 報 資料 部の 担 当 で開 催 した 。113名 の 参

加 者 を 得 て,美 術史 に お け る転 換 期 の定 義 ・歴 史的 意 味 な どに つ い て活 発 な 討 論 が な

され た 。 発 表 者 は 海 外5名,国 内10名 で,発 衷 は4セ ッシ ョンに わ け て 行わ れ た 。 日

程 お よび 発 表題 目は 以下 の とお りで あ る。

名 称ThellthlnternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty

‐PeriodsofTransitioninEastAsianArt‐

日 時 昭 和62年10月27日^-29日

場 所 東 京 国立 博 物 館 大 講堂

(題 名 お よ び 発表 者)

10月27日(火)

【基 調 報 告】

1.ProblemsoftheAncienttoMedievalTransitionalPeriodinJapanese

ArtHistory(日 本 美 術史 に お け る転 換期 の 問題 につ い て 一 古 代 よ り中 世 ヘ ー)

東 京 国立 文 化 財 研 究 所 濱 田 隆

【セ ッシ ョン1】

1.ProblemsinBuddhistPaintingoftheLateHeianPeriod(平 安 時 代 末 期

の 仏 画 に 関 す る問 題 点)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 関 口 正之

2.NobuzaneandGotobaIn(信 実 と後 鳥 羽 院)

カ リフ ォル ニ ア大 学M・ グ レー ピル

3.Mugi'sUseofChineseModelsinthe"Kannon,MonkeyandCrane

Triptych"(牧 難 筆 「観 音 猿 鶴 図 」の 祖 型 に つ い て)東 京 大 学 小 川 裕充

4.ChaoMeng・fu:TraditionandSelfintheEarlyYuan(趙 孟 頬 一 元 初 に

お け る伝 統 と 自我)二y-9ク 大 学J・ ヘ イ

ー97一
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事 業

10月28日(水)

【セ ッ シ ョン2】

1.ZenPaintingandCalligraphyinthe'TransitiontotheEarlyEdoYeriocl

(江 戸 時 代 初期 へ の 移 行 期 に おけ る 禅 の 需 画)カ ンサ ス大 学S・ ア デ ィス

2.BuddhistSculptorsoftheTransitionalPhasefromtheLateEdoto

MeijiPeriods(仏 師 の 動 向 一 江戸 か ら明 治 へ)東 京 国 立博 物 館 佐 藤 昭 人

3.PictorialRepresentationoftheLateEdotoMeiji(江 戸 か ら明 治 にか け て

の 絵 画 表 現 に つ い て)お 茶 の 水 女 子大 学 坂 本 満

【セ ッシ ョン3】

1.TrendsinEarlyMuromachiYericxlJf　 puGiese・style(Way6)Paintingand

TheirRoleintheEvolutionofKinpekign("Gold・And-bluePainting")(金

碧 画 の 形 成 ・,-i3町前期 和様 絵i;珂の 動 向)帝 塚 山 学 院 大学 吉 田 友之

2.SomeProblemsofShigajiku-typelnkLandscapePainting:Picture-

viewingthroughWrittenWords,CR.1400-iego(応 永 一 文 安 期 の 詩 画軸 型 式

水 墨 画 の諸 問 題 一 と くに 言nib介 入 を 伴 う観 画 縄 験 の 一・例 と して)

ゾ リンス トン大学 溝 水 義 明

3.FromOguriS6tantoKanoMasan・bu(・1・ 栗宗 湛 か ら狩 野 正 信へ)

慶 応 義 塾 大 学 河 合 正 朝

4.TheSocialContextoftheEstablishmentoftlicKunoSchool(狩 野 派 の

成 立 一 社 会的 存在 と しての)東,.ht大 学 辻 惟雄

10月29日(木)

【セ ッシ ョン4】

1.StylisticChangesinBuddhistSculptureo―theEarlyUnifiedSills

Period(統 一新 羅 初 期 の様 式 的 変 化)国 立 中 央 博 物 館 姜 友 邦

2.ProblemsintheTransitionfromNttrntoHeianSculpture:TheBegin・

ningsofWoodSculpture(奈 良 時 代 後'1㌦か ら'F安 時 代 初 期 へ の転 換 期 の諸 問題

一 木 彫 の 成 立 に 関 し て)慶 応 義 塾 大 学 紺 野 敏 文

3.TrendsinSculptureattheTimeoftheH:stablishmentofthePureLand

Sects(浄 土 宗 成 立 期 に お け る彫 刻 界 の 動 向)東 京 国立 文 化 財 研 究 所 三 宅 久雄
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会 議

昭 和63年 度

昭 和63年 度 は 保 存 科 学 部 が 担 当 した。 主 題 は リモ ー トセ ン シ ン グ とい う立 場 か ら設

定 した 。 この 分 野 は 近 年 話 題 が 多 くな って きて お り,画 像 処 理,非 接 触 法 に よる絵 画

の 研 究,コ ン ピュ ー タに よ る記 録 の 処 理 法 な どそ れ ぞ れ の 話 題 に つ い て,各 国 の 研究

者 との 意 見 の 交 換,討 議 を 行 った 。 参 加 者 約100名 。

名 称The12thlnternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐AnalysisandExaminationof

anArtObjectbyImagingTechnique‐

日 時 昭 和63年9月29日X10月1日

場 所 社 会 教 育 研 修 所

(題 名 お よび 発 衰 者)

9月29日(木)

【基 調報 告】

1.DigitizationofWorksofArt‐StudyandConservationofScientific

Images-(美 術 品 の デ ィ ジ タル処 理 一 画像 の研 究 と保 存 一)

フラ ンス 博物 館 群 研 究 所Ch.ラ ー ニェ

2.ApplicationofIRReflectographyandEmissiographytoArtHistorical

Research‐FocusingonRecentStudiesofthePaintingsattheKakurin-ji

andByodo-inTemples‐(美 術史 的 研 究 に対 す る赤 外 線 テ レ ビお よび エ ミシオ グ

ラ フ ィー の適 用 一 鶴 林寺 太 子 堂 柱 絵 と平 等 院鳳 風 堂 壁 扉 画 の 調 査 を 中 心 に 一)

学 習 院 大学 秋 山 光和

【セ ッシ ョン1】

1.TheStudyofDrawingsintheNearInfrared(近 赤 外 線 を利 用 した絵 画 の

研 究)バ イエ ル ン州 立 美 術 館A.パ ー メス ター

2.UseofNearInfraredRadiationinExaminationofPaintings(絵 画調 査に

お け る近 赤外 線 の利 用)ミ ラ ノ大 学M.ミ ラ ッ ツオ

9月30日(金)

【セ ッ シ ョン2】

1.ImageProcessingofX-rayPhotographsbyOne-dimensionalAnalog
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SpatialDifferentialTreatment(一 次 元 ア ナ ロ グ空 間 微 分 処 理 に よ るX線 画 像

の 鮮 明化)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 三 浦 定 俊

2.DevelopmentofChemicalAnalyzersforHistoricalMaterials(歴 史 試 料川

化 学 分 析 装 置 の 開 発)国 立歴 史 民 俗 博 物 館 田 口 勇

【セ ッシ ョン3】

1.TheMultiMediaDatabaseatNationalMuseumofEthnology(国 立 民 族

学 博 物 館 にお け る マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タベ ー ス)国 立 民 族 学 博 物 館 杉 田 繁 治

2.ElectronicCatalogingandBrowsingofEthnographicSamples(民 族 学 標

本 の電 子 カ タ ロ グ化 と概 覧)日 本 ア イ ・ピー ・エ ム 洪 政 困

3.AutomaticReplicationandRecordingofMuseumArtifacts(博 物 館 収 蔵

品 の複 製 と記 録 作 成 の 自動 化)カ ナ ダ国 立研 究 機 構P.ブ ー ラ ンジ ェ

10月1日(土)

【セ ッシ ョン4】

1.InteractiveDesignAnalysis:SystemOverviewcx術 品 の 形 状 解 析 シス テ

ム)ス ミソ ニ ア ン研究 機 構L.フ ァ ソ ・ツ ェル ス ト

保存科学部 ・修 復技術部

第16回 文化財保存修複研究協臓会

日 時1}召 和621{=11125[1

場 所 東京国立文化財研究所別館会識室

主 題 文化財保存 ・修復のための調査について

年月を経た文化財は傷んでいる場合が多く,保 存 ・修復処置の必要な場合が多い。

このために文化財の劣化状況あるいは現状を正碗に理解しておく必要がある。現状把

握のたあの調査は どうあるぺきか,ま た調査法はどのように改善されてきたかについ

て協議 し,今 後の調査のあるぺき方向について検肘した。

(講演題 目お よび発表者)

(1}木 簡の調査

文化庁文化財保護部記念物躁主任文化財脚査官 狩野 久

② 文化財建造物の修理に伴う諸調査について
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文化庁文化財保護部建造物課文化財調査官 天田 起雄

⑧ 考古資料の修復における調査の問題

東京国立文化財研究所修復技術部主任研究官 青木 繁夫

ω 文化財に使用されている紙の調査

東京国立文化財研究所修復技術部第二修復技術研究室長 増田 勝彦

(5)彫 刻凋査の問題点について 武蔵野美術大学教授 田辺三郎助

(6}臼 杵石仏の保存対策 東),1'国立博物館学芸部企画裸畏 鷲塚 泰光

第17回文化財保存修復研究協臓会

口 時 昭和63年12/18日(木)10:00～17:00

会 場 東京国立文化財研究所別館会議室

主 題 装飾金工品の保存における問題について

金属工芸は,装 飾に関わる分野で古くから広く応用されてきた。その製作には職人

的な技術が今もって要求され,そ れが復元,修 理,保 存等に微妙な影響を与えている。

装飾金工品の保存修復に科学的調査研究が,ど のように関与できるのかが討議された。

(講演題目及び発表者)

(1)装 飾金工品について 日本美術刀剣保存協会専務理事 鈴木 友也

(2)刀 装金具と甲冑金具について 選定保存技術保持者 宮島 市郎

(3)建 築飾金具について 森本錺金具製作所社長 森本安之助

(4)古 墳時代金銅製品の保存について

東京国立文化財研究所修復技術部第三修復技術研究室長 青木 繁夫

(5)鍍 金の分析調査について

東京国立文化財研究所保存科学部化学研究室長 平尾 良光

(6}金 工品の漆箔と焼付漆

東京国立文化財研究所修復技術部第一修復技術研究室長 中里 壽克

(7)総 合討議
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7.国 際 ・国 内交流

(1)職 員の国際交流

所 長

1.濱 田所長は,昭 和62年9月26日 か ら10月18日 までアメリカ情報庁の招へいにより

スミソニアン研究所等を訪問し,日 米国立樽物館交流の推進を図るため,博 物館等

関係者と協議 した。

美 術 部

1.山 梨 絵 美 子 は,「 パ リに お け る 日本 一ヨー ロ ッパ絵 画 との 出 会 い」展 の 作 品運 搬 随

伴 お よび展 示 指 導 の た め,昭 和62年91121日 か ら10月10日 ま で,ア メ リカに赴 い た。

2.佐 藤 道 信 は,海 外 流 出 近 代 日本 葵 術 作 品 調 査 の ため,昭 和62年11月8日 か ら12月

3日 ま で,ア メ リカ,フ ラ ンス 等 で 渕 在 を 行 った 。

3,三 輪 英夫 は,久 米 校 ・郎 関保 資 料 等の 闘 査の た め,昭 和63年10月18日 か ら281」 ま

で,フ ラ ンスで 関係 資 料 の 調 査 ・収 集を 行 った 。

4,佐 藤 道 信 は,在 外 口本 美 術作 品 のINO研 究 の た め,情 帳 資 料 部研 究 員3名 と と も

に,昭 和63年12月10口 か ら12月191-!ま で,ア メ リカで 調査 を 行 った 。

5.三 宅 久雄 は,平 成 元年2月MIlか ら2月18日 まで,山 梨 絵 美 子は 同2月15日 か ら

2月26日 まで,CAA(米 国X術 史 学 会)出 席 の た め ア メ リ カに赴 き り,同 学 会 で 発

表 した 。

6.三 宅 久 雄 は,文 部 省 在外 研究 員 と して,平 成 元 年3月1日 か ら12月31日 まで,中

国,イ ギ リス,フ ラ ンス,西 ドイ ツ,イ タ リア,ア メ リカに お い て,調 査 研 究 を 行

っ た 。

芸 能 部

1,佐 藤道子は,カ ナダの トロンh大 学R.E.E.D.(初 期イギ リス演劇記録保存所)

の招きにより,昭 和62年9刀28日 か ら10月27日 まで トロン ト大学に滞在し,日 本と

ヨーロッパにおける中世演劇の成立過租に関する意見交換を行った。また,そ の間
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にカナダにおける宗教典礼の現状調査とともに,宗 教意識や典礼についての質疑も

行った。

保存科学部

1.三 浦定俊は,昭 和62年9月3日 から9月16日 までオース トラリア,シ ドニーで開

かれた第8回 国際博物館会議(ICOM)保 存科学部会に出席 し,鶴 林寺太子堂の柱

絵闘査および,中 尊寺金色堂の保存環境に関する研究発表を行った。

2.見 城敏子と新井英夫は,昭 和62年9月4日 から9月29日 までオース トラリア,イ

ン ドネシアを訪問し,シ ドニーで開かれた第8回 国際博物館会議(ICOM)保 存科

,.1一部会に出席し,見城は「日本の伝統的木造建造物におけ る光モニターによる日光の

影響の研究」新井は「フォクシング要因糸状菌について」の研究を発表した。その後,

イ ンドネシア教育文化省遺跡 ・建造物課を訪れ,ボ ロブ ドール遺跡保存事務所で文

化財保存に関する研究発表および意見交換を行い,研 究交流を促進した。

3.馬 淵久夫は,昭 和63年3月30日 か ら昭和63年4月5日 までアメリカ,ワ シン トン

のスミソニアン研究機構を訪問し,共 同研究の進め方について予備的な打ち合せを

行った。

4.新 井英夫は,昭 和63年6月9日 から6月19日 まで中華人民共和国文化部の招へい

を受け,北 京の文物保護科学技術研究所で,文 化財保存科学における生物学的研究

と加害生物防除法の実際について講演し,そ の後詳細にわたって中国の専門家 と討

論し,研 究交流を行った。

5.石 川陸郎は,昭 和63年10月3日 から12月27口 まで文部省在外研究員としてヨーロ

ッパ,ア メリカにおける美術館 ・博物館の展示環境を調在し,担 当専門官と意見交

換を行った。

6,馬 淵久夫,平 尾良光,三 浦定俊は,平 成元年1月19日 か ら1月28日 までアメリカ

ス ミソニァン研究機構を訪問し,担 当の研究者とIl米 共同研究の在 り方を討議した。

7.見 城敏子は平成元年3月10日 か ら3月28日 まで中国 ・蘭州大学の招へいにより,

漆工技法,文 化財の彩色技法および材質劣化について謹演し,中 国の研究老と意見

交換した。
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修復技術部

1.西 浦忠輝は,昭 和62年9月3日 から9月16日 までオース トラリア,シ ドニーで開

かれた第8回 国際博物館会議(ICOM)保 存科学部会 に 出席し,「粒状に劣化した

石の強化剤としてのシランと有機樹脂との混合物の評価実験」および 「シラン含浸

処理による石の変色に関する実験的研究」の2つ の研究発表を行った。

2.増 田勝彦は,昭 和62年10月25日 か ら11月18日 までイタ リアに出 張 し,ICCROM

における「紙製文化財保存研修」のうち「東洋の紙製文化財の日本修復技術」講師を勤

めた。また,ヴ ィテルポ市文化財保存修復センターの職員に対して修復技術研修を

行った。

3.青 木繁夫は,昭 和62年12月4日 か ら12月15日 までユネスコとインド政府主催のア

ジア地区の文化財保存セ ミナーに参加した。インド国立文化財研究所を会場として,

パキスタン,タ イ,ビ ルマなど8ケ 国か ら約40名 の参加者があった。「日本におけ

る金属文化財の保存と気候風土」というテーマで発表を行った。

4.伊 原恵司は,昭 和63年6月18日 か ら6月25「1ま で台湾行政院文化建設委員会『1禰1

の「第三次古蹟保護技術研討会」に参加した。傑記の会識の購師として出席するとと

もに,台 北～高雄地区に所在する古述築の修復状況の視察と技術研究を行った。研

討会では「日本に於ける歴史的建造物の保存と悠復技術」と題して(1旧 本の文化財延

造物保存の歴史,② 保存修復の理念,13牒 存鯵復の喫際,{4)保 存修復技術と材料等

について報告を行った。

情報資料部

1.鶴 Ⅲ武良は,昭 和62年11刀5日 からisnま で巾華人民共和国北京の中国美術館に

おいて現代中国絵画の調査を行った。また,同{r11月17日 か ら12月1日 まで中華民

国台北で行われた文化資産保存会議に出席するとともに台北 ・台南で現代中国絵画

の調査を行った。

2.局 尾 新は,文 部省在外研究員として,昭 和63年1月10日 か ら11月9日 まで,米

圃および欧州で室町水墨画の胴査研究を行った。

3.鶴 田武良は,昭 和63年5月13日 か ら28日 まで,台 湾国立歴史博物館(台 北)で 行わ

れた張大千生誕90年 記念研究会に出席 し,同 時に現代中国絵画の調査を行った。
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4。 米 倉 遽 夫 ・鈴 木廣 之 ・島尾 新 は,昭 和63年12月5日 か ら19日 まで ,ニ ュー ヨ

ー ク ・ワ シ ン トンな ど米 国六 都 市 で 在外 日本 美 術 作 品 の 調 査 研 究 のた め の予 備 調 査

を 行 つた 。

5.米 倉 遽 夫 ・鈴 木廣 之 ・島尾 新 は,昭 和63年2月16日 か ら18日 まで 米 国 サ ン フ ラ

ン シス コで 開 催 され た,CAA(米 国美 術 史 学 会)全 国 大 会 に 出席 し,つ づ い て19と ,

20口,カ リフ ォル ニ ア大 学 バ ー ク レー校 主 催,当 研 究 所 共 催 の 美 術 史 学 の現 状 に 関

す る国 際 会 議(lnternationalConferenceonJapaneseArtHistory:TheState

oftheField)に 出 席,研 究 発 表 を 行 った 。 米 倉 ・島 尾 ・井 手 賊 之 輔 は,ひ きつ づ

き2月21日 か ら3月5日 まで,ニ ュー ヨ ー ク,メ トロボ リタ ソ美 術 館 に お い て,同

館蔵 絵 画 の デ ー タ ベ ー ス化 につ い て の協 議 ・予 備 調 査 を 行 った 。 また,井 手 は ワ シ

ソ トンに お い て ス ミソ ニア ン研 究 機 構 との 研 究 協 力 に つ い て の 協議 を 行 った。
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(2)海 外研究者の来訪

昭和62年4月1日 ～昭和63年3月31日

年 月 日 国 名1所 属 ・ 氏 名

62.4.9 尊 国 国立現代美術館

李 仁 範

5.20 台 湾 故宮博物院器物所所長

張 臨 生

6.30 聯 国 斡国文化文報室長

金 束 虎

?.30 台 湾 台北市立美術館長

黄 光 男

8.31 米 国 二a一 ヨーク建造物保存専門寒

メ リーB.デ ィ エ リ ヅ ク ス

9.9 米 国 アメリカ文化情報局長

ジ ャ ッ ク ・シ ェ レ ン パ ー ガ ー

63.2.6 英 国 大英博物館保存科学研究室長

ス ー ザ ン ・ブ ラ ツ ドレイ

2.17 米 国 ス ミソ ニ ア ンサ ヅ ク ヲー 美 術 館 長

マ イ ロ ビーチ

2.25 イ タ リ ア イ ク ロム所 長

セ パ ッ ト ・エ ル ダ ー

A.11 米 国 ス ミソニアン研究機構

ジ ヱ フ レ イ ・ス タ ー ン

5.13 中 国 チペット自治区訪日団

丹 増 団艮 他5名

5.1? 米 国 ス ミソニアン研究機構長官

ロ パ ー ト 。マ コ ー ミ ッ ク ・ア ダ ム ス

6.? 中 国 映西省文物事業管理局代衷団

張 廷 晧 団長 他3名

6.16 米 国 ハ ーバ ー ド大 学

ロ ー ゼ ン ・ フ イ ー ル ド

?.12 申 国 中国歴史博物館

李 先 登 他3名

7.25 中 国 中国景徳鎮歴史名城建設・古建築保存技術交

流肪日団 黄 浩 団長 他5名
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年 月 司 国 名1所 属 ・ 氏 名

63.8.22 台 湾 中華民国文化資産維護学会赴日考察団

劉 萬 航 他14名

9.3 米 国 ミシガン大学

ブ ル ー ス ・ス ミス

〃 中 国 中国社会科学院歴史研究所

李 学 勤 団長 他4名

9.? 英 国 大英博物館保存部長

ウ ィ リ ァ ム ・ア ン ド リ ュ ー ・オ デ ィ ー

12.12 韓 国 韓園文化財管理担当官研修団

リー ク ワ ンホ 団長 他17名

1.3.7 ベ ト ナ ム ベ トナム文化大臣

チ ャ ン ・ヴ ァ ン ・ フ ァ ク

3.10 中 国 中国市政工程西北設計院(甘 粛省建築学会常

務理事)郡 延 夏
〃 中 国 敦煙研究院副院長

麸 友 賢

敦焼研究院美術部研究院

関 友 恵
3.16 中 国 中国文化部訪日団

游 瑛 団長 他4名

(3)招 へ い 研 究 員

昭和53年 度 より招へい研究員制度が設け られ,62年 度は国外5名,国 内3名,63年

度 は国外10名,国 内3名 の研究員を招へいし,下 記のように共同研究が行われた。

昭和62年 度

氏 名 陣 籍1役 劇 招へい綱 姻 研究課題1研 究代表者
マ リベ ス ・ 米 国 カ リ フ ォル ニ 62.10.11 中世大和絵研 情報資料部
グ レイ ピル ア大学助教授 62.11.23 究及び東洋美

術文献データ 謹 資料研
ベ ース(欧 文 米倉 室長
文献)の 研究
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氏 名 国 籍1役 職 招へい網 共同研究綱1研 究代表者

ス ー ザ ン ・

プ ラ ッ ド レ ー

英 国 耀 纏塁
'長

63.1.17酸 化 エチレソ 修復技術部
^-63.2.6法 に よる金属 樋口 部長

文化財の安定
化処理法の研
究

ヨ コヤ マ
ユ ウ ジ

フラ ンス フランス国立

科学センター
主任研究員

63.3.2
^-63.3.25

文化財の非破壊検査法
の研

究

保存科学部馬淵 部長

パ ー パ ラ ・ ピ

エ ト 。ポ ガ ー

ズ

西 独 聯 離賀
1

63.3.1

門63.3.30

工芸品修復理
の東西比較
翻

修復技術部第一修復技

隼璽究姦

ア ン ・ニ シ ム

ラ ・モ ー ス

米 国 ボストン美術
館東洋部学芸
助手

磐6331114鵬 灘 教
懸翻藩
米倉 室長

氏 名 ― 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代衷者

宮砺]蕊 議轍

須蔭 弘敏 弘前大学
人文学部助教授

63.2.23
貞げ63.3.23

中国宋代仏敦絵画史
の研究

美術館関
口 部長

河田 昌之

J

63.2.29
～63.3.20

美術史研究におけ
るコンビa‐
ターの利用

情報資料部

籍 資墾翼鰹

惣保
館
久
術
市
焚
員

泉
念
芸

和
記
学

63.2.15
～63.3.5 室究

部
研
畏

料
料
室

婆報
真
田

情
写
鶴

く
総
と
の,術
術
美
究

美
末
研

朝
清
的

漕
に
合

昭和63年 度

石 「「繭「1役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

段 文 傑 中 国 敦熔研究院畏 63.5.1
-r63.5.3 魏 編 窪禦麟

につい

L.プ ア ン ・

ツsル ス ト
米 国 ス ミ ソ昌 ア ン

募翻饗綴
63.9.13
^63.10.3 萎難購

保存科学部
馬淵部長

Ch.ラ ー ニ エ フ ラ ン ス

講 鋸箋63.9.1?^63.10.3
〃 〃
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国際 ・国内交流

氏 名 国 籍 役 職1招 へい期間 共同研究課題1研 究代麸

王 丹 華 中 国 噛中国文物保護
科学技術研究
所副所長

63.9:25
^63.10.2

文化財の保存
修復に関する
調査研究

修復技術部
伊原部長

周 宝 中 中 国 中国歴史博物
館保管部主任

〃 〃 〃

ジ リ ・ チ ェ コス
ス ラ メク ロパ キ ア

チ呂コ国立文63.9.18

化財 修復研究所研究部
長

石造建造物の
^63.11.18保 存を 目的と

した石材の化
学処置

部
研
術
任
技
主
復
浦
官

修
西
究

サ ミ ュ エ ル ・

C・ モ ー ス

米 国 ア ー モ ス ト大1.1.10鎌 倉 時 代 初 期

学 助 教 授 ～ ユ.1.23彫 刻 の 研 究

塾術部第一
研究室三宅
室長

マ ー ガ ッ ト ・

ヘ イ
イ タ リア イタゾア轡鰭

病理研究所非常勤研究員
1.2.1?
～1 .3.1

呉 歩 乃 中 国 中 国 美術 家 協1,3.16
会 編 審 鳶1.3、30

デ ピ ッ ト ・ 米 国 ゲ ッテ ィ保 存1.3.21

ス コ,,y.ト 研 究 所 部 長 ～1.3.30

紙の漂白 部
技
増

術
復
室

技
修
究
長

復
二
研
室

修
第
術
田

一八芸社を中

心とする木刻
運動

情報資料部鶴
田部長

金属遺物の調
査と保存修復

修復技術部第
三修復技
術研究室青木室
長

昭和63年 度 国内招へい研究員

氏 名 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

脇田 久伸 福岡大学理学部
教授

63.11.14

×63.12.28

出土鉄製品の錆

の研究

修復技術部
第三修復技術研究室
青木 室長

鹿 谷 勲 奈良県教育委員
会主査

1.3.22

～1.3.31

祭と芸能 芸能部
民俗芸能研究室
中村 室長

武田 光一 新潟大学教養部
助教授

1.3.13

N1.3.2?

日本南画の研究 情報資料部
鈴木 主任研究官
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V.研 究施設 ・設備

1.蔵 書

美術関係図書

日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわたる研究書を中心に,

関辿図轡,各 種叢書,辞 典類など和漢書(39,246),洋 書(4,042),計43,288冊 のほか,

各都道府娘市町村教育委員会編集の文化財関係報告霞,奨 術関係雑誌,紀 要類,売 立

目録,展 覧会 目録などを所蔵し,所 内及び所外の研究者の利用に供している。

芸能 関係 図書

雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦蝉 ・民俗芸能 ・審席し芸,そ の他わが国の

伝統芸能の研究に必要な図書8,457冊 を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第

1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・11本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究・

旅と伝説などの雑誌,そ れに声明本 ・踊本 ・難 了手付本 ・丸本などの台本 ・譜本も収

集している。

保存科学 ・修復技術関係 図書

占来の伝統的生産及び工芸技術書,技 術史,xは 数少ないそれらの科学的究明を試

みたもの,修 理工事報告冑及び化学 ・物pl!,.・生物学部門の傑存科学に関連ある和洋

爵を合わせて2,?02冊 を所蔵 している。

本年度における収書数と総計は次炎のとおりである。

区 分
美 術 関 係 公 能 関 係 保存科学 ・修

復 技 術 閑 係.一 計
和囎1洋 書 和漢書1洋 書 和囎1洋 書

一 一 一 一 一一 一 一

62年 度 372冊 7冊 34?冊 10冊 22冊
　

15冊 773冊
一 一 一 　　 　 一

63年 度 588〃 28〃 358〃 20〃 17〃 10〃 1,021〃

総 畿一

一 一

39,246〃

一 一

4,042〃 8,355〃11・2〃

一

1,653〃 1,049〃 54,447〃
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[
資 料

2.資 料

美術関係資料

実物 よりの直接撮影を主にした写真資料の作成整理と,購 入写真,複 写写真による

補足整備に加えて,印 刷物中の図版をもおさめるとい う方式で,当 研究所設立当初よ

り一貫 して力を注いできた写真資料を有する。それらは日本東洋古美術,日 本近代 ・

現代美術,西 洋美術の全域にわた り,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,述 築僚のfl

部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ26万 点,原 板保有量はほ`ま

3分 の1に あた り,別 にマイクロ・フィルム255巻 がある。解真資料のほか,拓 本,

作家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラップ等

と,図 書カー ド,図 版カード,各 稲索引類など多数。

芸能関係資料

レコー ド・録音テープ ・写真等による芸能資料を数多 く備えている。 レコー ドには,

毎年各社から発売 される伝統芸能関係 レコー ドのほか,昭 和35年 度文部省機関研究費

によって購入した安原コレクションレコー ド5,450枚 が含まれている。安原コレクシ

ョンは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発売された各種邦楽レコー ドを網羅 したも

ので,近 代におけ る邦楽の実態と変遷を知る上で貴重な資料である。録音テープ及び

写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対

象に記録 してきた もので,奏 演法の解析を中心とした写真 ・テープ,あ るいは各種文

再の記録写真等も含んでいる。種別による所蔵数は次のとお りである。
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黒田記念室,閲 覧室

3.黒 田記 念室

黒田記念室は,本 研究所の創立者帝国美術院長子爵故黒田清輝の功績を記念するた

めに設けられた陳列室であり,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等を収蔵している。

創立当時,主 として黒田家から寄贈されたものは,油 絵125点,素 描170点,写 生帖等

であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等からの寄贈が加わった。収蔵

品の主なるものは,「知 ・感 ・情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・

「温室花壇」などである。

4.閲 覧 室

本研究所情報資料部の図書写真及び各種研究資料は,主 として研究者 ・学者 ・美術

関係専政の学生等の利用に供 している。年閥の閲覧者数は,約390名 である。
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V1.関 係 法 規

◎文部 省組 齢 抄(昭 和59年 政令第227号最終改正 昭63政101号 ,197号)

第2章 文化庁

第3節 施設等機関

(施設等機関)

第108条 文化庁長官の所轄の下に,文 化庁に國立国語研究所を置 く。

2.前 項に定めるもののほか,文 化庁に次の施設等機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表

を行う機関とする。

2.国 立文化財研究所には,支 所を置くことができる。

3.国 立文化財研究所及びその支所の名称,位 置及び内部組織は,文 部省令で定める。

(研究施設の指定)

第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は,法 第5条 第37号 に規定する政令

で定める研究施設とする。

◎文部省設置法施行規則抄(羅 罐 姦叢 轍3文 令26号文令28号)

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位置)
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関 係 法 規

第116条 の9国 立文化財研究所の名称及び位置は,次 の表に掲げるとお りとする。

名 称 位 置

鯨 国立文化財研究所1棘 都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第1款 の2東 京国立文化財研究所

(所 長)

第117条 東京国立文化財研究所に,所 長を置く。

2.所 長は,所 務を掌理する。

(内 部組織)

第118条 東京国立文化財研究所に,庶 務課及び次の五部を置 く。

に)癸 術 部

② 芸 能 部

(3}保 存 科学部

〔4)修 復技術部

(5)情 報資*斗削`

(庶務課の事務)

第118条 庶務、傑においては,次 の事務をつかさどる。

(1)職 員の人7軸こ関す る事務を処理すること。

② 職員の福利厚生に関する廓務を処理すること。

㈲ 公文書類の接受及び公印の,rそ の他庶務に関すること。

(4)経 費及び収入の予算,決 算その他会計に関する事務を処理すること。

〔5)行 政財産及び物品の菅理に関する事務を処理すること。

(6)庁 内の取締 りに関すること。

(7}前 各 号に掲げるもののほか,他 の所掌に属しない寡務を処理すること。

(美術部の二室及び喜務)

第120条 美術部に,第 一研究室及び第二研究室を置く。

2.第 一研究室においては,わ が囲の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美術に関

する調査研究を行ない,及 びその結果の公衷を行なう。
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関 係 法 規

3.第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術に関する調

査研究を行ない,及 びその結果の公表を行な うとともに黒田記念室に関する事務を

つかさどる。

(芸能部の三室及び嚇筋)

纂121条 芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置 く。

2.演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究を行ない,並 びにそ

の結果の公表を行なう。

3.ii楽 舞踊研究室においては,貯 楽及び舞踊並びにこれらの保存に関する調査研究

を行ない,並 びにその結果の公表を行なう。

4.It俗 芸能研究iに おいては,民 俗芸能及びその保存に関する調査研究を行ない,

並びにその結果の公表を行なう。

(保存科学の三室及び事務)

第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室及び生物研究室を置 く。

2.化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学

的調査研究を含む。)を行ない,並 びにその結果の公表を行な う。

3.物 理研究室においては文化財及びその保存に関する物理学的調査研究を行ない,

並 びにその結果の公表を行なう。

4.生 物研究室においては文化財及びその保存に関する生物学的調査研究を行ない,

並 びにその結果の公表を行なう。

(修復技術部の三室及び事務)

第122条 の2修 復技術部に,第 一修復技術研究室,第 二修復技術研究室及び第三修

復技術研究室を置く。

2.第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外のもの

を材料 とする文化財の修復に関する科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結

果の公表を行なう。

3.第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料とする文化財の修復に関す

る科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行な う。

4.第 三修復技術研究室においては,石,i又 は 金属を材料とする文化財の修復に関

する科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行なう。
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関 係法 規

(情報資料部の二室及び事務)

第122条 の3情 報資料部に,文 献資料研究室及び写真資料研究室を置く。

2.文 献資料研究室においては,第118条 第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌

に係る文献資料その他の資料(写 真資料を除 く)の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,

閲 覧及び調査研究を行なう。

3.写 真資料研究室においては,第118条 第1～}か ら第4号 までに掲げる各部の所掌

に係る写真資料の作成,収 集,艶 理,保 管,公 表,閲 覧及び調査研究を行なう。
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